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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。
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第一章

黒騎士の影の下










　　　　　　　　　１




　天てん龍りゆう五八年、一〇月。

　すでに月のなかばを過ぎ、秋ますます深まる時節である。

　食欲の秋、スポーツの秋などという。しかし、橘たちばな征まさ継つぐの現住地たる駿する河が市では、そのような楽しみを満喫することは当分むずかしそうであった。

　なんといっても今、駿河市の『外』は敵軍の制圧下にあるのだから。

「泰たい世せい。大英帝国の連中が来てから、もう何日だ？」

「六日目。早いものだよねえ。もうすぐ一週間になるよ」

　征継の数少ない友人・小お此この木ぎ泰世との会話だった。

　共に私立臨りん済ざい高校の二年、しかも同級生。だから、ふたりは所属する二年二組の教室で顔を合わせている。

　戒かい厳げん令れい下かの駿河市内だが、臨済高校は授業を再開させていた。

　ただし、それは日常への回帰を意味しない。《維い新しん同盟》なる看板をかかげて攻め入ってきた大英帝国軍――彼らの武力によって、静岡県エリアは牛ぎゆう耳じられている。

　県内にある五つの鎮ちん守じゆ府ふはひとつをのぞいて、全て攻略された。

　唯ゆい一いつの例外がここ駿河なのだ。

　駿河鎮守府はたまたま居合わせた騎き士し侯こう・秋あきヶが瀬せ立りつ夏かと――誰あろう橘征継の尽力によって、かろうじて維新同盟の軍団をしりぞけることができた。

　だが、依い然ぜんとして敵軍は静岡エリア内部にとどまったままだ。

　駿河市から出入りするための交通網は全て、維新同盟の手で封ふう鎖さされている。鉄道も自動車も行き来できない。

　あいかわらず駿河市とその周辺は〝陸の孤島〟と化したままだった。

　五日前、英国軍の襲来と共に発令された戒厳令はいまだ解けていない。ふつう、戒厳令下の教育機関は休校となる決まりである。

　にもかかわらず、征継たちの高校は授業を再開させた。

　軍隊の暴力に屈することなく勉学に励む――という崇すう高こうな思想とは関係ない。

　駿河からの脱出もままならず、ほかにすることもない。ならば市内在住の生徒と教員が学校に集まって、軽く授業でも……その程度なのである。

「結局、学校でおしゃべりしていようって感じだよねえ。市外から通っていた先生や生徒はいないから、いつもどおりの授業はできないし」

「暇ひまつぶしにテレビを見ようにも、電波が受信できないからな」

　電波・無線・念ねん波ぱなどを無効化してしまう念ねん導どう術じゆつを《念導攪かく乱らん》という。

　開戦直後から、ここ駿河はその影響に悩まされてきた。ごく身近な機械である電話・テレビもまったく使えない状態だ。

「でも、静岡県のテレビ親局はここ駿河にあるから、たぶん県内はのきなみテレビを観みられてないはずだよ。関東とか愛知の電波を拾えるあたりはべつとして」

「道連れというわけか」

「もしかしたら、それも維新同盟の狙ねらいかもね。不必要な情報をなるべく県民にあたえないようにって感じで――ああ、そうそう」

　不意に泰世が話題を変えた。

「四時間目だけど、教員も生徒もみんな校外に出て、奉仕活動の予定だから」

　ちなみに、今は二限目と三限目の間の休み時間だ。

　こんな告知をする小此木泰世は生徒会の副会長でもある。そして、今までひかえめに沈黙を続けてきた〝第三の人物〟へ言う。

「騎士さまと……皇こう女じよ殿下にお願いするのも恐縮なんですけど」

「かまいません。ただ時間を無駄にするより、遥はるかに有意義だと思います」

　気品を感じさせる返答に、泰世は「恐縮です」と首をすくめる。

　そんな〝御学友〟の反応を見て、少女はくすりと微笑ほほえむ。

「同じ学舎まなびやで机をならべる同士です。もっと楽にしていただいていいのですよ？」

「そう言われても、庶しよ民みんのぼくには正直むずかしいですねえ」

　征継とは対等の口を利きく泰世が、妙にかしこまっている。

　だが当たり前だった。目の前にいる人物は駿河市では知らぬ者がいないという有名人に早くもなりおおせたプリンセス、藤宮ふじのみや志し緒お理りその人なのだ。

　泰世と征継は彼女の席の前で、立ち話をしていたのである。

　尚なお、麗うるわしき皇女殿下は白金色のロングヘアをポニーテールにまとめ、学校指定の制服ブレザーを身にまとっていた。

「殿下はたしか御おん年とし一六……で、いいんですよね？」

　むずかしいとか言いながらも、泰世は姫君に声をかける。

　橘征継と同じく、この男友達もなんだかんだでマイペースな性分なのだ。割と適当な敬語で臆おくせず志緒理と接していた。

「はい」

「じゃあ、ぼくや征継くんと同じ二年生なのは――」

「飛び級という形ですね。わたくし、これでも編入試験を受けましたので、その成績をかんがみた結果となっております。まあ」

　志緒理はいたずらっぽく付け加えた。

「わたくしの騎士である征継さまと同じ組なのは、学校側の配慮でしょう」

「ですよねえ」

　もっとも、藤宮志緒理は学業優秀な生徒でもあった。

　今のところ二年生の授業にやすやすとついていくどころか、教師への解答・小テストなど多くの場面で全教科満点の知性を示しつづけている。

　唯一の例外は『体が弱いため見学』ばかりの体育くらいだ。

　……ただし、征継は知っている。

　皇女殿下に健康上の問題はなく、トップシークレット『実は運動音おん痴ち』を隠すために学校体育をボイコットしているという真実を。

　そのくせ、麗しき姫君はこんなコメントをしれっと口にする。

「今の駿河で言うべきことではないのかもしれませんが……それでも、わたくしはとても幸せだと思います。こういう学生生活を前々から体験してみたかったのです」

　にっこり笑ってみせるおまけつきで。

　以前、ニュース番組のインタビューで語った設定を忘れていないのだ。こういう小芝居の積みかさねが彼女の〝猫かぶり〟を強固にするのだろう。

　ちなみに志緒理はローマ留学時代、飛び級ついでに大学へ通っていたという。

　日本で高校へ通うのは『うら若き薄はつ幸こうの皇女』のイメージを強くするためらしい。実際、いずれ天下を取るために勉学を重ねてきた皇女殿下は一般教養だけでなく、政治・外交・各国の文化や歴史・さらには軍略にまで精通している……。

　世が世なら一流の軍師になれるかもしれない。それほどの俊しゆん英えいだった。

「ところで副会長」

　生徒会役員である泰世のことを、志緒理は役職名で呼ぶ。

　本人は無意識だろうが、その声には『国情について家臣へ問いかける姫君』といった風ふ情ぜいの上品さがあった。

「やはり、学校に来ている生徒はすくないようですね」

「それどころじゃないって考える人たちも多いでしょうからねえ」

　休み時間の教室は閑かん散さんとしていた。

　生徒がすくない。今日の出席率は五割強というところだろう。

「一昨日の夜を最後に、維新同盟の攻撃は中断したままですけど……いつ再開するか、全然わかりませんし。自宅待機していたいって気持ちはよくわかります」

「でも、副会長はちがうのでしょう？」

「生徒会の責任がありますから。ほかの生徒が来てる以上、知らんぷりもできません。それに学校……というか寮の近くへ来れば、騎士侯さまもいるわけですし」

　皇女の下か問もんに答えつつ、友人はちらりと征継を見る。

「維新同盟の連中を追い払ったっていう実力に期待してるからね、征継くん」

「もちろん微力は尽くすつもりだが……」

　征継は肩をすくめた。己おのれにレギオンの軍勢を操る力があること、それによって駿河市を防衛したことは学校側へ通達している。

　その方が『皇女殿下の騎士』として便べん宜ぎを図ってもらえるからだ。

「世の中には俺の手に負えないことの方が多い。おぼれたときにたまたま藁わらが流れてきたくらいのつもりでいるといい」

「大船とは言わないから、小舟に乗ったつもりくらいにはさせて欲しいなあ」

　同級生が騎士侯である新事実を、泰世は鷹おう揚ように受け入れてくれた。

　征継の記憶喪そう失しつ・異様な腕っぷしの強さなどを知る男なので、そのあたりは逆に「なるほどねえ」と納得の面おも持もちであった。

　ともあれ、皇女と騎士侯と男子学生がおしゃべりに興きようじていたとき。

「……今このときに限って言えば、この学舎にはふたりの騎士侯がいる」

　張りのある、凜り々りしい少女の声に割り込まれた。

　黒髪の美しい人物が教室へ入ってきたところだった。ただし、身につけた制服は臨済高校女子のそれではなく、皇国陸軍将校のデザインだ。

　ぎょっとする泰世をよそに、軍服姿の少女は続ける。

「小舟とはいかないまでも、いかだ程度の保証はくれてやってもいいでしょう」

「秋ヶ瀬どのか」

「おひさしぶりです、ひじ――いえ、橘どの。皇女殿下もご壮健そうでなによりです」

　腰のベルトに、黒髪の少女は鞘さや入いりの日本刀を吊り下げている。

　駿河鎮守府の城じよう代だいにして騎士侯・秋ヶ瀬立夏の勇姿にほかならない。見まちがえようのないほど印象的な麗人へ、征継は答えた。

「ひさしぶりではないでしょう。昨日も一昨日もお会いしております」

「そ、そういえば、そうでした」

　指摘すると、立夏はわずかにうろたえた。

　彼女に代わって維新同盟の神威かむいを退けたのは三日前の夜。その翌日、立夏はわざわざ礼を告げるために征継のもとへ来てくれた。その翌々日も重ねて謝礼を述べに来た。

　そして今日も、秋ヶ瀬立夏はやってきた。

　わざわざ軍務を抜け出してまで、授業中の学校内に。

　駿河鎮守府から臨済高校まで、車で三〇分もかからない『ご近所』だとはいえ。

　不思議なマメさを見せる彼女は将しよう家けの『姫』でもある。父の名は秋ヶ瀬象しよう山ざん――ここ東海道を統すべる地方総そう督とくであった。

「それで秋ヶ瀬どの、今日はどのような御用で？」

「は、はい。私と橘どのはこの駿河を守る騎士侯として、同じ立場にあります」

　なんとも照れくさそうに征継を正面から見ないようにしつつ、立夏は言う。

「機会があれば、こうして密に言葉を交わして、たがいのことをよく知るべきだと思ったのです。も……もしお邪魔でなければ」

「なるほど、騎士侯としての心得ですか」

「はいっ。そうです、騎士侯としてのいろいろです」

「わざわざ学校にまでいらして？」

「ち、ちょうど空あき時間ができたもので。ご迷惑かとも思ったのですが、時間を無駄にすべきではないと考え、押しかけた次第です」

「たしかに秋ヶ瀬どのは今、駿河で最も多忙な御方だ」

「き、恐縮です。これも皇国より位い階かいを授かった士分としての責務。ご容よう赦しやください」

　征継を相手に、立夏は勢いこんで問答を繰りかえす。

　騎士としてというより、むしろ恥ずかしさを押し殺しつつ『気になる人物』へアプローチしようとする乙女のやや大胆な行動にも思えるのだが。

　気にしないことにして、征継はうなずいた。

　奥ゆかしい深しん窓そうの令嬢も好ましいが、恋心に正直な娘も可愛かわいらしいと思う。

　秋ヶ瀬立夏がどちらであれ、魅み惑わく的であることに変わりはない。彼女の心ばえをこころよく思いつつ言う。

「では、教室で立ち話もあれです。外へ行きましょうか」

「は、はい。よろこんで」

「ええと征継くん。あと二分で授業がはじまるよ？」

「悪いがこれも仕事のうちだ。先生によろしく言っておいてくれ」

　うれしそうな騎士仲間の前で、男友達にむっつりと要請する。

　一方、主君である藤宮志緒理は立夏とのやりとりを聞いて、ほんの一瞬だけあせったような表情を見せてから、おもむろにせき払いをした。

「あの、征継さま。騎士侯としてのお話であれば、初はつ音ねも同席させましょう」

「どうしてでしょう？」
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「ほら。彼女にも橘家に伝わる《銘めい》を継けい承しようしてもらわなければ……という話があったではありませんか。騎士としてのお話し合いであれば、必ず初音の役にも立つはずです。ええ、そういたしましょう。それに考えてみれば」

　しれっとした澄まし顔で、志緒理は無邪気そうに付け加える。

「わたくしもその席に立ち会うべきかもしれませんね。なんといっても騎士たちの忠誠に応こたえるのは皇女の義務でもあるのですから」

「……なるほど」

　皇女は〝ふたりでエスケープ〟しようとした征継たちに嫉しつ妬としたのだろうか？

　不敬な予測をもてあそびつつ、征継はうなずいた。一方、突然のなりゆきに立夏は驚いた表情を見せつつも、反論するわけにもいかず、神妙に聞き入れるのであった。
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「というわけで……今が飛躍の時なの、お兄さま！」

「初はつ音ね。俺にはどういうわけなのか、今ひとつ飲みこめない」

　ひどく真剣に宣言した橘たちばな初音へ、征まさ継つぐは淡々と応じた。

　秋あきヶが瀬せ立りつ夏かの登場から二〇分ほどがすぎている。さっきまでいた二年二組の教室から、校舎の外のカフェテラスへ移動しての会話である。

　三限目の授業中なので、まわりはしんと静まりかえっていた。

　それでも志し緒お理りと立夏が同席している。さすがに泰たい世せいはついてこなかったが。

「実は今日の授業中、先生の話とか聞かないで、ずっと考えていたの。やっぱり今の駿する河がには――ううん、日本には橘初音という大だい英えい傑けつが必要なんだって」

「さぼりを堂々と白状する大英傑も、いかがなものかと思うが」

　初音は一年一組の生徒である。

　その教室から征継が連れ出してきた。そして皇こう女じよ志緒理の専属女官はカフェテラスの席につくなり、やにわに妙なことを言い出したのだ。

　唐突すぎる初音の宣言に、一同を代表して征継はつっこんだ。

「それで飛躍というのは、やはり」

「もちろん騎き士し侯こうになることだわ。とっておきの《銘めい》がもう手元にあるわけだし」

「ところで、おまえが英傑になることは確定事項なんだな」

「そこはほら、ウソでもハッタリの利きいた看板を出しておくべき場面だもの。あくまで個人の感想ですって付け足しておけば大丈夫よ、お兄さま」

「なるほど」

「職業クリエイターって名乗る人も、結構似たようなことしてるみたいだし」

「俺の聞いた話では自称プロデューサーの誇大表現も多いらしいぞ」

「初音、それに征継さまも、話が微妙にそれていますよ？」

　やんわりと修正をうながしたのは、志緒理だった。

「今は初音の――橘家に伝わる九く郎ろう判ほう官がんのことを問題にしています」

「そうそう、そうなんです姫様」

　高貴な女主人にもさらっと受け答えする。初音はやはり大物だった。

　カバンから藍あい色の巻物を取り出す。とてつもない出来物だという《九郎判官義よし経つね》の銘が具現化した品らしい。

　ちなみに、初音はいつもどおり『はいからさん』風の格好だ。

　銘めい仙せんの着物に袴はかまとブーツを合わせて、古式ゆかしい女学生の制服姿であった。

「橘一族の誰もこれを使えないまま、五〇年くらい経たってるんですけど……どうすれば継けい承しようできるのか、攻略法が全然わからなくて」

　初音はあっけらかんとした口調で、続けて恐るべき情報を語る。

「七、八人いたチャレンジャーはみんな、継承儀式の途中でぽっくり死んじゃったから、参考になりそうな情報は何もないんです」

「それだけ挑戦者がいたあたり、さすが荒くれ者ぞろいの橘一族ですね……」

「一時期、成人式の代わりにトライするのが流は行やったみたいですよ♪　うちの一族、だから若い人がすくないんですけど」

「なるほど、面白い」

　皇女と初音の語らいに、しみじみと立夏が感じ入った。

「どこかの国の狩人みたいな話だな。ひとりだけで獅し子しを一頭しとめて、はじめて一人前と認められるのだったか」

「それもサムライの心意気です、立夏さま」

　騎士侯として自分の先を行く女じよ傑けつへ、初音はにこやかに訴える。

「自分で自分のおなかを切ったり、敵の親玉の頸くびを取って手て柄がらの証拠にしたり、昔の日本人は結構野蛮なことしてますし」

「まあな。実際、私が安やす綱つなを継承したときも……」

　源げん氏じの宝刀《鬼おに切きり安綱》。立夏は日本刀として具現化した《銘》を腰のベルトから外し、椅子に立てかけている。

　愛用する刃やいばを一瞬だけ見てから、若き女騎士侯はなつかしげに言った。

「継承にしくじれば命はない――さんざん脅おどされたものだ」

「そうだ！　立夏さまに訊きくつもりだったんです。《銘》を継承したときはどんな感じで、どうやって成功させたのか」

「話してやってもいいんだが、たぶん参考にはならないぞ」

「えっ？」

「安綱や九郎判官のような上級の《銘》を継承するとき、試練として課される儀式に同じものはひとつとしてないという。銘に宿る意思がその都つ度ど、相手に合わせて内容を変える……私はそのように教えを受けた」

　立夏の語りを聞いて、征継はうなずいた。自分が土ひじ方かた歳とし三ぞうより受け継いだ《和いず泉みの守かみ兼かね定さだ》からも、たしかに意思のようなものをしばしば感じるのである。

　東海道随ずい一いちの騎士侯・立夏はさらに語る。

「まあ……結局のところ継承儀式はあくまではじめの第一歩。本当に大切なのは騎士侯となったあとの戦いぶりだ。《銘》の方もそれは十分に承知していることだろう」

「ふむふむ」

「死の危険があるといっても所しよ詮せんはテストのようなものだ。断崖絶壁からバンジージャンプする程度のつもりでひとつがんばってみるといい、橘」

「了解しました！」

　いつのまにか姓を呼び捨てにする立夏へ、初音は元気よく返事をする。

　運動部の先輩・後輩を彷ほう彿ふつさせるやりとりだった。ふたりとも武芸に精通する『武闘派』なので、その辺の波長は合うのかもしれない。

　そして、割と適当な精神論で話を一段落させた立夏は声を低めた。

「いろいろ懸けん案あんの多い状況ですが……特に気にかかることがあります」

「何でしょう、立夏さま？」

　女騎士の真剣さに、志緒理がすばやく反応した。

　立夏は居ずまいを正し、主筋である皇女殿下と凜り々りしく向き合う。

「畿き内ない将しよう家けのレギオンが駿河を襲う直前、私を襲った女のことです。妙な力で私をたぶらかそうとして――あのときはもうダメかとも覚悟いたしました」

　その一幕が原因となって立夏は昏こん睡すいし、橘征継が代理の将をつとめたのだ。

「殿下はあの者が英国王家の縁者ではないか……と、おっしゃいましたが」

「決めつけることはできませんが、可能性は低くないと思います」

　聖獣・天てん龍りゆう公こうの孫にあたる皇女は静かにうなずいた。

　英国軍の関係者であろう金髪の妖よう女じよ。志緒理は〝おそらく自分と同じ――王族の姫ではないか〟と予測していた。

　そう。神に等しき聖獣の血をひく、神秘の担にない手ではないかと。

「たしかに私をたぶらかした力……魔術か妖術のような、とんでもない力でした。あんな術を次々と使われたら、大変なことになる。日本各地の要人たち、それに誰よりも皇こう都との女じよ皇おう陛へい下かがあの妖術に取りこまれでもしたら――」

　不安そうに立夏はささやく。しかし、志緒理がすぐさま即答した。

「いえ。その心配はないと思われます」

「と、おっしゃいますと？」

「そんな途方もない能力を自在に使えるのなら、いくさなど仕掛けなくとも日本はとっくに大英帝国の占領下です。世界制覇も夢ではないでしょう。でも、そうなってはいない――おそらくは使用に際して、厳しい制約があるはずです」

　決まった日時にしか使えない・特定の使用条件を満たす必要がある、など。志緒理はいくつか予想を言ってみせた。そして、にっこりと笑う。

「相手が立夏さまだからこそ、英国はとっておきの切り札を使い……失敗したのだと考えるべきです。妖術のことはひとまず忘れてもかまわないと思います」

「なるほど、それは道理だ」

　皇女の明めい晰せきな語り口に説得力を感じ、納得したようだ。

　微笑と共に立夏はうなずいた。その後、『謎の女』のことは二度と口にしない。気にしている風も見せなかった。

　十分に警戒はしても、無分別な恐怖で敵の影におびえたりはしない――。

　豪ごう傑けつの器うつわというべきだった。やはり秋ヶ瀬立夏はひとかどの人物なのだろう。そんな彼女に伝えておくべきことがある。

「秋ヶ瀬どのと初音に、ひとつ断っておきたい」

　征継はおもむろに語り出した。




「まさか……橘どのが記憶を失われているとは」

　運転席でハンドルをにぎりつつ、立夏は呆ぼう然ぜんとつぶやく。

　征継の居場所はその隣、助手席の方だった。女騎士侯が運転する国産スポーツ車は駿河鎮ちん守じゆ府ふへの山道を疾駆している。

　スピードは必要以上に速く、しかし、運転はすこしも危なげない。

　……記憶喪失が原因で、自分は霊液をふつうに補給できない体質である――。

　すこし前、征継は己おのれの弱点をごく簡潔に告白した。その話の続きを今、車中で行っているのだ。立夏が鎮守府に帰るべき時間となったからである。

「俺は二年以上前のことは何も覚えていないのです」

「あなたがかつてどのように生きたか……まことの名が何であるかも？」

「ええ」

　あっさり征継が認めたので、立夏はさらに愕がく然ぜんとした。

　尚、運転席のハンドルやシートは明らかに標準品とはちがう。

　あとから換装したものだった。オートマチックではなくマニュアル車。こんな車が軍の支給品であるはずない。立夏個人の私物だろう。

　どうやら、彼女はかなりの自動車好きであるらしかった。

「……ですが、あなたの真の名は明らかであるように、私には思えます。なんといっても和泉守兼定をあれほど手足のように扱ってみせるのですから――」

「だからといって、俺が〝元の持ち主〟かはわからない」

　己はもしかして『土方歳三』だったのだろうか？

　是ぜとも否ひとも言いがたい。志緒理が見せてくれた記憶の断片からはちがうように思えるものの、完全には否定できない可能性だ。

　まあ、征継自身にはどうでもいいことであった。

　しかし、秋ヶ瀬立夏が橘征継へ向ける〝好意〟はこの疑惑から生まれたもの。

　この問題について、彼女と話しておくべきだった。自分と志緒理にとって最も心強い味方との間に、妙な火種をくすぶらせるわけにはいかないのである。

「秋ヶ瀬どの」

　征継は呼びかけた。いつもより、かすかに声の調子を強めて。

「あなたにとって……俺のまことの名はとても重要なのでしょう」

「は、はい」

「だが――俺にとってはちがう。俺の名前が土方であろうとなかろうと、俺はあなたとくつわをならべて戦えることをこのうえなく誇りに思う」

「…………」

「真の勇者は何よりも得がたい仲間だ。俺はあなたと出会えたことが純粋にうれしい」

「ゆ――勇者だなんて、ご冗談はおやめください」

「冗談などではありません。もしここで戦友と妻を選べと言われれば、俺はまちがいなく秋ヶ瀬どのを選ぶでしょう。あなたはそれほどの人物だ」

「戦友と……妻――!?」

　いきなり立夏がアクセルを強く踏みこんだ。

　車は一気に加速する。が、すぐに減速。どうやら動転して、ほんの一瞬ベタ踏みしただけのようだ。女傑の立夏としては珍しい狼ろう狽ばいぶりだった。

「た、橘どの。妻というのはますます悪い冗談ではないかと……！」

「なぜでしょう？　秋ヶ瀬どのは強く、賢く、勇敢で、度量の大きな方だ。そのような女性を妻に迎えたいと思うのは、男として当然の考えであるはずです」

「そ、そんなことは初めて言われました……」

「だとしたら、この国の男に見る目はない」

「橘どの――」

「征継で結構です」

　姓で呼びかける立夏へ、征継はむっつりと断りを入れた。

「それでは初音の呼び方とかぶってしまう。わかりづらい。俺のことは下の名前で呼び捨てていただいて結構。戦場を共にした仲間同士、遠慮はお捨てください」

「で……では、征継どのでよろしいか？」

「もちろん」

　共に戦野を駆ける同志とは、やはり腹を割ってのつきあいをしたいもの。

　その思いにまかせて、征継は訥とつ々とつと立夏へ語りかけていた。幸いなことに彼女の方もまんざらではないようで、ぎこちなく緊張しつつもきちんと応じてくれる。

　土方歳三のあれこれとはべつに、距離を縮めておく――。

　その思おも惑わくが上う手まくいっていたとき、後部座席で志緒理がひさしぶりに口を開いた。

「き……騎士侯同士、話がはずんでいるようですねっ」

　なぜか皮肉っぽく聞こえた、皇女殿下の声だった。

　実はいっしょに鎮守府へ向かうべく、同乗していたのである。一方、同じ女性である立夏はあわてて返答する。

「き、恐縮です、殿下！」

「いえ、とても仲がおよろしそうで、すごくよいことだと思います」

　皇女の声からはもう皮肉のトゲを感じない。

　バックミラーには、いつもどおり〝猫かぶりの優美さ〟でおっとり微笑ほほえむ志緒理の美貌が映っている。どうやら征継の勘かんちがいだった――で、いいのだろうか？

　ともあれ、志緒理はプリンセスの優雅さで続ける。

「立夏さま。名古屋のお父上からの指令はもう……？」

「ええ。今朝、駿河鎮守府に到着いたしました。そちらも踏まえて、殿下とひじ――征継どのと今後のことをご相談させていただきたく思います」

　電話も郵便も使えない状況下、外部との連絡には随ずい獣じゆうを使用している。

　東海道将家の総そう督とくである父と立夏も、『随獣による伝令』という原始的かつ呪術的な手段で連絡を取り合っているのだ。

「ところで、東京の皇こう城じようからは殿下に何か？」

「それがまったく、なしのつぶてです。もしかしたら、わたくしがこのまま行方不明になればいいと考えているんじゃ……これ、冗談に聞こえなくて逆に困りますね」

　志緒理は肩をすくめ、立夏はにやりと剛ごう毅きに笑ってみせる。

　そんな女子ふたりと征継を乗せて、車は山道を登っていった。戒かい厳げん令れい下かの軍用道路を通る車両はほかになく、貸し切り同然の走りやすさだ。

　ほどなく鎮守府の敷地内に到着した。

　駿河市の近辺でいちばんの高台である。日に本ほん平だいらと呼ばれる。富士山と駿河湾を一望できる景けい勝しよう地ちとして、昔から有名だった。

　ここの上級士官用の駐車場には、城じよう代だい専用のスペースがある。

　立夏がそちらに愛車を止めたあと、三人そろって鎮守府内を歩いていった。目指すは中心に位置する護ご国こく塔とうだった。

　高さ四〇メートルの赤レンガ建築で、時代がかった時計塔を思わせる。

　塔へ着くまでの間、軍人たちから敬礼と畏い敬けいのまなざしを何度も向けられた。最高責任者である城代と、皇女殿下がいっしょだから――だけではない。

　征継自身もレギオンの軍勢を操る騎士侯である。

　これは軍においても高級将校として遇される位い階かいなのだ。

　さらに先日の勝利をもたらした功労者であり、しかもうわさがあった。

（土方どの、なのか……？）

（ではないかという話をおれも聞いたぞ……）

（ご佩はい刀とうの銘は明らかに和泉守兼定だという話だ……）

　すれちがう兵へい卒そつや士官たちがひそかにささやき合っている。

　やはり軍施設であった。立夏以外にも和泉守兼定の《銘》と、征継の指揮でレギオンたちが天てん然ねん理り心しん流りゆうの剣技を駆使した――そのことに気づいた者もいたのだ。

　結果、このうわさである。

　おかげで橘征継に対して、駿河の軍人たちは最大限の敬意を向けてくれる。

　妙なことになったなと思いつつ、征継は護国塔のロビーまでやってきた。いっしょにいる女性ふたりは実務的な話に興きようじている。

「秋ヶ瀬の父は富士山の北――山梨方面から軍団を動かし、静岡から維い新しん同盟を排除しようともくろんでいるようです。まず最優先でたたくべきはやつらの重要拠点になりつつある富士鎮守府……ここ駿河とはほんの数十キロの距離です」

「駿河の立夏さまもそれに呼応する……ということで？」

「私だけでなく関東州軍、なにより東方ローマの日本駐ちゆう留りゆう部隊とも連携して、事にあたりたいところです。当然、父もそちらへの根まわしに動いているでしょう」

　立夏は当たり前のように軍略の話題を口にしている。

　非常時ゆえに皇こう家けの姫への説明責任を果たす――そういうつもりもあるのだろうが、志緒理の見識を認めているからだとも見受けられた。

　皇女志緒理と騎士侯・秋ヶ瀬立夏。

　このふたりもすこしずつパートナーシップを深めているのだ。

　征継がうなずいた瞬間、不意に『りん』という鈴の音がひびいた。同時に手のひらサイズの白い狐きつねが立夏の肩に、いきなり具現化する。

　小型随獣の管くだ狐ぎつねだった。伝令役として、情報を持ってきたようだ。

「……なんだって？」

　そして、管狐のもたらした報しらせは立夏を愕然とさせた。

　彼女だけではない。志緒理と、護国塔のロビーにいた軍人たちの全員に大きな衝撃をあたえた。ひとり征継だけが黙然と話を聞いていた。

「箱はこ根ねの関せきが――あの箱根がたった半日で陥かん落らくだと？」

　己の耳を疑うように、立夏はつぶやいた。

　関東で最も難攻不落の要害だという『箱根の関』。峻しゆん険けんな山地である箱根一帯には、四箇所に鎮守府が設営されている。

　この第一・第二・第三・第四鎮守府のそれぞれに複数名の騎士侯が常駐する。

　いずれも関東将家に仕つかえる熟練の武人である。彼らは総勢一〇名。指揮するレギオン・神威かむいは四〇〇騎以上。

　さらに四つの鎮守府には、念導神格イフリートが一体ずつ配置されている。

《青せい龍りゆう》、《朱す雀ざく》、《白びやつ虎こ》、《玄げん武ぶ》の計四体。これらの備えによって、皇国日本の中ちゆう枢すうである関東地方の西方は守護されていたのだが。

　鉄壁の要よう塞さいたる箱根は〝たったひとり〟の力で陥おとされたのだという。

「では……大英帝国に新たな復活者リザレクトが？」

　その男の名前『エドワード』を聞いた瞬間、志緒理がつぶやいた。
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　黒王子ブラツクプリンスエドワードの武ぶ勲くんは、弱じやつ冠かん一六歳のときにはじまる。

　そのいくさを後世の人々は『クレシーの戦い』と呼ぶ。二〇世紀末の今こん日にちでも、戦史を学ぶ者の間ではよく知られた戦闘らしい。

　時は西暦一三四六年。中世ヨーロッパとして知られる時代。

　エドワードにとってはなつかしい青春の日々である。

　英国の王太子にふさわしい見識を身につけ、騎士として武術と人格に磨きをかけ、戦場往おう来らいを重ねて武将としての地力を高めていく――そういう時期だった。

　当時、イギリスとフランスは戦争状態にあった。

　いわゆる『百年戦争』の初期である。そしてフランス領内のクレシー村で、両国の運命を決める大合戦が行われた。

　英国軍の兵力は一万。対してフランス軍は四万……。

　にもかかわらず、クレシーで英国は大勝した。このときの総大将はエドワードの父・英国王エドワード三世だった（まぎらわしいことに父子おやこで同じ名前なのだ）。

　父王は兵を三部隊に分けて、フランスの大軍と対決した。

　王太子エドワードは三隊のうちのひとつをあずかり、勝利に大きく貢こう献けんした。

　このいくさが伝説の幕開けであった。若き名将エドワード王子の英雄伝はクレシーの一〇年後、『ポワティエの戦い』で頂点を迎える。

　今度こそ総大将として六千の兵をひきい、フランス軍三万と対たい峙じした。

　クレシー以上の兵力差である。だが、このときもエドワードは快勝した。さらにフランス王ジャン二世を捕らえて、人質とした。

　王の身み柄がらは莫ばく大だいな身みの代しろ金きんと外交上の優位をイギリスにもたらした。

　尚なお、この英仏二国の大戦はエドワードの病死後も一四五三年まで続いたらしい。その末期に登場した〝フランスを救った乙女〟こそ、ジャンヌ・ダルクである。

　そして時は流れて、今は一九九八年――。




「今の世では、うわさに聞くジャンヌ嬢がなかなかの人気者らしい」

　復活者リザレクトとして地上に新生した『黒王子』は言った。

　仮の名乗り・黒騎士卿きようとも、今日をもってお別れとなる予定だ。

「だが、英国の男児……このエドワードも見劣りするものではないと、これを機会に是ぜ非ひ知って欲しいものだな」

　箱はこ根ねの関せきを陥かん落らくさせるべく出撃した日の昼前であった。

　霊れい峰ほう富士に程近い富士鎮ちん守じゆ府ふから出陣したのは早朝。東へ進撃して、そのまま箱根の関に襲いかかった――。

　今、エドワードは翼よく竜りゆうの背にまたがり、箱根の空をのんびりと飛んでいる。

　わずか数時間の戦闘で箱根鎮守府の日本勢をことごとく撃破し、勝利をほぼ手中に収めたがゆえの余裕であった。

　敵は皇こう国こく日本の青きサムライ・神威かむいが五〇〇騎ばかり。

　この軍勢に、エドワードは一千騎もの黒きレギオンをぶつけた。英国軍の主力騎クルセイドの上級種――ナイト・オブ・ガーターたちを。

　今、エドワードの軍団は広大な湖・芦あしノの湖この上空に布陣している。

　四つの鎮守府はこの湖の東西南北に位置していた。東の第一鎮守府に念導神格イフリート《青せい龍りゆう》、南の第二鎮守府に《朱す雀ざく》、西の第三に《白びやつ虎こ》、北の第四に《玄げん武ぶ》が封じられており、四身一体の守護神として奮戦したのだが。

　黒王子ひきいるナイト・オブ・ガーター一千騎の敵ではなかった。

　エドワードの騎力は一二五六。切りよく一〇〇〇騎を召集し、突入させた。

「ガーターの騎士たちよ、よく戦ってくれた。このエドワード、君たちの勇気に心からの賛さん辞じを贈らせてもらうぞ！」

　芦ノ湖上空で陣形を組む黒騎士たちへ、賞賛の声を贈る。

　大英帝国軍の主力騎・クルセイドはふつう白のカラーリングである。だが、エドワードの兵たちは全身『漆しつ黒こく』だった。

　中世の頃、エドワード自身も黒い甲かつ冑ちゆうに身をつつみ、戦場を駆けた。

　ゆえに異名は黒王子。指揮するレギオンも黒騎士となるゆえんであった。

「それにしても、こんな東の果てで戦場に立つ日が来るとは……」

　感かん慨がいと共に、エドワードは自慢の騎士たちを眺める。

　彼らは今、よく晴れた青空のなかで得意の陣形を披ひ露ろうしていた。まず一千騎のうちの三〇〇騎が『弓兵隊』となって、高度を上げるのである。

　通常のレギオンが標準武装とする銃じゆう槍そうを、この部隊は持たない。

　弓兵隊の三〇〇騎は全て『長ちよう弓きゆう』を装備していた。エドワードの誇る異能――武勲《クレシーの射手》で、彼らに弓という新たな武器をあたえたのだ。

　そう。駿する河が鎮守府に現れた騎き士し侯こうが配下に『日本刀』を授けたように。

　尚、エドワードの翼竜は自慢の騎士団から一キロほど離れて、優雅に飛んでいる。もはや陣頭に立つ必要はないと判断したのである。

「かつての僕がクレシーの丘で、そしてポワティエの地で成し遂とげた偉業を、今度はこの日本国に知らしめる……。我が運命も数奇なものだな、本当に」

　弓隊の三〇〇騎はひときわ高度を上げて、空の高みに陣取っている。

　芦ノ湖の水面から、さらに四百メートルは上空だろう。そして、この弓兵たちを残り七〇〇騎のナイト・オブ・ガーターがとりかこむ。

　ただし、高空の弓兵隊よりも百メートルほど高度を下げて。

　それはあたかも『まず弓兵隊が丘の上に陣取り、ふもとに騎兵隊が集まって、丘全体を守備している』情景にも似ていた。

　エドワードが得意とする〝英国式モード・アングレ〟の布陣であった。

「王子殿プリンス。まだ残党が、いた、ようです」

「ほう」

　耳元で警告を聞いた。

　エドワードの肩に腰かけた小さな人形――その唇くちびるが少女の声を発したのだ。

　海兵セーラー服を着た金髪少女の人形である。小さくともおそろしく精巧な造りだ。ここに英国軍の念ジ導ー精ニ霊ー・モリガンが憑ひよう依いしているのだ。

　エドワード自身も念が動くのを察知した。そちらへ目を向ける。

　……芦ノ湖の南側、箱根峠というらしい一角。

　ここには箱根の第二鎮守府が配されている。皇国日本では『五ご稜りよう郭かく式』と呼ばれる、五ご芒ぼう星せいの形をした城壁でとりかこまれた要よう塞さいであった。

　その第二鎮守府より、三二騎の日本レギオン・神威が空へ出撃してきた。

　めざすは芦ノ湖上空に布陣する、ナイト・オブ・ガーター一千騎の大軍……。

「ああいうのを日本では『神風』というのだったかな」

「そのよう、ですね」

　軍団長と念導精霊の会話はそれだけであった。

　かまわずエドワードは翼竜を駆る。高度を落とし、芦ノ湖の水面近くを軽快に飛翔して、めざすは北東の方角だった。

　そちらの岸辺に近いあたりの水中に、赤い鳥居が立っている。

　箱根神社――日本式神殿の入り口として、有名なシンボルなのだという。

　すこし前にちらりと見かけ、そのエキゾチックさに感銘を受けて、あとでゆっくり見物しようとエドワードは決めていたのだ。

　早くも観光気分になった黒王子の頭上で、戦闘がはじまった。

　……三二騎の青き神威が大英帝国の黒き大軍めざして全力で飛んでいく。

　……迎え撃つのは低空にひかえるナイト・オブ・ガーターたちの一隊――一〇〇騎ほどでまとまった隊である。

　……両部隊は銃槍の閃光を撃ち合い、真っ向勝負の様相。

　……しかし、同時に『弓兵隊』も弓をかまえた。より高空に布陣して、箱根全体を広く見渡していた黒騎士三〇〇騎である。彼らが左手に持つ長弓は鋼はがね造づくりで異様に長く、レギオンの全長八メートルよりも大きいほどだ。

　……そして、三〇〇騎全ての右手に光の矢が忽こつ然ぜんと、しかも一斉に現れる。

　……低空の黒騎士隊と撃ち合いをしていた――つまり『足止めされていた神威たち』に向けて、漆黒の弓兵隊はさらなる高みより一斉射撃を開始する。

　……光の矢が雨となって降りしきり、三二騎の神威は無残に射いぬかれていく。

　……青き日本兵の防御結界も、装甲も、英国の矢の前には紙のごとき頼りなさだった。

　……ほぼ一、二分の攻防で箱根守備隊の残党は全滅した――。

「歯ごたえのない敵というのも、味気ないものだ」

　皇国のレギオンが玉ぎよく砕さいするのを横目に、エドワードはつぶやいた。

　難攻不落の『箱根の関』をあっさりと攻略。

　赫かつ々かくたる武勲である。だが、エドワード自身に誇る気持ちはない。ただただシンプルに攻め入り、箱根の守備隊を正面衝突で打ち破った。それだけだからだ。

　騎力と兵の強さにまかせての、力押しでの勝利。

　六倍の戦力差をくつがえしたこともある黒王子エドワードとしては、この程度で勝ち誇るのはどうにも気恥ずかしい……。

　こんな考えの途中で、伝説の王太子は苦笑いした。

「いけないな。神の恩おん寵ちようと兵の奮ふん闘とうあっての完勝だ。今は我が騎士たちの偉業を讃たたえることにして、用兵の妙を競う気持ちは温存するとしよう」

　あらためて、肩に乗る少女精霊の依より代しろへ声をかける。

「モリガンくん。ひとつ検索を頼んでもいいか」

「なん、でしょう？」

「箱根の地は昔から保養地として人気だという。僕も日本式モード・ジヤポネの温泉とやらにつかって、いくさの疲れを癒いやすとしよう。評判のいい湯を探してくれ」

「了解、しました。ただ」

「何か意見でも？」

「は、い。今回も、混浴はご遠慮させて……いただきます」

「ちょっと待て。身分を笠かさに着て、少女をもてあそぶような悪習、僕は断固として排除したい男だぞ。そもそも君の体は人形じゃないか！」

「ご失言、です。われわれ上位精霊には、一定の人権が認め、られております」

「それは申し訳ないが、上か下かでいえば僕は絶対的に歳上が好みだ！」

「なる、ほど」

　のんきな会話を部下と交わしていたときだった。

　エドワードを乗せて、乗騎の翼竜は芦ノ湖の水面近くを飛行中。その一瞬、黒王子は自身の頭を狙ねらう念――鋭くもかすかな殺意の発はつ露ろに気づいた。

「頼む」

　簡素なつぶやきによる指示。

　直後、飛翔する翼竜の真横にナイト・オブ・ガーターが具現化する。

　そして、芦ノ湖の岸辺より飛来した一発の銃弾――狙そ撃げき手しゆのライフルより放たれた凶器は英国兵の装甲にむなしくはじかれた。

　返礼とばかりに、黒きレギオンが手にした銃槍を撃ち放つ。

　ほとばしった閃光は狙撃手がひそんでいたとおぼしき岸辺の雑居ビルを吹き飛ばし、それ以上の追撃を永久に封じ込んだ。

　箱根の守備兵、しかも狙撃に熟達した者の仕し業わざだろうが。

「僕がひとりでいるのを見て、色気を出したか……。失敗だったな。練達の騎士侯に狙撃は通用しない」

　本当に寸前まで、殺意と念を感じ取れなかった。

　さらに、風の強い湖上を飛ぶ標的へのみごとなヘッドショット。

　よほど腕のいい狙撃手だったのだろう。しかし、エドワードほどの騎士侯に通じると考えた時点で失策だった。実戦の場数が足りない日本の騎士たちや、英国騎士でも末席にいるような未熟者ならともかく――。

　どれだけ気楽に見えようと、観光気分にひたっていようとも。

　ほんの一いつ刹せつ那なで心を戦場へともどす。エドワードはそれができる男なのだ。

　尚、騎士道協定は民間の建物への攻撃にすくなからぬ規定を設けているが、そこが軍事目的で利用された場合の特例措置も認めている。問題のない報復だった。

「そういえば、駿河で見た刀カタナ使いの騎士侯……彼も同じことをやってみせたな」

　数日前に見いだした〝まちがいなく歯ごたえのある敵〟。

　あの短い邂かい逅こうを思い出して、エドワードは不敵に微笑ほほえむ。彼だけではない。いずれ東方ローマの領内より、大だい元げん帥すいカエサルも来日するだろう。

　そう、戦いはこれからが本番。まだはじまったばかりなのだ。
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　立りつ夏かの車で駿する河が鎮ちん守じゆ府ふを訪ねた日の夕方。

　征まさ継つぐは主君の志し緒お理りといっしょに、学生寮へ帰ってきた。

　寮といっても、一ひと棟むね全てが皇こう女じよ専用の寮舎である。こちらでは初はつ音ねが『はいからさん』姿にエプロンを追加して、夕食の準備をしている最中だった。

　アジの干ひ物ものと大根のサラダ、ひじきの煮物、ぬか漬け、ご飯、味噌汁。

　つつましい献こん立だてで夕ゆう餉げを済ませたあと、征継は志緒理とふたりきりになった。寮生のための小さな図書室というべき、読書室での対面である。

　ただし、皇女は書棚の本を眺めるばかり。一向に口を開かない。

　代わりに征継がまず声をかけた。

「もしかして、怒っておられるのですか？」

「まさか。わたくしが怒る理由など何もないではありませんか」

　即座に志緒理は答えた。

　いらだちが混入しているようにも思える早口だ。征継は「なるほど」とつぶやいて、ただ肩をすくめる。それ以上の発言はひかえた。

　すると、皇女殿下は今度こそ『むっ』と不機嫌な表情になる。

　外ではおっとりとした姫君のイメージを堅けん持じする志緒理も、征継の前では拗すねたり、反射的に怒ったりと素すの感情をよく見せるのである。

「しかし、鎮守府からの帰り道から、ずっといらだっていたご様子。箱はこ根ねの陥かん落らくがお怒りの原因かと考えていたのですが」

「まさか」

　志緒理はすぐにかぶりを振った。

「維い新しん同盟が関東へ進軍するにあたり、最初の関門となるのは箱根です。遅かれ早かれ、こうなるものと予想していました。予想以上の早さだったせいで驚きましたが……それで怒ったりはいたしません」

「それ以外にお腹立ちの理由があると。――ああ」

　事情を察して、征継はうなずいた。

「では、俺が秋あきヶが瀬せどのと親密にしていたから、お怒りになられたのですね」

「!?」

　単刀直入な指摘に愕がく然ぜんとしてから、志緒理は苛いら立だちまぎれに言いかえす。

「バカをおっしゃらないでください！」

「だが、ほかの理由は考えづらい。姫の騎士である俺が自分以外の者、しかも女性と親しく言葉を交わし、肝かん胆たん相あい照てらす仲になろうとしている。それを見て、思わず嫉しつ妬との焰ほのおを燃やしてしまった――それが最も説得力のある動機です」

「ま、征継さま！」

「だから、今までずっと機嫌が悪かった」

「邪じや推すいもいいところですっ。わたくしはずっと平常心のままでした！」

　動揺しつつも、志緒理は力のかぎり否定しようとする。そして、おっとりと猫をかぶっているときとは大ちがいの気き丈じようさで言う。

「それよりも征継さま。今日はまだでしたね。あちらへ参りましょう」

　皇女殿下の美貌はかすかに紅こう潮ちようしていた。

　心の内はおだやかでないようだが、志緒理の口調は平穏そのものだ。

　そして、読書室の中央にあるテーブルへ向かう。学校で使われるものと同じ、味も素そっ気けもない事務用品だ。パイプ椅子も四つ、置かれている。

　もちろん、寮生がここで読書や勉強をするための用意なのだが。

　本など無視して、ふたりはならんで椅子に腰かけた。

　すっと志緒理が右手をのばして、征継の左手にさわった。そのまま手と手が重なる。ちょうどテーブルの下に隠れる形となった。

『隠れて交際している高校生カップルが図書室で密会し、ひそかに手をつなぐ――』

　そんな光景にも似ていた。

　しかし、これは必要な儀式なのである。霊液を自力で補給できない橘たちばな征継へ、聖獣の縁者と騎き士し侯こうのみが持つ神秘力を分けあたえるための――。

　征継の体はひどく冷たい。低体温症まがいである。

　常に霊液が不足しているせいで体が十分にあたたまらないのだ。だが、そんな征継の手を志緒理はやさしく撫なでて、精一杯ぬくもりを伝えようとしてくれている。

　そのおかげだった。

　たおやかな皇女の手から、体温と神秘の力が征継に移っていく。

　ふたりは主従の誓いを交わした日から、この行為を毎日こっそり繰りかえしてきた。

「考えてみれば、初音にはもう記憶喪失のことを伝えたのですから」

　征継はつぶやいた。

「こそこそ隠れる必要はないようにも思いますが」

「駄目です！　こんなところ、絶対に見せられませんっ。恥ずかしいです……」

　言げん下かに否定してから、志緒理は羞しゆう恥ちのためにうつむいてしまう。

　その間も征継の手をやさしく撫でまわしてくれていた。手だけでなく、ふたりはほとんど体をくっつけ合うようにしている。

　たしかに、仲むつまじい恋人同士としか見えない光景かもしれない。

　その手の事こと柄がらに不慣れな乙女が恥ずかしがるのも道理だった。征継は「了解しました」とだけつぶやいて、皇女の厚意に甘えることにした。

「そ、それと征継さま」
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　己おのれに仕つかえる騎士との行為を続けながら、志緒理がささやく。

「先ほどのように不用意な発言はおやめくださいね？　わたくし、本当に怒ってなんていなかったんです。変な勘かんぐりはなさらないでいただきたく思います」

「俺の勘ちがいでしたか。失礼しました」

　この姫君はこういう意地っぱりな反応がいちいち可愛かわいらしいので困る――。

　やや不敬な思いを抱きつつ、征継は淡々とあやまった。

「ところで、箱根の件ですけど」

　手と手を重ねたまま、志緒理は話題を変えた。

「半日もかけずに難攻不落の箱根鎮守府が陥落したというのも大問題ですが。それよりも厄やつ介かいなことは――」

「指揮官の名前ですか」

「はい。大英帝国が誇る復活者リザレクトといえば、まずホネイショ・ネルソン提てい督とく。英雄の代名詞であるフランス皇帝ナポレオンをも窮地に追い込んだ……すばらしい名将です。そして、彼に匹敵するほどの英えい傑けつが箱根に現れたのです」

　若き青年騎士にひきいられた漆しつ黒こくのクルセイド、一千騎。

　彼らは『ナイト・オブ・ガーター』の名で呼ばれていたという。さらに銃じゆう槍そうを長ちよう弓きゆうへと変化させる武ぶ勲くんはクレシーなる土地の名が冠かんされていたと。

　それらの情報から指揮官の名《黒王子ブラツクプリンスエドワード》が推定された。

「正直、俺は初めて聞いた名前でした」

「そういう日本人は多いと思います。それか、名前だけ歴史の教科書で見た程度で。でも、英国の誇る伝説的な英雄でいらっしゃいますよ」

　憂ゆう慮りよをまぎらわせるように微笑んでから、志緒理はその名を口にした。

「英国の王太子として宿敵フランス軍を幾度も撃破した御方です。でも病やまいに冒おかされ、王位を継がぬまま亡くなった……」

　まだ名前とプロフィールしか知らない人物である。

　しかし、征継は確信していた。あの男だと。維新同盟の軍勢を退しりぞけた夜に目撃した、英国軍の翼よく竜りゆう――あれに銀髪の青年が騎乗していた。

　あのときの騎士こそがエドワード王子にちがいない。

　これも復活者の直感ゆえか。理由もなく確信する征継だった。






第二章

風雲児たち
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　極東艦隊所属・第一遠征旅りよ団だん。

　黒王子ブラツクプリンスエドワードがひきいる大英帝国の軍団である。

　ここに皇こう国こく日本の畿き内ない将しよう家けが加わり、日英共同の《維い新しん同盟》が結成された。

　東海道に侵攻した実戦部隊も、英国軍と畿内州軍が半々ほどで入りまじった編成だ。ただし、騎き士し侯こうはほとんど英国人、レギオンの数も八割がクルセイドだった。

　畿内の騎士たちは〝ゲスト〟として尊重し、ときどきは出番をあたえる。

　だが、主導権はあくまで大英帝国にあるのだ。

「軒のきを貸して、母おも屋やを取られる……日本の慣用句だそうです」

　英国軍中佐であるグレイソンがつぶやいた。

「われわれと畿内将家の関係そのままですな」

　いかにもジェントルマンという風ふ情ぜいの老軍人らしい、謹きん厳げんな物言いだ。

　だが、かすかな皮肉の辛から味みがひそんでいる。さりげなく口の悪さを見せる老人なのだ。精霊モリガンに毒どく舌ぜつをしこんだ教師役、おそらく彼ではないか。

　ひそかに疑いつつ、エドワードは答えた。

「いいじゃないか。畿内側のトップも納得ずくなのだから」

「ええ。これも聖獣と英国王家の御加護がわれらにあるおかげでしょう」

「まったくだ。やはり忠義は尽くしておくべきだな。たまに首をかしげたくなるほど都合のよい奇跡を起こしてくれる」

「かのプリンセスの誠意と気け高だかさが畿内総そう督とくの心にとどいたのですよ」

　まじめな顔でそらぞらしい言葉のやりとりをしてから。

　若き中世生まれの王子と老いたる二〇世紀人はにやりと同時に笑った。

「というわけでグレイソン。われらが姫のご機嫌うかがいと、もろもろの雑用を片づけに京都へ行ってくる。留守を頼むよ」

「うけたまわりました」

　エドワードの要請を、老軍人は熟練執しつ事じのごとく承しよう諾だくした。

　尚なお、駆く逐ちく艦かんティンタジェル艦長を本職とするグレイソンは白いシャツにネクタイ、黒のスラックスという海軍士官の制服姿だ。しかし、今の任地は艦上ではない。

　日本の関東地方、その西端『箱はこ根ねの関せき』である。

　司令官たるエドワードの副官として、ここを東海道に続く前線基地とすべく箱根一帯の掌しよう握あくを進める。それが彼の新たな職務であった。

　皇国日本の中ちゆう枢すうたる関東および、東京攻略の足がかりを構築するために。

「京都まではどのように？」

「まず海へ出る。志し摩ま半島から畿内へ入るとしよう」

　箱根を攻略した翌々日である。

　芦あしノの湖この南にある第二鎮ちん守じゆ府ふ、その一角にあるヘリポートだった。

　箱根を守護するのは関東将家の州軍。鎮守府そのものといっしょに接収したアメリカ製の大型輸送ヘリが待機中だった。

　尚、今は英国と畿内将家、双方の兵たちが箱根各地を駆けまわっている。

　軍と行政府の諸施設を制圧し、民間の各方面に〝自発的協力〟を要請するために。

　エドワードが帰還する頃には多忙さも一段落しているだろう。歴戦の勇士であるグレイソンと第一遠征旅団、彼らの能力なら問題ないはずだ。

　そして、復活者リザレクトでもある指揮官には、またべつの任務がある。

　輸送ヘリへとエドワードが一歩踏み出したとき、少女の声で呼びかけられた。

「王子殿プリンス。できれば、こちらを、お持ちください」

　ベレー帽に海兵セーラー服を着た金髪少女――の人形。

　グレイソンのうしろにひかえていた、念ジ導ー精ニ霊ーモリガンの依より代しろだった。

　身長一五〇センチの人間サイズである。そして、彼女の手には箱根攻めのときに使った超小型フイギユア版の人形がにぎられていた。

　動くたび『ぎっ』と関節部が音を立て、人間でないことを教えてくれる。

「モリガンくん。この旅に君の介添えは必要ないだろう」

　念導精霊のサポートは何かと役立つものだが、あえて断りを入れる。

「ひきつづき箱根での任務に専念してくれ」

「問題、ありません。高位精霊であるモリガンには、依代を複数箇所に派遣し……並行作業マルチタスクをこなす、ことが可能です」

「それは知っている。だが、僕に人形遊びの趣味はないのでね」

　外見年齢二〇代半ばのエドワードはため息をついた。

「小さい方の君をひんぱんに連れまわして、妙なうわさが立つのは避けたい」

「ご安心、ください。英国軍の調査によれば、この種の人形を愛好する成人男性、皇国日本にはすくなくない……ようです」

「僕はべつに同好の士が欲しいわけじゃない！」

　無表情に進言する精霊へ抗弁してから、ひとりでヘリへ乗りこむ。

　空の旅のはじまりだった。一四世紀人を乗せて、鉄のかたまりが飛んでいく。実は翼よく竜りゆうの方が、〝馬の同類〟ということでエドワードには違和感がない。

　とはいえ、機械式の移動も悪くはなかった。

　なんといっても速いのがいい。輸送ヘリは箱根から沼ぬま津づ港の上空、そして駿する河が湾を抜けて、太平洋の空へと躍おどり出る。

　そのまま日本列島の陸地に沿うようにして、西へと進む。

　東海道の沿岸部――名古屋や渥あつ美み半島あたりから伊い豆ず・熱海あたみまでの制海権はおおむね大英帝国軍によって掌握されていた。

　襲撃の可能性は低かった。あったとしてもレギオンで対応できる。

　エドワードは悠々とフライトを楽しんだ。

　輸送ヘリのイスは硬く、乗り心地は悪い。が、馬で移動する方が遥はるかに消しよう耗もうする。それを思えば、実に快適だった。

　畿内地方へは志摩半島から入り、北へ――内陸部に進む。

　出発から数時間かけて、京都市の上空へ到達した。日本が『皇国』を称する前、王城を戴いただいていた古都である。




　エドワードにとっては、二度目の京都であった。

　東海道への侵攻作戦をはじめる前に、一般の外国人観光客のふりをして訪問し、畿内将家の要人などとも会談した。

「あいかわらずせまい街だな、京都は……」

　軍用ヘリから黒塗りの高級車にエドワードは乗り換えていた。

　運転はあいかわらず人まかせだ。騎乗用の竜や馬なら熟練の手た綱づなさばきで意のままにできるのだが、実は機械類が今ひとつ苦手である。

　復活者／騎士侯の地位のおかげで、幸いにも運転手に困ることはすくない。

　この日の午後もエドワードは高級車の後部座席に陣取り、王子の異名にふさわしい優雅さでのんびりと街並みを眺めていた。

「山にかこまれているうえに道もせまい。まあ、この雰囲気は嫌いじゃないが」

　古き日本の趣おもむきを残す街だが、京都は決して大都市ではない。

　しかし、かつて徳とく川がわ家いえ康やすの指示で築かれた二に条じよう城じようは幾度か改装を繰りかえしつつ、二〇世紀の今こん日にちでも畿内将家の『宮殿』として使われている。

　また、京都御ぎよ苑えんは皇こう家け所有の広大な庭園だ。

　日本皇家の先人が暮らしていた旧時代の宮殿、さらにかつての特権階級『公く家げ』の邸宅跡なども擁ようしており、この都が日本の政治的中心であった往おう時じを偲しのばせてくれる。

　京都御苑のすぐ近くで、エドワードは車を降りた。

　美び々びしい騎士として過ごした青春をなつかしみ、軍服で街を颯さつ爽そうと練り歩きたい……という気持ちはある。が、今日は平服だった。

　白シャツに黒のスラックス、灰色のコートで地味にまとめた。

　大英帝国の東海道侵攻によって、日本在住の英国人たちは肩身がせまいらしい。この状況下でいたずらに軍人姿をさらして、悪目立ちする必要もない。

　もっとも、銀髪・長身の美び丈じよう夫ふに外国人という味つけまで日本では加わる。

　衆しゆう目もくを集めるのは仕方のないことだった。すれちがう京都市民の視線を堂々と受けながしつつエドワードは背筋をのばし、武人らしく道を歩いた。

　ほどなく、古めかしい洋館に到着した。

　明治の昔――一九世紀の末頃に米国人の手配で建てられたという。

　今日は畿内将家の二条城ではなく、こちらに仮住まいする貴人に用がある。十数分後、洋館の応接間でお目当ての女性とエドワードは対面した。

「ごきげんよう、プリンセス。戦死することなく君と再会できた幸運、われらが聖獣・黄金三頭スリー獅子ライオンズの加護にちがいない」

「いいえ。その幸運、きっと義あ兄に上うえご自身の才覚によるもののはず」

　腰までとどく金髪の乙女であった。優ゆう婉えんに微笑ほほえんでいる。

　すばらしく繊細な美貌を女神に喩たとえても、さほど誇大広告にはならないだろう。ただし、美の神アフロディーテのあでやかな麗れい質しつではない。

　儚はかなくも闇やみをかかえた月の女神ヘカテーに喩うべきだった。

　恐るべき黒魔術の始し祖そであり、魔女の守護神でもあったという不吉な神に。

「ごきげんよう、黒王子ブラツクプリンス。再会を心よりうれしく思います」

　麗うるわしの王女、プリンセス･エレノアからのあいさつだった。

　パフスリーブのワンピースを身につけている。シックな印象の黒い生き地じなのだが、むしろ魔女の黒衣めいた雰囲気に見えた。

　応接間のソファに向かい合って腰をおろし、エドワードはさっそく言う。

「負傷したと聞いたが、体調に問題なさそうで何よりだよ」

「ご存じでしょう？　妾わたくしにはお父さま――聖なる獅し子しの君きみより授かった力がございます。多少の傷であれば、この手で癒いやすことも……」

　エドワードの要請を受けて、エレノア姫は駿河鎮守府に侵入した。

　わずか五日前のことだ。東海道総そう督とくの長女にして騎士侯・秋あきヶが瀬せ立りつ夏かに〝魅み了りようの呪じゆ縛ばく〟をかけ、同志に変えるためだった。

　しかし失敗。エレノアは秋ヶ瀬嬢の剣をその身に受け、命からがら逃走した。

　あのとき貫つらぬかれた左肩に――もう傷はない。たった五日で完治したのだ。だが、エドワードはかぶりを振った。

「姫殿下。あなたの奇跡を成なす御み業わざは僕も存じあげている。だが、代価なしに使えるものではない以上、濫らん用ようは避けるべきだ」

「たしかに。ご忠告、胸に刻みこみましたわ」

　エレノア姫は神妙な顔でうなずいてから、くすりと微笑んだ。

「ただ、奇跡の恩おん寵ちようを抜きにして事業を進めるのなら、今まで以上に手て際ぎわよく事を進める必要がございます。義兄上にはいっそうのご奮闘を期待したいところですわね」

「了解だ。肝きもに銘めいじておくよ」

　己おのれを『兄』と呼ぶ姫君に、エドワードは苦笑で応こたえた。

「ひとまず、さしあたっては畿内総督どのとの謁えつ見けんだな」

「手配済みです。あちらには明日の予定を全てキャンセルさせております」

「おいおい。大英帝国の王女にあるまじき発言だぞ。いずれ皇国日本の宰さい相しようにもなろうという御ご仁じんに、礼を失してはいけない」

「まあ……申し訳ございません。たしかに妾わたくしが軽率でした」

　わざとらしく目を大きく見開き、エレノアはいたずらっぽく言う。

「貴婦人にふさわしくない言葉遣づかい、お許しくださいませ。そうですわね、総督閣かつ下かには格別のご配慮をたまわり、義兄上との時間を作っていただいたのでした」

「それでこそ僕らの姫だ。あとは……援軍要請をどうするか」

　エドワードはある男の秀しゆう麗れいな顔を思い浮かべた。

　駿河を畿内将家の騎士侯に攻めさせた夜、見いだした若者の顔だ。

「いくさの流れはおおむね想定どおり。東とう山ざん道どうとの交渉も悪くない感触だと聞く。ただ……いくつか予想外のことも起きている。念のため、オーストラリアあたりから聞き分けのよさそうな騎士を呼ぶのもいいな」

「……本国からでは、いけないのでございますか？」

「できればね。あちらでは例のあの人がちょうど暇ひまをもてあましているのさ。いまだに〝十字軍かぶれ〟のご気質が抜けない御方だから、今回も僕を蹴落として、日本に来たがっていた。でも、彼が総大将向きでないことは歴史が証明している」

　騎士らしい優美さで、エドワードはかすかな遺い憾かんの意を声に込めた。

「だから僕の派遣がすんなり決まったし、来られると何かとやりづらい。この話を本国にまわすのはやめておこう。まあ、一武将としてはたしかに魅力的だがね」

　英国史上、最も勇猛かもしれない『王』である。

　が、あつかいづらさも折り紙付き。エドワードは肩をすくめた。

「暴れる獅子に首輪を付けなくても、優秀な猟犬を呼べばいい。そういうことさ」

「でしたら義兄上。ご愁しゆう傷しよう様さまでございます」

「……なに？」

「リチャードお義兄さまは軍上層部へ強く懇こん願がんされたそうです。『我が血族の裔すえエドワードになんとしても助すけ太だ刀ちしてやりたい。これも騎士の俠きよう気きと思おぼし召めし、どうか寛かん恕じよをいただきたい云うん々ぬん』と。本日、神こう戸べ港へ到着されるご予定ですわ」

「……まったく僕の耳に入ってないのだがね、その情報」

「総司令――ネルソン提てい督とくの許可を得る前に、夜逃げ同然に英国本土を出しゆつ奔ぽんされて、もう引き止められないからとなしくずしで日本派遣が決まったそうです」

「くそ。ライオン使いの重労働を僕に押しつけるつもりだな……」

　貴公子の美貌に、とびきりのしかめ面つらを浮かべるエドワードであった。




　そして、黒王子ブラツクプリンスエドワードがエレノア姫と語らっていた頃。

　大阪湾では英国籍の大型駆逐艦キャメロットが航行中だった。艦の全長はおおよそ一八〇メートル。念ジ導ー精ニ霊ーモリガンの管理するティンタジェルと同型である。

　まもなく畿内地方の領内・神戸港に到着する。

　晴天の下、艦の甲かん板ぱんにひとりたたずみ、潮風を浴びる男がいた。

　風になびく金髪は長く、獅子のたてがみを彷ほう彿ふつさせる。逞たくましい筋肉質の体に英国の黒い軍服をまとっている……だけではない。

　派手派手しい真しん紅くのマントまで羽織るあたり、さすがに過か剰じよう装飾の感はあった。

「エドゥアールのやつめ……余の顔を見て、大いに驚くであろう」

　ほくそ笑む男は四〇歳前後。威厳に満ちた面おも差ざしだ。

　今の世で黒王子を『エドゥアール』と呼ぶ者は彼くらいであった。かつての英国王でありながら、英語にもブリテンの国風にも愛着がないのである。

「その昔、十字軍の陣頭に立ってアッコンを攻めた余がこたびは極東の島国に赴おもむき、騎士の大義を示す……か。血のたぎる話よな」

　東地中海に位置した古都の名をつぶやき、静かに闘志を燃やす。

　それに合わせて、彼の肉体から念が洩もれ出てしまった。その量は膨ぼう大だいであり、強大でもあった。潮風が吹きゆく大気中で自然と具現化をはじめる。

　大阪湾を進む駆逐艦キャメロットの上空に、英国レギオンの軍団が出現した。

　ひとまず二〇〇騎ほど。だが、これで全てではない。このような数で限界を迎えるほど、彼の騎き力りよくは脆ぜい弱じやくではない。

「極東の風よ、聞け。余、リシャールはこれよりジャポンの地に降り立ち、獅子の魂クール・ド・リオンをふたたび世に知らしめる。我が生きざまを見とどけよ！」

　己に酔いしれる者の高揚感が声にみなぎっていた。
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　そして、上空のレギオン二〇〇騎も主あるじの宣言に低い吠ほえ声で応こたえる。

　ォォォォォオオオオオオオォォォォオオオオオオォォォ――。

　ォォォォォオオオオオォォォォオオオオオオ――。ォォォォォオオオオオォォォォオオオオオオ――。ォォォォォオオオオオォォォォオオオオオオ――。

　彼らは英国主力騎クルセイドと同じ形状であった。

　だが、色がちがう。全身あざやかな真紅だ。さらに装備する銃じゆう槍そうがふつうよりもひとまわりは大きく、豪ごう奢しやな装飾を施してあった。

　そんな真紅のクルセイド軍団に、主はささやきかける。

「頼むぞ、我が剣たちよ。エスカリブールの名に恥じぬ武ぶ勲くんを余に捧ささげよ」

　伝説の英国王アーサーと円卓の騎士たち。

　エスカリブールとは、その物語で『エクスカリバー』と記される剣と同じ意味だ。

　王の魔剣の名をレギオンにあたえた男。彼の名前を英国の歴史は《リチャード一世》と伝えている。獅子心王ライオン・ハーテイドの異名も有名だ。

　武芸に卓越した騎士にして、たぐいまれなる猛将でもある。

　黒王子エドワードの祖先に当たる、一二世紀の英国王その人であった。




　　　　　　　　　２




　駿する河がにクルセイドが初めて襲来したのは、ちょうど一週間前だ。

　曜日は一巡して、あの日と同じ金曜日。この間ずっと、駿河市の周辺部は維い新しん同盟の武力によって封ふう鎖さされていた。外部との自由な通行・通信はまったくままならない。

　とはいえ、斥せつ候こう役やくの随ずい獣じゆうを数十匹と〝外〟へ送り出している。

　敵の勢力圏で孤立中の駿河鎮ちん守じゆ府ふも、限定的ながら情報の入手には成功していた。

「……結局、旗色が悪いって話ばっかりだけど」

　むむむと眉まゆをひそめて、橘たちばな初はつ音ねは考えこむ。

　箱はこ根ねの関せきは一昨日に陥かん落らくしたという。静岡県と愛知・山梨方面を行き来するための鉄道施設および主要幹線道路は維新同盟のレギオンによって一部が破壊され、物理的に使用不能となったらしい。今の状態では早期の復旧もままならないはず。

　そのうえ、凶報はまだ終わっていない。

「箱根の関が陥おちた影響、思いのほか大きいようですね」

　皇こう女じよ志し緒お理りがいつもの美しい声で嘆なげいた。

　臨りん済ざい高校のカフェテラスである。聡そう明めいな姫君と席を共にするのは女官の初音と、騎士役の征まさ継つぐであった。尚なお、まだ昼過ぎだが早くも放課後だった。非常時なので、午前中だけで全ての授業が終了となるのだ。

「東海道の総そう督とくである立りつ夏かさまのお父上は……東山道将しよう家けに連携を申しこまれたそうです。共に決起し、静岡と箱根より維新同盟を駆く逐ちくしようと」

「すぐおとなりですものね」

　初音は日本列島中央部の地図を思い出した。

　太平洋に面した愛知・静岡に山梨を加えたエリアが『海の道』東海道。

　そのすぐ真上、日本列島の背骨ともいうべき峻しゆん険けんな山岳地帯――日本アルプスを擁ようする岐阜・長野・群馬・栃木エリアが『山の道』東山道。

　日本の中央で海と山の二将家が連携して、さらに関東が呼応すれば……。

　しかし、志緒理がため息まじりの発言でこの考えを引き裂いた。

「でも、東山道から承しよう諾だくはいまだ得られてないとのことです。おそらく箱根を半日で陥落させる英国軍の武力、そして西日本の将家が決して維新同盟に批判的ではないという空気を感じて彼らは日和ひより見みを選択したのでしょう」

「そんなことでおじけづくだなんて、肝きもっ玉が小さいのね」

「英国軍の連中が上う手まくやったとも言える」

　初音の感想を聞いて、征継がぼそりと言う。

「いくさの前後に恐怖をちらつかせることは大切だぞ。戦ってもかなわないと思わせ、敗れたときの被害を想像させて、存分に威い嚇かくできれば――次の敵は戦わずして、降伏や服従を選ぶかもしれん」

「たしかに。維新同盟は宣伝効果を考慮して、攻撃目標を決めた節もあります」

　うなずいたのは志緒理だった。

「彼らがまず静岡と箱根をまたたく間に攻略した結果、西日本と東とう山ざん道どうは同盟に歩みよる気配を見せています。でも、最初に名古屋や東京――騎き士し侯こうとレギオンの充実した大都市圏を攻めていたら、ここまであざやかに勝利できなかったでしょう。まあ」

　ここで聡明なる皇女殿下は皮肉っぽく付け足す。

「もともと維新同盟と東山道将家が密約を交わしていた可能性もありますけど」

「…………よし」

　たおやかな女主人と、同じ橘一族のお兄さまが軍略を口々に語る。

　そのなかで初音は決意した。そうした形で貢こう献けんできるほどの見識、己おのれにはない。ならば自分らしく、豪ごう傑けつぞろいの橘一族らしく、とっとと『力』を得るべきだった。

「姫様、お兄さま。初音、決めたわ」

　ガタッと音を立てて椅子から立ちあがり、拳こぶしをにぎって宣言する。

「今から継けい承しようの儀式をやってみます！」

「えっ？　これから、ここで、すぐにですか？」

「はい。迷っていても埒らちがあきませんし、女は度胸です！」

「そうか。しっかりやるといい」

　驚く皇女殿下に対して、征継は平常運転。思わず初音は文句を言った。

「もうちょっと涙ながらに激励してくれてもいいのよ、お兄さま？」

「儀式を受けるのは結局おまえだ。俺が泣こうと泣くまいと、おまえの器量次第というところは変わらない。がんばれとしか言いようがないな」

「まあ、それもそうね。わかったわ」

　初音はあっさり思い直した。よくも悪くも雑な豪傑ぞろいの一族に生まれ育ち、その家風を少女ながら存分に受け継いでいるのである。

「じゃあ、競馬中継でも見る感じで待ってて！」

「承知した」

「初音。騎士侯たらんと志こころざす御方を止める権利、皇こう家けの娘にはありません」

　志緒理は凜り々りしく美貌を引きしめて、じっと初音を見つめてくれた。

「この皇国はあなたのような方々の義気によって守護され、神威かむいという武力を保持できるのですから。その勇気にただ感謝するのみです。……でも、今回はあえて理不尽な命令をさせて欲しいと思います」

　ふぅっと嘆たん息そくし、それから皇女は強い口調で言う。

「あなたの葬儀に貴き賓ひんとして参列するのは真まっ平ぴらごめんです。必ず成功してみせなさい」

「おまかせくださいっ。ご命令、しかとうけたまわりました！」




　さすがに、カフェテラスでそのままというのもためらわれる。

　ちょうど校内の武道場が空あいていたので、初音はここを使うことにした。柔剣道をはじめとする武道系クラブは今、どこも活動休止中なのだ。

　ひとりで道場の畳に上がりこみ、正座する。

　格好はいつもの『はいからさん』。銘めい仙せんの着物に袴はかまという組み合わせ。和式の武道場にも違和感なく溶けこんでいる。

　目の前に、藍あい色の巻物を置いた。橘一族秘蔵の宝物だ。

　九く郎ろう判ほう官がん義よし経つねの《銘めい》が具現化した品――。初音はこれと正座して向き合い、大きく深呼吸して、じっと見み据すえる。

　征継兄も姫様も外で待っている。自分以外に恃たのむ者はない。

「九郎判官義経の《銘》に陳ちん情じよう申し上げる。我に御おん身みの兵へい法ほう印いん可かを授け、皇国守護の武神と成さしめ給たまえ――。いざ尋じん常じように勝負よ！」

　教えられたとおりに誓せい句くを唱え、締めに挑戦の言葉を叩きつけて。

　初音は目の前の巻物を『ぐっ』とつかみ取る。直後、いきなり視界が暗転した。

　……もう道場のなかではない。

　野外だった。しかも、頭上には満天の星がまたたいている。真夜中なのだ。

「は、橋の上？」

　一瞬でどこかに連れ去られたのか。

　今、初音が踏みしめているものは木造の橋だった。川の上に架かかっている。

　決して雄ゆう渾こんな大河ではない。水量はすくなく、流れはおだやか。なにより水が清せい澄ちようだ。そして、数メートル先にひとりの少年がたたずんでいる。

　一二歳前後だろう。ハッとするほど美しい顔立ちだった。

　初音と同じく、彼も和のいでたちだ。平安時代の着物――狩かり衣ぎぬを着ている。いわゆる陰おん陽みよう師じなども身につける、動きやすい衣装である。

「ここを訪ねてきた者はひさしぶりだな……」

　冷ややかに初音を見つめて、少年はつぶやいた。

　美少女と見まちがえそうなほど、顔の造りは繊細だ。しかも華きや奢しや。だが、そんなあやまりを犯す者はまずいまい。

　声と表情がなんとも男っぽく、異様にふてぶてしいのである。

「オレの名を告げる必要はないな？　あると言われても応じる気はないが」

「牛うし若わか丸まる……」

　九郎判官義経ではなく、初音はあえて幼名をつぶやく。

　かの快男児は幼き頃にこの名で京都の五ご条じよう大橋に現れ、千振りの刀を集めようとしていた武蔵むさし坊ぼう弁べん慶けいに打ち勝った――。そういう伝説がある。

　となると、橋の下を流れるのは鴨かも川がわか。

　修学旅行で訪ねた京都の町、その風景を初音は思い出した。

「おまえもオレの助すけ太だ刀ちを受けたいのなら、腕前を見せてもらわないとな」

「腕前？」

「オレをぶちのめせたら合格……と言いたいが、さすがにそれは無理だ。オレを捕まえることができたら、まあ及きゆう第だいにしてやろう」
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　腕っぷしの強さを示せと告げている。それこそ橘一族の得意分野。初音が身を乗り出した瞬間、美少年はにやりと笑った。

「娘。こいつを使わせてやる。できるのならオレを斬きり捨ててもいいぞ」

「ええっ!?」

　牛若丸らしき少年は腰に太た刀ちを佩はいていた。

　刀身は二尺を超える程度で、やや反そりが強い。平安末期の日本刀である。

　小さな体に不似合いな長さの太刀を――鞘さやごと取って、少年は『ぽい』と初音に向かって放り投げる。とっさに両手で受け取った。

　ずしりという太刀の重みが腕に伝わってくる。

「舐なめられたものね……。そりゃあ天下の源みなもとの義経にはかなわない――かもしれないけど。橘初音だって、捨てたものじゃないんだから！」

　あえて景気のいいことを言い放つ。

　まっすぐ対たい峙じするだけで相手の凄すごみ、手て強ごわさがひりひりと感じられる。

　目の前にいる男はまちがいなく自分の一千倍は強い。そんな相手にはたして自分ごときの武芸などが通じるのか？

　不安を押し殺しつつ、それでも口だけは威勢よく言い放つ。

「あなたの方も武器を使ったらいいわ。文句をつけるつもりはないわよ？」

「安心しろ。必要がないから持たぬだけだ。その気になったら、すぐに用意する」

　あろうことか、丸腰のまま美少年は鼻で笑う。

　どうやら本格的に舐められているようだ。しかし、その態度に見合う実力を持っていることも明白だ。初音はごくりと生なま唾つばを吞のみこんだ。




　　　　　　　　　３




　牛うし若わか丸まるを思わせる美少年は何者なのか？

　そもそも、ここがどこなのか？　数々の疑問をかんたんに棚上げできる〝単純さ〟、むしろ自分の長所だろうと初はつ音ねは考えている。

　今まさに修しゆ羅ら場ばがはじまるというときに、そんなことはどうでもいい。

　考えるべきはただひとつ。眼前のくそ生意気な男の子をいかにしてやりこめるか。

「遺産をいつまでも眠らせたままじゃ、ご先祖さまに顔向けできないしね」

　もらったばかりの太た刀ちを初音は抜き放った。

　敵から送られた塩をすぐに舐なめるのも不用心なので、軽く振ってみる。

　おかしな感触はない。たとえば刀身を固定するための目め釘くぎがゆるんでいると、斬きった拍ひよう子しに刃と柄つかがばらばらになりかねない。が、そのような心配はなさそうだ。

　初音は安心して、太刀をかまえた。

　切っ先を牛若丸（？）の美貌に突きつけるようにして、うそぶく。

「まずは小手調べね」

　直後、すばやい摺すり足でいきなり少年の方へ踏み込んだ。

　同時に必殺の両もろ手て突づきを美しい顔へと繰り出し、串刺しを狙ねらった。

　余裕めかして真剣を渡してくる敵に遠慮するような奥ゆかしさと、橘一族は無縁なのだ。それに少年の方も予期していたように後方へ跳び、太刀の切っ先をかわす。

「オレも他人のことは言えないが」

　美少年は苦笑を見せた。

「小娘のくせに荒っぽいやつだ」

「何を言ってるの。喧けん嘩かは先手必勝よ！」

　剣の達人同士が立ち合う際、軽々しく斬り合うことはすくない。

　返し技を喰らいたくないからだ。あえて敵手に先せんを取らせて、その刹せつ那なに見いだした隙すきへ報復の一太刀を送りこむ。後ごの先せんなどと日本剣術が呼ぶ技法である。

　しかし――くそ度胸でいきなり一発たたき込んでみて。

　上う手まいこと痛つう打だになったら、まずそのまま勝てる。それもまた真剣勝負である。

「手を出さないで隙ばかり突こうとするの、うちの一族はみんな嫌いなのよね」

「それについてはオレも同感だ。が、女はもうすこし淑しとやかでもよいぞ」

「余計なお世話のご忠告、一昨日おととい来やがれだわ！」

　口だけでなく、足も動かす。

　初音はうしろへ逃げた少年をするすると摺り足で追いかけた。

　彼の美しい横っ面つらをはりとばすように上段からの斬ざん撃げき。これを美少年はかすかに上体をのけぞらせることでぎりぎりかわす。ならば小手を打つ――と見せかけ、フェイントから右胴へ袈け裟さ切ぎり。が、これも空くうを切った。

　少年はほんのすこしだけ横に動き、初音の剣をぎりぎりですり抜けたのだ。

「だったら！」

「ははは。しかも足あし癖くせまで悪いじゃじゃ馬か！」

　太刀ではなく、初音はいきなりのローキックで少年の膝ひざを砕きにかかった。が、ふたたび後方に小さく跳ばれて、かわされた。

　今までの攻撃、いずれもあと一、二センチで少年の体にとどいただろう。

　だが、少年はそれをわずかにとどかせない。

　すさまじい見切りの技だった。しかも獣けもののようにすばやく、柔軟。鍛たん錬れんだけでなく天性の才を持つ者だけがこのような武芸を会え得とくできる。

　その動き、猫か野猿に喩たとうべきか。反射神経と動態視力も獣めいている。

「さすが鞍くら馬ま天てん狗ぐのお弟子さんね……」

　幼い牛若丸が鞍馬山の大天狗より兵法の極意を授かる。

　能の曲目を思い出しながら、初音は切り札を出すことにした。

　決して『武の奥義をきわめた』風の高尚な秘術ではないが、きわめて役に立つ――。

「いやあああああああっ！」

「ほう」

　初音の横構えからの斬撃をひらりとかわす、美少年の顔。

　その表情が初めてひきしまった。そんな少年へ立てつづけに追撃を仕掛ける。右からの袈裟切り。左からの袈裟切り。みぞおちを狙う片手突き。

　ひらりひらりと、全てかわされた。しかし、少年の表情は鋭いままだ。

　あえてぎりぎりのところで避けるような余裕はもう見せない。初音の振るう太刀と自分の体を数十センチは離すようにして、きっちりとしのいでいる。

「器用に小細工をする。面白い」

　ちらりと初音の手元を見て、ぼそりと少年はつぶやいた。

　みごとだった。もうタネを見破っている。橘初音が梢こずえでちゅんちゅん鳴いているスズメだとしたら、彼は天空を舞う鳳ほう凰おうなのだろう。それほどの差がある。

　だが、月とスッポンほどは離れてない。勝負を投げるのはまだ早い！

「これなら、どう!?」

　初音は中段青せい眼がんからの一太刀で、少年の横胴を払おうとした。

　これに応じた防御の技こそ圧巻だった。とっさに少年は真上に跳躍して、初音の斬撃を軽やかに跳びこえた。

　しかもこのとき、自分を襲った太刀の背に『とん』と足を乗せ、二回目の跳躍。

　さらに空中高くへ鳥のように舞いあがり、とんぼを切って、初音の背後に降りたってみせたのである。

「!?」

「悪くない工夫だったが、オレには通じぬぞ」

　涼しい顔で少年がうそぶく。初音は思い出した。今のと類るい似じの妙技を江戸時代の剣豪・松まつ林ばやし蝙へん也や斎さいが披ひ露ろうした――そういう伝説がある。

　この蝙也は異名で、早はや業わざと身軽さを蝙蝠こうもりに喩えられたことに由ゆ来らいする。

「大男の弁べん慶けいをこんなふうにきりきり舞いさせたのね……」

　得え物ものをにぎる両手に、初音はちらりと目を落とした。

　渡された太刀の柄は三〇センチ弱の長さだろう。今の仕掛けの最中、初音は一太刀ごとに微修正していた。柄のどこを持つか、を。

「武蔵坊弁慶の薙なぎ刀なたでもかなわない人、この程度じゃ捕まえられない、か」

　柄は三〇センチある。鍔つばに近いあたりをにぎるか、いちばん下の端っこをにぎるかで、振りまわす太刀全体の長さも微妙に変わる。だから、打ち込む寸前に柄を手の内ですべらせて、器用に位置を変えて――わずかずつ太刀の長さをコントロールするのだ。

　この十数センチの変化、意外なほど防御側の勘かんを狂わせる。

　見切りが上手い者ほど些さ細さいな差に鋭敏なので、さらに眩げん惑わくされる。柄の長い日本刀だからこその実戦技であった。

　武芸者としての差を思い知らされ、初音は唇くちびるをちろっと舐めた。

「小娘。さっきの言葉を守ってやろう」

　美少年はふところから扇せん子すを取り出した。

　鋼はがね造づくりの鉄てつ扇せんなどではない。れっきとした和紙の扇おうぎである。これを折りたたんだまま右手に持ち、初音を見据える。

「おまえごときに刀を取っては、さすがにオレの名がすたる。だが、得物を取った九く郎ろう義よし経つねが今までどおりと思うなよ」

　ついに自みずからの名を口にして、美少年は動きを止めた。

　表情は鋭いまま、しかし悠ゆう揚よう迫らざる雰囲気で初音の出方を見ている。向こうの武器が扇子なのは悔くやしいものの仕方ない。九郎判官が『それで十分』と見切ったのである。

「開き直って、もうガツンとぶつかるしかないわね……」

　初音はつぶやいた。策を考えなくては。

　だが、思い浮かぶのは近しい人たちの言葉ばかり。最後は橘たちばな初音の器量次第。必ず成功させてみせなさい。本当に大切なのは騎き士し侯こうとなったあとの戦いぶり――。

「よし！」

　意を決して、初音はぴんと背筋をのばした。

　そして、手にした太刀を――橋から川へ、ぶんと投げ捨てた。

「なに？」

「こんなものに頼らなくても、なんとかなるわ」

　おまけにどかっと腰をおろして、あぐらをかく。

「次はあなたの方から仕掛ける番よ。相手してあげるから、好きにやってみなさい！」

「オレにそんな口を利きく馬鹿者、まさか日ひの本もとにいるとは思わなかったぞ」

　あきれた調子で、しかし、唇の端に笑みをにやりと浮かべながら。

　九郎判ほう官がん義経を名乗る美少年は足取りも軽く近づいてきた。初音の前で右手の扇子を振りあげて、電光のような一閃。

　木と和紙を材料とする工芸品が初音の脳天をみごとに抉えぐった。

　扇子にあるまじき『びゅぅんっ！』という風音まで付くおまけつきだ。

「あ痛いたっっっ!?」

　すさまじい衝撃が初音の頭を揺さぶる。脳も揺れる。目の奥で火花が散る。

　紙の扇子で、こうも重い打撃を放つ。とんでもない妙技だった。が、それでもヤング橘女子部代表として気合いを見せた。

　扇子ごと振りおろされた九郎義経の右腕を刀に見立てて。

　真剣白刃取りに成功したのである。当たり前だ。すわりこんだ初音を扇子で打つなら、顔か頭を狙う可能性が高い。そして『叩かれても腕を取れればいいわ』と覚悟の上で、待ちかまえていたのだから。

「やあああっ！」

　初音は背中から後方へ倒れこむ。つかんだ九郎義経の右腕をそのまま引きこみつつ、両足で彼の腕の付け根を挟んで――

　前のめりに倒れそうになった少年の腕に、ぶらさがった。

　宙に浮いた初音の体はもちろん落下する。しかし、落ちた背中が地面にふれた瞬間、九郎義経を巻き込む形で前転。いわゆる寝技の体勢に。

　初音は彼の肘ひじ関節を極きめて、飛びつき腕十字固めに持ちこんだ。

　この九郎義経が牛若丸バージョンゆえ軽量であったこと、そして、ブラジリアン柔術式の飛びつき奇襲技なんて平安生まれの武む者しやはたぶん知らない……。

　その予想が的中し、成功の種になったのだろう。ただし、半はん端ぱな成功だった。

「ちっ！」

　腕十字を極められそうになって、九郎義経が右腕に力を込めた。

　あとすこしで肘関節をのばしきれたのだが、もう彼の腕はびくとも動かない。少年の姿でも九郎義経の腕力はすさまじく、初音が全力を振りしぼってもまったく通じなかった。

　だが、それでも初音は意気揚よう々ようと言った。

「どう？　一応は捕まえたことになるんじゃない!?」

「まあ、ちがうとは言えない程度にはな」

　いまいましそうに九郎少年は吐き捨てた。

　自らの成功を知って、初音は「やったわ！」と叫ぶ。ちょうど寝技のために橋の上で寝ころんでいる。少年の右腕を放して、大の字になった。

　とんでもなく疲労していたものの、達成感も半端ではない。

　にまにまと寝たまま笑う初音をよそに、九郎義経はさっさと立ちあがる。

「それにしてもおまえ、よくオレの一撃を受ける気になれたものだ」

　冷ややかに見おろしつつの賛さん辞じであった。

「そりゃ怖かったけど、まあ、この儀式は結局のところテストだっていうし」

　死の危険があるといっても所しよ詮せんはテストのようなもの――。

　秋あきヶが瀬せ立りつ夏かのアドバイスを初音は思い出した。

「そこまでシビアにやらないんじゃないかなーって考えたの。それにそもそも、初音を殺すつもりだったら扇子なんて使わないわよね」

　紙製の扇で人が殺せるわけない。それゆえの開き直りだった。

　大の字になったまま笑う初音を見おろして、九郎少年は「なるほど」とうなずく。

「やっぱり馬鹿者の類たぐいだったか」

「ちょっとちょっと。乙女に対して、あんまり失礼な発言は――」

　クレームを入れようとして、初音はぎょっとした。

　九郎少年がずかずかと橋の欄らん干かんに近づき、右手の扇子を振りおろす。打たれた箇所の太い木材に――細かなひびがいくつも入り、ぼろぼろと崩れてしまった。

　この箇所だけ、粉々に砕け散っていく。

　今の打撃、見た目以上の威力と衝撃を秘めていたのだ。

　むくりと初音は身を起こし、砕けた欄干の惨さん状じようをまじまじと見つめた。

「…………」

「扇だろうと小枝だろうと、小娘の頭ず蓋がいを砕く程度はかんたんにできるのだがな。おまえがどんなバカをするつもりか見たくなって、つい手加減してしまった。まあ娘よ、そう思わせたおまえの勝ちと言うべきか」

「そ、そうだったの」

「考えてみれば、いくさ場でもバカほど不思議と流れ矢に当たらんしな」

「それ、たぶん偏へん見けんだわ！　決めつけってよくないと思うの！」

「なに。おまえはバカなくせにほどほど抜け目のないところもあって、まあまあ見どころのある馬鹿者だ。しばらく助すけ太だ刀ちしてやる。せいぜい励めよ」

　口の悪さを披ひ露ろうした直後、九郎少年の体がやにわに大きくなった。

　成長、というわけではない。巨大化だった。身の丈たけ八メートルの有翼巨兵へ唐突に変化したのである。その形状は皇こう国こく日本の主力騎・神威かむいによく似ていた。

　しかし、神威そのものではない――。

　それを見とどけた瞬間、初音は意識をふっと失った。




　気づけば、橘初音は武道場の畳に寝そべっていた。

　いつのまにか眠っていたらしい。のばした右手で藍あい色の巻物をぎゅっとつかんでいた。九郎判官義経の《銘めい》が具現化した品物だ。

　そして、初音はおもむろに感じ取ったのである。

　この巻物に宿る勁けい烈れつな意思、闘争を欲する武士もののふの猛たけき情念を。

　夢のなかでまみえた武将・九郎判官義経。彼かの武名が新たな後継者を認めた証あかしだった。
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「捧ささげ――銃つつ！」

　指揮官の号令一下、数百名の兵たちが一斉に同じ動きをする。

　装備品である自動小銃を自分の体の前で垂直に立て、銃口を天に向けるのである。いわゆる捧げ銃の敬礼だった。

　畿き内ない将しよう家けの〝宮廷〟二に条じよう城じよう。その城内の広場での一幕だ。

　さらに軍楽隊が勇壮なメロディーを奏かなで、セレモニーに花を添える。

　畿内州軍の近衛このえ兵へいによる栄誉礼――貴人に敬意を示すための儀式が進行中なのだ。

　ちなみに江戸時代を通して、二条城は幾度かの火事などで天てん守しゆ閣かくはじめ多くの部分を失ってきた。しかし、十数年前に再建工事がほどこされた。

　おかげでかつての――寛かん永えい年間の姿に近い外観で、一九九八年の今も健在だ。

　外堀、内堀に本丸、二の丸、さらに天守閣、庭園など。

　ただし、建物内にはエレベーター等が追加され、現代仕様に改装済みだった。

　栄誉礼の主しゆ賓ひんであるエドワードはつぶやいた。

「日本の〝おもてなし〟とやらも、なかなか悪くない」

　時刻は正午。京都に来てから二日目だ。

　石垣を高く積みあげた上にそびえる天守閣、そのバルコニーにいる。

　ここからは城内広場を見渡せる。式典の折には畿内将家の重じゆう鎮ちん、日本皇こう家けからの来賓などがこのバルコニーに立ち、州民や兵と向き合うのだ。

　昨日とちがい、今日は大英帝国の黒い軍服で正装だった。

　尚なお、バルコニーの手すりのそば〝最前席〟にいるエドワードよりも、ややひっこんだ位置に畿内総そう督とくの出海いずみ典てん膳ぜんがひかえていた。

「出海閣下サー・イズミ。格別のご厚情、いたみいります」

「いいや。我が畿内の友軍たる英国の騎士殿――しかも古き御み代よより来られたレガトゥス・レギオニスであられるという。私の一存ではこの程度の歓迎しかできないが」

　騎き士し侯こうでもある畿内総督は、皇国軍将校の軍服姿だった。

　六十代なかばの老人だが、武道の稽けい古こを欠かさぬ日々らしい。そのおかげか年齢の割にかなり逞たくましい。頭髪も黒々としている。

「英国との共栄にこそ皇国の未来があると……いずれ皇こう城じようの女じよ皇おう陛へい下かにも御理解いただいた暁あかつきには、是ぜ非ひとも国こく賓ひんとしてお招きいたしたい」

「はははは。それは楽しみなお話です」

　畿内総督は見るからに威厳があり、重厚な顔つきだ。

　調子のよい口約束に、エドワードはそらぞらしく笑う。この老人、日本国内では猛将の誉ほまれも高く、好戦的なタカ派として有名らしい。

　……しかし、英国軍は承知している。

　騎士侯といっても戦場に出た経験、実はほんの数回しかない。その数回も副官という名目でお守り役の騎士侯が随ずい行こうしていた。猛将とは名ばかりの見かけ倒しだった。体てい裁さいを気にする性格らしく、髪の黒さもまめに染めている成果だ。

　大英帝国の共闘者としては――実に都合のよい人物だと言える。

「義あ兄に上うえのためにありがとうございます。エレノアからもお礼を申し上げますわ」

　居合わせた王女エレノアが淑しとやかに一礼した。

　今日は白いドレスを身につけ、清せい楚そな装いにまとめている。

　似合うか否いなかで言えば、実によく似合う。しかし、エレノアの『魔女』としての本質を知る者にすれば、なんとも違和感のある衣装だった。

　だが、畿内総督はそのような印象をまったく持たないようだ。

「とんでもない。これも貴国との友情……そして、君への敬意を形として示すため。そう思えば、造作もないことだ」

「まあ。エレノアごときにはもったいないお言葉ですわ」

「美しき婦人のために戦うことが君たちの国の騎士道なのだろう？　英国の姫よ。日本男児の私だが、君のために騎士の道を学ぶことが不快だとはまったく感じない。君はそれに値あたいする女性なのだから」

　いかめしい畿内総督の顔に不似合いな、気取った文句だった。

　彼はうっとりとした瞳でエレノアを見つめている。歳上の女性にあこがれる少年、貴婦人のために命を賭とす中世の騎士。そのような風ふ情ぜいであった。

　そして、エドワードは鋭く感じ取っていた。

　エレノアの背中より念が触手のように洩もれ出て、畿内総督・出海典膳の体に巻きついて、からめとっている――その念ねん波ぱを。

　地位も名誉もある老人をたぶらかし、異国の乙女を崇すう拝はいさせてしまう。

　この呪じゆ縛ばくの念こそが、エレノアの仕掛けた魔女の術なのである。




　エドワードは適当なところで断りを入れ、バルコニーを去った。

　畿内総督の一いち途ずな想いはエレノアに向かっている。問題になるまい。二条城天守閣の廊下をひとり歩いて、さて午後は観光にでもと考えていたとき。

　不機嫌そうな顔の知人と出くわした。

「やあ伯お父じ上うえ。何かご不快なことでも？」

「うむ。ほかでもないエドゥアールよ、貴様の責任だ」

　朗ほがらかに声をかけたら、予想どおりの答えが返ってきた。

　英国軍の黒い軍服に紅あかいマントを加えた四〇歳前後の男。呼ばれてもいないのに本国から遠征してきた復活者リザレクト・リチャード一世である。

「万里を越えて余が参陣したというのに、式典には出るにおよばずなどと……。英雄王の誉れも高いリシャールの名、東方人に知らしめる好機だったはずだぞ」

「ここぞというときに武勇を示すため、世を忍ぶ。僕も通った道ですよ」

　重厚な印象の〝獅子心王ライオン・ハーテイド〟リチャード一世。

　だが、彼には思し慮りよの足らない面がある。その原因は強烈すぎる自己顕けん示じ欲よくであり、行きすぎた騎士道精神と浪ろ漫まん主義であり、詩をこよなく愛する詩人の魂たましいであった。

　ゆえに総大将には向かず、王としても微妙だった。

「それと伯父上。森にも草原にも目と耳はあるものです」

　エドワードは言った。日本人なら『壁に耳あり』と言うところだ。

「英国の兵たちが聞いて、気分を害するといけない。今は僕らプランタジュネ家がブリテン島を治めていた頃じゃない。ブリティッシュの気風と誇りにもっと敬意を払うべきだ。大陸風の言葉遣づかい、すこしあらためましょう」

「むう……」

「王子エドゥアールとリシャール王は引退してもよい頃合いです」

　リチャードから見て、エドワードは歳下というより子孫である。

　しかもリチャードは誇り高く、気性も荒い。本来なら、己おのれの方が格上と主張してもおかしくない人物なのだが――遥はるかに世代が下の相手だから、なのか。

「ふっ。それが時代だというのなら、貴様の言い分も認めてやろう」

　祖父が孫に甘いように、子孫にも意外な甘さを見せるリチャードだった。

　微笑する獅子心王へ、エドワードも軽いうなずきで応えた。ちなみに『伯父上』という呼び方はあくまで便べん宜ぎ上じようのもの。実際の関係はかなり異なる。

　エドワードの『曾そう祖そ父ふの祖父』がリチャードの弟だったのだ。

　名はジョン欠地王ザ・ラツクランド。英国史上、有数の愚ぐ王おうとして悪名高い。だが意外にも、彼の血筋から幾人もの名君やエドワードのような名将が生まれている。

「さて。いくさの話もしておきましょうか」

　リチャードのような猛獣は抑えつけるだけでは駄目だ。

　適度に発散させ、ガス抜きをしなくては、いつか致命的な混乱を巻きおこす。それをあやぶんで、エドワードは彼好みの話を向けた。

「ふふふふ。余の赴おもむくべき戦場があると？」

「ええ。僕はもうすこし京都に用がある。そして攻略中の東海道では、僕ら英国軍にいよいよ大規模な反撃をはじめる動きもある……」

　来てしまった以上、仕方がない。最大限に使いこなすまで。

　また――総大将および王としては微妙でも、無能とは縁遠い傑けつ物ぶつでもある。ライオン使いに十分な器量があれば、使い途みちに困ることはない。

　日本に侵攻した英国軍の総司令官として、エドワードは言った。

「今まさに、彼らへ罠わなを仕掛けているところです。上手くいけば、伯父上に霊れい峰ほう富士の膝ひざ元もとで戦う機会をお譲りできますよ」
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「……契約を結ぶときの作法はこんな感じだな」

　ひととおり語ってくれたのは、秋あきヶが瀬せ立りつ夏かだった。

　聴き手は橘たちばな初はつ音ね。昨日、《銘めい》の継けい承しようを済ませたばかりの新米騎き士し侯こうである。

「結局、やってみるのがいちばんだ。理屈よりも体で覚えろ」

「了解ですっ。ところで立夏さま、他人から大おお雑ざつ把ぱな人みたいに言われません？」

「よくわかるな。私の副官や参さん謀ぼうをつとめた連中、たいてい同じことを愚ぐ痴ちっていたぞ。あと名古屋にいる弟たちも」

「ですよねえ」

　ふたりは駿する河が鎮ちん守じゆ府ふの地下、水すい霊れい殿でんで語らっていた。

　騎士侯には不可欠な霊液補給のこと、さらに鎮守の契約について先輩から教わるため、初音は立夏とふたりきりで地下にやってきたのだ。

　今、初音のまわりはマリンブルーの人造霊液が満ちる貯水池だ。

　古代ギリシア風の太い円柱がいくつも水中に突き立っていて、聖なる神殿を思わせる荘そう厳ごんな景色だった。水上には細い通路が編み目のように張りめぐらされていた。

　この通路を渡って、ふたりは奥の沐もく浴よく所じよへ入った。

　立夏は先導しつつ〝騎士侯の心得〟を語ってくれたが、あまり行きとどいた内容ではなく、最後は『体で覚えろ』だった。

　沐浴所には、円形のプールに似た霊液槽そうがある。

　そのすぐそばで立夏が軍服を脱ぎはじめた。あわてて初音もそれにならい、桜色の着物や袴はかまを脱いで、髪のリボンも取ってしまう。さすがに『霊液につかることで、神秘力の源みなもとを心身に吸収する』くらいは教わっていた。

「……あ、やっぱり大雑把」

「ん？　何か言ったか？」

「いえいえ、ただのひとりごとですよ～」

　首をかしげた立夏に愛想笑いを向けて、初音はごまかした。

　脱いだ軍服をぽんぽん床へ放って、そのまま放置の女騎士侯の雑さを見て、すこし前の感想を再確認しただけなのだ。が、さすが凜りん然ぜんたる剣けん客かくだけあって、腰からはずした鬼おに切きり安やす綱つなの刀だけは丁てい寧ねいに置いた。

　ちなみに初音の方はきちんと着物類をたたみ、一箇所にまとめておいた。

　もともと立夏に負けないほど雑な性格だが、前に皇こう城じようで行儀見習いをしていたとき、お料理・掃除・洗濯なども『たしなみ』として強制的に勉強させられた。〝脱いだ服はすぐにたたむ〟も受けた教えのひとつだ。

（……余談だが、女官見習いの雑さとおてんばぶりに業ごうを煮やした女官長が悩んだ末、初音ひとりを鍛きたえるため特別カリキュラムを考案したのである）

　ともあれ、ふたりはそろって霊液槽に入った。

「冷たい！」

　氷のような霊液の冷たさを感じて、初音は叫んだ。

　それでも我慢して、涙目になりつつ、神秘の霊水に肩までつかる。

　……霊液のなかで凍こごえながら数分をやりすごした頃から、初音の全身がじんわり熱くなってきた。さらに数分経過。体温がすっかり上昇し、ぽかぽかする。

　もはや、お湯につかっている気分だった。初音は理解した。

　この体の熱さこそが霊妙なる神秘力の源――。

　皇こう女じよ志し緒お理りのおじいさま・天てん龍りゆう公こうが皇国日本に下か賜しした力なのである。

　体温だけでなく、気分も高揚してきた。脱いだ衣類の方を見る。その上には藍あい色の巻物が置いてある。初音が手にした武ぶ勲くんのしるしだった。

　その瞬間、幻聴を聞いた。九く郎ろう少年のふてぶてしい声だった。

　もっと力をよこせ、早くいくさに連れていけと雄お々おしく叫んでいたような……。

「そろそろいいようだな」

　やはり肩まで霊液につかっていた立夏がおもむろに言う。

「橘。教えたとおり、鎮守の契約をやってみろ」

「はいっ。……ええと、我が銘《九く郎ろう判ほう官がん義よし経つね》のもと、当地駿河の霊殿へ願い奉たてまつる。われらに霊水の庇ひ護ごと兵へい法ほう印いん可かを授け、駿河鎮守の武神と成さしめ給たまえ！」

　一気に言い切った直後、初音の体が淡い輝きを放った。

　そして、己おのれの両足――その足裏が駿河の大地とつながり、そこから莫ばく大だいな量の神秘力を送られてきたかのような感覚に襲われ、愕がく然ぜんとした。

　目を丸くする初音へ、立夏がうなずきかける。

「これでおまえも駿河を守護する騎士侯のひとりだ。よろしく頼むぞ」

「もちろんです！」

　元気よく返事をして、初音は肩の力を抜いた。

　これでもすこし緊張していたのである。ようやく出てきた心の余裕にまかせて、なんとなく対面の立夏を見やった。

　……ずっと気になっていたが、抜群のスタイルである。美しい。

　秋ヶ瀬立夏は色白で、しかも全体としては細身だ。にもかかわらず『ばあん！』と擬音がつきそうなほど、胸と腰まわりにボリュームがある。明らかな巨乳だった。

　そのうえ、ウェストのくびれのなまめかしさときたら。

　見ているだけで初音はため息をこぼしそうになった。うらやましい。

（……性格どおりのかっこよさってところよね）

　モデルのように、過か剰じように細いだけではない。

　男性視点で見ても『ぐっとくる』肉感を十分そなえつつも細い。同じ女子として、なんともかっこよく感じられる肢し体たいだった。

　しかも、性格は雑だが、不思議とがさつな印象がすくない。

　立ち居振るまいの挙きよ措そに気品があるせいだ。おそらく武道の稽けい古こで身につけた礼儀作法、そして美しい体の使い方、姿勢のよさが効いている。

　そのうえ腰までとどく黒髪の美少女。みごとなほど見み栄ばえがいい。

「橘。おまえと征まさ継つぐどのは本当の兄妹きようだいではない――のだな？」

「はい。続ぞく柄がらはちょっとわからないけど、正式な関係は『親戚同士』です♪」

　正式と言うにはやや適当すぎるが、かまうまい。

　意味が通じればいいわよねと気楽な初音に対して、なぜか立夏は深刻そうに考えこんだ。眉み間けんにしわまで寄せている。

「……なるほど。そういうことにして、本当のご素す性じようを隠しているのか。この橘が実の妹でないのであれば、もしかすると……」

　ごにょごにょというつぶやきはよく聞こえなかった。

　そして、立夏はじっと初音の全身を見つめて、おもむろに言った。

「ところで、橘はなかなか育ちがいいな」

「ふふっ。これでも一応、お嬢さまですから♪」

「いや、そういう意味じゃない。体の育ちがいいということだ」

　どんなに荒くれ者ぞろいでも一応は直じき参さん旗はた本もとの子孫としてよろこんだのに、立夏はちがうと言う。そして、じっと初音の体を見つめる。

　たしかに橘初音の身体的発育はいい。

　立夏のボリューム感もすばらしいが、実はそれを凌りよう駕がしている。

　中学に上がる前から発育のよさは萌ほう芽がのきざしを見せ、すくすくと順調に育った結果、一六歳の若さにして初音は『Ｇ』のカップを常用しているのである。

　立夏はおそらく『Ｅ』だろうか。まあ、圧勝だった。

　そういう自覚はある。しかし、橘初音のスタイルには不安材料もある。

「あ、ええと、鍛えている方だとは思いますけど、毎日のご飯とお夜食が美お味いしくて、ちょっと食べすぎたかなーってときも多いんです。あ、あまり見ないで欲しいかなあ……」

「太っているようには見えない。恥ずかしがることもないだろう」

　初音を誉ほめるくせに、なぜか立夏は暗い面おも持もちだった。

「実家の弟たちが隠し持っている写真集にも、細いくせに育ちのよい女性の水着姿がたくさん出ていたが……橘はあれに負けてないな。むしろ勝っているかもしれん」

「そ、そうですかあ？」

「まちがいない。たまに弟たちの部屋を吟ぎん味みして、男なら堂々と飾れと言うからな」

　まんざらでもない気分でにやにやしつつ、初音は思う。

　東海道将しよう家けのお家柄でもそういうのを見るんだなーとか、もしかして立夏さまは実家だと鬼か暴君みたいなお姉ちゃんなのかなーなどと。

　しかし、鬼かもしれない将家令嬢は不安を押し殺す乙女の表情になった。

「これは騎士として確認しておきたいだけなんだが……」

　立夏はおどおどしつつも、勇気を出した風ふ情ぜいで言う。

「もしかして、ひ――征継どのもそういう写真集を持っていたりするのか？　その、橘のように……発育のよい女性の肉体を見て、愉たのしむために」

　初音はきょとんとした。今、立夏は『橘のように』のあと、『私よりも』と聞きとれないほどの小声で言っていなかったか。

　とにかく、とまどいながらも答える。

「どうでしょう？　お部屋のなかは見たことないんです。あ、ただ、お兄さまのご実家にはそういうのなかったかなあ」

「そ、そうか」

「でも考えてみたら、お兄さまってミスコンの実行委員やってるんですよね」

「ミスコン!?　なかなか軟派だな……」

「一二月の学園祭で開催予定だから、ちゃんとできるかはわからないですけど。お兄さま、コンテストを盛りあげるために全力を尽くすって、たまに言ってます」

「なるほど……。あとひとついいか」

　あいかわらず立夏は不安そうに、妙に乙女らしい雰囲気で言う。

「これもあくまで、騎士として確認したいだけなんだが。征継どのは皇女殿下――志緒理さま個人にお仕つかえしている身だ。それはもしかして、お美しい殿下をお慕したいしていたり……そういう気持ちがあるから、なのだろうか？」

「あ、ええと。お兄さまはいつもむっつりしている人なので」

　これはもしかして、もしかすると。困こん惑わくしながら初音は答える。

「そこは全然わからないです。まあ、あの変わり者のお兄さまにかぎって、そういう風流なモチベーションはない気もするんですけど……」

　はっきりしない返答に、立夏はやや落胆したようだった。

　あまり元気がない。そんな先輩騎士侯を見て、初音の疑惑は深まるのだった。この人はもしかすると、あのお兄さまに――なのではないかと。




「立夏さまがまさか、このお兄さまに……やっぱり、ないかしらね」

「何を言っているんだ、初音？」

「ううん、なんでもないわ。気にしないで♪」

　駿河鎮守府の一角に立つ三階建てのビル、その最上階の一室。

　城じよう代だい・秋ヶ瀬立夏の執務室である。応接用のソファに腰かけていたとき、隣にすわる初音がじろじろと征継の顔を見て、何かつぶやいていたのだ。

　不審だったが、大切な話でもなさそうだ。

　征継は忘れることにした。それよりも霊液補給を済ませてきた新米騎士侯へ、祝いの品を渡しておくべきだろう。

「さっき兵へい站たん部ぶの人間がくれたぞ。おまえの騎士叙じよ勲くんのお祝いだそうだ」

「えっ、本当!?　うれしいわ。ジュースにコーラに、お菓子いろいろ！　最近、すっかり手に入らなくなったものね！」

　応接テーブルに置いてあった品々を指さすと、初音は目を輝かせた。

　清涼飲料水の缶やペットボトル、それにスナック類やチョコレートをはじめとする甘い菓子などなど。結構な量がある。幼児ならともかく、一六歳の女子が歓喜するほどの差し入れではないのだが。

　征継・初音の向かい側にすわる志緒理が微笑ほほえんだ。

「駿河近郊の食糧関係をこちらの――鎮守府の管理下に置く。今週の頭にはもう達成されていて、すばらしいお手並みでした」

　部屋の奥、執務机の席にいる城代・立夏へのねぎらいだった。

　当の女騎士侯はにやりと笑い、肩をすくめる。

「そのお言葉、できれば兵站部と市行政部の担当におかけください。私は指示を出しただけで、詳細は丸投げでしたから」

　維い新しん同盟の封ふう鎖さによって、駿河市周辺から出ることも入ることもできない。

　つまり、流通もストップしている。外から商品や支援品が入ってこない以上、いずれ駿河は食糧不足となる。その前に市内の食品会社・流通業者や商店から食料品を買い取り、公的機関の管理下に置いた。

　これにもともと備蓄していた兵ひよう糧ろうを合わせて、市民に『配給』をはじめたのだ。

　鎮守府は単なる軍事拠点ではない――。

　災害や今回のような有事にそなえて、食糧のたくわえもある。また、水霊殿の人造霊液を利用した流体発電システムはふだんから周辺地域に膨大な電力を供給している。いざとなれば鎮守府を中心にして、ある程度の地域生活は成り立つのである。

「立夏さま。これでどのくらい保もつ見込みなのでしょう？」

「二か月……と兵站部は見ております。ただ、予測は当たらないもの、不測の事態は常に起きるものと戦場では考えるべきです。あと」

　志緒理の確認に、立夏は憂うれいまじりの声で答える。

「今は市民も理解を見せていますが……いずれストレスがどこかで爆発します。必ず。そうなると、駿河の内部から維新同盟に呼応しようという動きも出てくる。この〝籠ろう城じよう〟がどこまで保つか……本当に読めない」

　食糧を買い取る予算、鎮守府と市行政部が出し合った。

　しかし、その際には大量の軍票も使用された。これは軍隊が使用する紙し幣へいの代だい替たい品ひんである。渡された側は政府に申請して、換金するのだが。

　そうするには駿河が解放されて、さらに日本政府が健在でなくてはいけない。

　かなりの不確かさだ。これも時間が経たてば、市民の不安をあおる格好の材料となる。

「あのう」

　初音が手をあげて、将家令嬢と皇国の姫が語らう間に割り込んだ。

「最近、維新同盟がこっちに攻めてこないのは……もしかして、兵糧攻めを狙ねらっていたりするから、なんでしょうか？」

「たぶん正解だ。すぐに陥おちない城は、搦からめ手で追いつめればいい」

　答えてから、立夏は軽く舌打ちする。

「父からの伝令によると、東とう山ざん道どうとの交渉もかんばしくないという。ただ、時間が経つほど維新同盟は態勢をととのえていく。手遅れになる前に、山梨方面から反撃を加える目もく論ろ見みだと報しらせが来ている。駿河のわれわれも呼応したいところだが」

　東海道地方は横に長い。

　愛知・静岡・山梨の三県で構成される。駿河以外のほぼ全域が制圧された静岡エリアとちがい、山梨にはまだ維新同盟の手はおよんでいない。

　しかし、立夏はいらだちと共に言う。

「箱はこ根ねの関せきと、そこから最も近い富士鎮守府の周辺では《モルガン・ル・フェイ》が獣けもの避よけの結界を完成させてしまった。おかげで偵てい察さつに使う小型の随ずい獣じゆうが向こうに近づけない。どうにもやりづらい状況だ」

「その、モルガンというのは？」

　征継が首をかしげると、立夏は苦笑した。

「英国軍の極東艦隊でもとびきりの猛も者さだという――念導神格イフリートです。あのクラスの神格が構築した結界、今の駿河にいる念ねん導どう士官や咲さ久く耶やではまず破れません」

「ほう」

　駿河鎮守府の念導神格《青せい竜りゆう》と、その分身である精霊・咲久耶。

　しかし、英国軍にはそれを凌りよう駕がする守護神がいるらしい。感心する征継の対面では、念導術の心得もある志緒理がなにやら考えこんだ。

「わたくしにひとつ提案がございます」

　そして、皇女はおもむろに申し出るのだった。
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　ふたつの山が南北にならぶ丘きゆう陵りよう地帯に、駿する河が鎮ちん守じゆ府ふは位置する。

　この丘陵の西側が駿河市、東側は清し水みず市である。今、橘たちばな征まさ継つぐと二名の連れは地味な国産乗用車に乗って、駿河から清水方面へ移動中だった。

「静かなものだな……」

　助手席で征継はつぶやいた。窓から駿河の街並みを眺めている。

　まだ朝の九時台。それをさしひいても活気がなかった。もともと人口の過密していない地方都市だが、外を歩く人はほとんどいない。車もたいして見かけない。

　まるで住民がこぞって旅行に出かけたような――。

「仕方ないわ、お兄さま。うちの高校とちがって休んでいる学校や会社は多いのよ。下へ手たにがんばって外出すると、おなかもすいちゃうし」

　いつもどおり『はいからさん』姿で運転中の初はつ音ねが言う。

　車の通りがすくないので、結構スピードを出している。ちなみに、水すい霊れい殿でんで鎮守の契約を済ませたのは昨日のことだった。

「配給でもらえる食糧って、盛りだくさんとは言えない感じだもの。街中のガソリンは鎮守府の方で徴ちよう発はつしたから、車もあんまり走ってないし」

「みなさん、自宅にこもって不安と不満に耐えている……というわけですね」

　麗うるわしい声でまとめたのは、後部座席の美少女だった。

　白のブラウスに紺のスカートという清せい楚そな装い。プラチナブロンドを赤いリボンでポニーテールにまとめた――皇こう国こくの姫君、藤宮ふじのみや志し緒お理りその人だった。

　目立つ美貌には今日、メガネを添えていた。

　変装のためである。おかげで〝聡そう明めいな知性〟の雰囲気がふだんより強い。

　さらに《印象偽ぎ装そう》の念ねん導どう術じゆつも使ったおかげで、親しい人間でなければ彼女が皇こう女じよだとは気づかないだろう。

　ちなみに、征継の方は白い長なが袖そでのＴシャツに細身の黒いパンツ。

　黒のジャケットをはおっている。配色的に制服と大差ない組み合わせだった。

「でも姫様、いいんですか？　皇女殿下ともあろう御方がこんな任務のために、危険を冒おかして駿河の外へ行くなんて……」

「かまいません。わたくし以外の誰にもできないことですから」

　初音の問いに、志緒理はさばさばと答える。

「駿河には咲さ久く耶やという念ジ導ー精ニ霊ーがいますけど、不安定なあの子を市外に連れ出すだけで一苦労でしょうし。鎮守府の管理もさせないといけません」

「人間でいうと人見知りだって、姫様言ってましたもんねー」

「それに正直な話、すこし街の外に出て、気分転換したいと思っていました」

「美談で終わらせない姫様のそういう黒さ、すごく素敵ですっ」

「わたくしの申し出、認めてくれた立りつ夏かさまに感謝しなくてはいけませんね」

　そのとおりだった。征継もうなずいた。

　皇女に万一のことがあれば、駿河城じよう代だいである立夏の責任問題にもなりかねない。にもかかわらず、志緒理の提案をふたつ返事で受けいれたのである。

『念ねん術じゆつの心得もおありとは、さすが天てん龍りゆう公こうのお血筋だ。今の駿河には、殿下以上の念導術師はひとりもおりません。御力を当てにさせていただきます』と。

　志緒理が自身の持つ〝能力〟について、告白した直後であった。

　秋あきヶが瀬せ家けの騎士姫は保身よりも実利を重んじたのだ。

「初音。俺たちの仕事は姫をお守りすることだ。必要があれば剣だけでなく、兵も――レギオンも呼ぶ。そのつもりでいろ」

「もちろんよ、お兄さま！」

　征継が声をかけると、新米騎き士し侯こうの少女は元気よく答えた。

　今や初音は皇女殿下の専属女官にして、直属の騎士でもある立場なのだ。

　……もっとも、彼女は昨日《九く郎ろう判ほう官がん義よし経つね》を継けい承しようしたばかり。試しに〝召集〟してみたら、具現化したレギオンは一騎のみだった。

　まだ能力が覚醒しきってない――仮免のような状態なのである。

　慣れてくれば数十騎の軍団を召集できるはずだが、今のところ暫ざん定てい騎き力りよく『わずか一』。

　そんな彼女の運転で車は国道を進み、清水市を軽快に走り抜けていく。

　このあたりも駿河市といっしょに『陸の孤島』化した街だ。

　やはり活気がない。人ひと気けも車の交通もすくない。国道をこのまま直進していけば、いずれ維い新しん同盟による通行止めに引っかかるだろう。

「ところで初音が儀式のときに会った男の子だけど。あれ、義経さん本人が夢に出てきて、《九郎判官》の継承者になれるかを試した……そういうことなのかしら？」

「まちがいなく、そうだろうな」

　征継は即答した。武将の名がそのまま《銘めい》となった九郎判官義経。記憶を失う前の橘征継は復活者リザレクトとして現代に甦よみがえったが、あちらは何らかの理由でそうならなかった――。

　なんとなくだが、わかるのだ。一方、志緒理がつぶやく。

「義経公、意外とサービス精神の旺おう盛せいな方なのかもしれませんね」

「どうしてですか？　初音のこと、割と乱暴にあつかってましたよ～」

「いえ。いにしえの世の武人について、わたくしたちはさまざまな逸いつ話わを知っています。なかには真しん偽ぎのあやしげな伝説の類たぐいまで……。そして義経公の話ですが、『牛うし若わか丸まるが京の五ご条じよう大橋で弁べん慶けいを負かした』はさすがにフィクションだと思うのです」

「じゃあ、初音を試した場所があんな橋の上だった理由って――」

「そういう伝説が後世に生まれたと聞いて、ちょっと茶目っ気を出したとか」

　ありそうな話だと征継はうなずいた。

　いかに武芸の天才だろうと、こちらも稀き代たいの豪ごう傑けつだった武蔵むさし坊ぼう弁慶を幼少のみぎりに翻ほん弄ろうし、圧勝できるか――？　死人が甦る世界である。何が起きてもおかしくはない。

　しかし、五条大橋の武勇伝はたしかに作り話めいていた。

「まあ、実は『本当にあったウソのような話』なのかもしれませんけど」

　肩をすくめて、志緒理は話を締めくくった。

　その後も三人を乗せて、地味な乗用車は順調に走りつづける。

　初音が車を止めたのは興おき津つ川がわを越えて、清水市の市街をそろそろ抜けようか――そういう頃合いだった。だいぶ山がちになっている。

　……今、走ってきた国道は駿河湾にべったりと沿っている。

　まさに海辺の道なのだが、これとほぼ同じルートが江戸時代の『旧街道としての東海道』であった。この先は険しい山道が続き、まもなく薩さつ堆た峠とうげにさしかかる。それから宿場町の由ゆ比い宿じゆく、蒲かん原ばら宿ときて、富ふ士じ川がわへといたる。

　川を越えた先こそが富士市。富士鎮守府を擁ようする街だ。

　浮世絵師・歌うた川がわ広ひろ重しげが『東海道五十三次』で描いた景色の一部だった。

　山越えのルートだが、距離にして二〇キロもない。車なら余裕で走破できる。しかし、一行は路肩に車を止めて、外へ出た。

「わたくしたちの目的地はひとまず富士市の手前……富士川としましょう」

　志緒理は念で視覚イメージをいくつか空中に投射した。

　山間部の広い車道を映した画像ばかりだ。いずれも山の斜面が崩れて、土砂が道を埋めてしまっている。明らかに通行不能だ。

　偵てい察さつのために放った随ずい獣じゆうたち。彼らが見た景色を念導術でイメージ化したのだ。

「駿河市の近辺から外へ――維新同盟の封ふう鎖さの外へ出るための道は、どのルートも同じ状況です。今いる道も、すこし先の薩堆峠で土砂崩れが起きています。もちろん自然災害ではなく、クルセイドの部隊が山を崩したようですね」

　次に志緒理は、高速道路の料金所が映ったイメージを指さす。

　そこには検問が設けられていた。白人の英国兵たちがたむろしている。

「高速道路だけ無事なのは、いずれ物資の輸送に使うつもりなのでしょう。ただ、こちらには厳重な検問が何箇所も設けられています。おまけに駿河湾の制海権もあちらがにぎってますし、山のなかを進もうものなら」

　志緒理は皮肉っぽく微笑した。

「同盟側の放った随獣たちが人の匂においをかぎつけた途端にやってきて、飢えた熊のように襲いかかるわけです」

「姫様、質問ですっ。どれくらいの確率で襲われちゃうんですか？」

「こういうときの遭遇率、いわゆるロールプレイングゲームでモンスターに出会うのと同程度だと聞きますね。一エリアに三桁けた以上の随獣を放すといいますし」

「……たしかに」

　征継は富士市へ向かう方角の空を見つめた。

「あちらを英国軍の白い翼よく竜りゆうが三匹、飛んでいます」

「えっ。お兄さま、わかるの？　初音にはなんにも見えないわよ」

　目を細めて、初音が同じ方角をじっとにらむ。

　しかし、二〇秒ほどであきらめ、びっくりした顔でつぶやく。

「これでも視力は二・〇なのに……お兄さまって、とんでもなく目がいいのね」

「そうか？　この程度はふつうだと思うぞ」

　征継の目には、三つの白い点が北東へ飛んでいくさまが映っている。よく見れば、翼竜と同じシルエットだともしっかりわかる。

　その会話をよそに、志緒理は自信ありげに言う。

「でも、わたくしのように念導の心得がそれなり以上にあれば、話はべつです。なんとかしてみましょう。初音、用意を」

「はあい」

　指示されて、初音がＡ３サイズの板きれを三枚、地面に置いた。

　随獣符ふだ。以前のように志緒理がタッチするや活性化し、『狼おおかみ』へ変化を遂とげる。馬のように巨大な体たい軀くを誇り、毛皮は美しい銀色だ。

　中型随獣・壬み生ぶ狼ろの出現だった。しかも三匹まとめて。

　かの土ひじ方かた歳とし三ぞうはこの銀ぎん狼ろうたちの群れをひきいて、東日本を転戦したという。

「随獣のなかでも壬生狼は特に鼻のいい種です。ほかの獣けものが近づいてきたら、すぐに気づいてくれます。仮に運悪く遭遇したら……わたくしが念で追い払ってみましょう」

　三人は三匹いる壬生狼の背に、ひとりずつまたがった。

　疾走がはじまる。ここからは随獣たちに山中の道なき道を疾しつ駆くさせて、富士川のある東をめざした。壬生狼は山の傾斜も茂みも雑木林も苦にせず、風のような速さで平地を往ゆくように駆け抜けていった。

　英国随獣の匂いを感じてか、ときどき針路を迂う回かいするようなこともあった。

　が、それでも二時間ほどで目的地の近くまで到達した。山林を降りていくと、ふもとの方には緑の茶畑が広がっている。

　その先に、富士川の清澄な流れがあった。

　水量ゆたかな川ではない。砂利の多い川辺と中なか州すが目立つ。

　そして、北東の空に目を向ければ――山頂に白い雪を冠かんむりのように戴いただいた霊れい峰ほう・富士山の美び々びしい偉容が視界に入ってくる。

　駿河市で見るよりもさらに大きく、みごとな富士であった。

　三人は壬生狼の背から降りて、自分の足でひさしぶりに大地を踏みしめた。

「……姫様。ここはもう維新同盟の勢力圏内、なんですよね？」

「ええ。でも、特別あやしい振る舞いをしなければ、身分証の提示を求められることもすくないはずです。なるべくふつうにしていましょう」

「ん？」

　征継は首をかしげた。富士川の対岸側から強い念を感じたのだ。

　駿河と似たような地方都市・富士市の街並みを見渡してみる。この方角の一〇キロほど先には富士鎮守府がある。英国軍によって攻略された要よう塞さいだ。

「初音。妙な気配のもとがどこか、わかるか？」

「えっ？　んーと……わ、すごい！」

　新米騎士侯も東の空へ目を向け、やにわにのけぞった。

　ふつうの人間は念ねん波ぱに鈍どん感かんだ。しかし、初音は継承に成功して以来、着々と感覚が鋭くなっている。今回も征継と同じものを察知してみせた。

　今、富士鎮守府の上空には、強力な念が渦巻きのようにわだかまっている。

　そして、渦の奥に――巨大な眼球がひそんでいた！

「あれが《モルガン・ル・フェイ》とやらですか」

「だと思います。本体はすでに箱はこ根ねの関せきへ移送されたそうですから……富士鎮守府に残された彼女の影、というところですね」

　征継のつぶやきに、志緒理が答えてくれた。

　ここまで三人を乗せてきた壬生狼たちは獰どう猛もうにうなり声を発していた。

　富士川の向こうを見つめて、臨戦態勢だ。モルガン・ル・フェイによって展開された随獣避けの結界に、敵意をむき出しにしている。

　小型以上の随獣にはたいして効かないというが、居心地は悪いのだろう。

　志緒理が手を一振りすると、三匹の壬生狼は山のなかへ去っていった。

「すぐに準備をいたしましょう」

　三人は歩いて茶畑を抜け、道路を渡って、富士川の河か川せん敷じきへ。

　ついに水みな際ぎわまでやってきた。征継と初音はてきぱきと作業をはじめる。持参した折りたたみ式のスコップを使って、浅い穴を一〇個、掘りおこしたのである。

　河原の砂利に苦労したが、体力自慢のふたりはさっさと作業を終わらせた。

　それぞれの穴に、志緒理が一枚ずつの随獣符を入れた。短冊サイズの小さなものだ。あとは騎士ふたりですばやく埋めもどしてしまう。

「現れるべき者よ。神が汝なんじと共にあらんことを」

　埋め跡にさわりながら、志緒理が仕上げとばかりにささやいた。

「これで結界っていうのにも負けない随獣を作れるんですか、姫様？」

「断言はできません。成功率はたぶん六割前後です」

　初音の『え、一〇割じゃないんだ』的視線に気づき、志緒理はせき払いした。

「仕方ないんです。これはモルガン・ル・フェイの影響力が勝つか、わたくしの念の強さが勝つかという、一種の術比べですから」

「ふむふむ」

「符に託たくしたわたくしの念が打ち克かてば、この結界にも負けない随獣が生まれます。でも、さすがに英国軍随ずい一いちの精霊が編んだ結界です。楽観はできません」

「そうだったんですねー」

「まあ、わたくしの念導術は一流と言ってもさしつかえないレベルです。これで駄目なら、念導公社の特級術師チームでもないと無理でしょう」

「合間合間にさりげなく自信家っぷりを見せる姫様って、本当に素敵です♪」

　女性陣の会話を聞きながら、征継は気づいた。

　目の前には日本一の霊峰・富士山をバックにした景観が広がっている。この景色を横切る形で、神威かむいの軍団が飛行しているのだ。

　数百騎はいるだろう。球状に陣形を組んだうえでの行軍だった。

　北の方角より、ここ富士市へ移動してきたようだ。

　しかも、これを迎え撃つべく、英国レギオンの軍勢が出陣していく。

　数は神威の半数程度。クルセイドによく似ている。しかし、全身のカラーリングが白ではなく、鮮烈なほどの真しん紅くであった。
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　獅子心王ライオン・ハーテイドリチャード一世。

　彼は昨日、二に条じよう城じようで黒王子ブラツクプリンスエドワードと語らったあと、すぐに京都を発たっていた。

　子孫がそうしたように陸と空の移動手段を駆使して、その日のうちに静岡県内の富士鎮ちん守じゆ府ふへ入っていたのである。

　そして今日、リチャードは期待どおりの報告を聞いた。

　ここ富士鎮守府へ、山梨方面より東海道州軍の神威三〇〇騎が接近中だと。

「ふふふふ。エドゥア……エドワードめの描いた絵図どおりになったか」

　リチャードはにやりとほくそ笑む。

「ならば、その絵に余が鮮血の赤を描き入れるのも一興であろう。あやつの血を分けた先せん達だつであるリチャード獅し子し心しん王おうが……」

　富士鎮守府の中央部には、駿河と同じく護ご国こく塔とうが建っている。

　その屋上から、リチャードは二〇キロほど北にそびえる霊れい峰ほう富士を愛めでていた。この山の南側は静岡県、北側は山梨県である。どちらも東海道将しよう家けの領内だ。

　しかし、静岡側のエリアは英国軍が制圧下に置いた。

　これに反撃を加えるべく、山梨エリア最南――富士五湖の本もと栖す鎮守府より、東海道州軍のレギオン三〇〇騎が出陣したのである。

　敵部隊は密集陣形を組んで飛行し、北方より富士市内に侵入しつつある。

　リチャードの傍かたわらで、海兵セーラー服にベレー帽姿の少女がつぶやいた。

「大英帝国の黒王子ブラツクプリンスが、京都におられる。その情報、東海道首脳部の耳に、きちんと入ってくれた……ようですね」

「あやつめ、京都でずいぶんと遊んでいるからな」

　くくっとリチャードは笑った。

「昨日は城の式典に出たあと街に繰り出し、今日は茶席とやらに顔を出すらしい。『わざとらしくない程度に目立つのはむずかしい』などと言い訳しておったぞ」

「好きで、やっておられる……と、モリガンは思うのですが」

　獅子心王の話し相手は念ジ導ー精ニ霊ーの憑ひよう依いした人形であった。

　ただし『二号』である。モリガンの本体と『一号の人形』は今、箱はこ根ねにある。向こうから一時的に念波を飛ばして、置いていった二号に憑依したのだ。

　ちなみに、護国塔の頭上には巨大な眼球と強力な念が陣取っている。

　随ずい獣じゆう駆く逐ちくの霊れい験げんをまき散らすため、これもモリガンの本体《モルガン・ル・フェイ》が富士に残したものだった。

「しかし、おかげで東海道の狐きつねどもをこの富士まで釣り出せた」

　京都にも敵の情報網があると承知で市内をうろつき、エドワードは箱根周辺が手薄になったという情報を東海道側にあたえた。

　そうして、戦機をはかって消極的になっていた敵軍に誘いをかける。

　向こうから攻めてくれた方が労せず殲せん滅めつできると、黒王子が仕掛けた罠わなであった。どうせ京都に行くのなら、そのついでにと。

「けなげだな。エドワード不在の隙すきを突けばと、取るものも取りあえず攻め込んできたか。精霊モリガン、敵の陣容を解明せよ」

「御ぎよ、意い」

　リチャード獅子心王の指示に、モリガンは即座に応じた。

　護国塔上空の残存念波――渦巻く念のかたまりに命じて、索さく敵てき念波を投射させる。富士市のほぼ全域に《モルガン・ル・フェイ》の神秘力が波となって拡散していった。

　この波が富士市郊外の上空を進む神威かむいたちを捉とらえた。

「敵レギオンは神威……三〇七騎。騎き士し侯こうは、六名。東海道山梨エリアの騎士侯は総員、一〇から一二名と推測、されます。ほぼ半数を、投入した模様です」

「よかろう。ならば、余はその半数のレギオンで出陣する」

「半、数。それはあまりに、すくなぎます」

「かまわぬ。ジャポンでの初うい陣じんだ。余が寡か兵へいをひきいるときも勇者であると、日本国の民たみに示す必要がある。我が名《リチャード獅し子し心しん王おう》のもとに集結せよ――」

　護国塔の屋上で、かつての英国王は真しん紅くのマントをばさりとひるがえした。

「王の剣エスカリブールの名を授けし、我が軍団レギオンよ！」

　ふたりの頭上に、おびただしい数のエスカリブールが現れる。

　クルセイドに似て、クルセイドにあらず。絶大な騎き力りよくを誇るリチャードの念から誕生した――紅あかき英国レギオンの大軍勢であった。

「さあ騎士たちよ。余と共に天あま翔かけよ！」

　獅子の闘争のはじまりだった。




　敵首しゆ魁かい・エドワード王子は箱根の地におらず。

　その隙に富士鎮守府を奪回し、可能であれば余勢を駆って箱根まで攻めよ。

　そう命じられて、東海道将家の騎士侯が六名も出陣し、富士五湖の本栖方面より富士市の空域へ侵入した――。そういう状況だったのだが。

「なに!?」

　東海道軍の首将・小お掠ぐら騎士侯は目を疑った。広大な自然公園やゴルフ場ばかりの富士市郊外。そのあたりの上空を神威三〇七騎は飛行中だった。

　六人いる騎士侯も青い翼よく竜りゆうに乗り、共に飛んでいる。

　日々、霊液を補給することで騎士侯の肉体は強化される。地上数百メートルを吹く寒風もやや肌寒い程度にしか感じない。その彼らに英国軍が接近しつつある。

　燃えるような真紅のクルセイド一五〇騎。

　色にも目をみはったが、なにより遭遇位置に驚いた。

　本拠地とする鎮守府の付近で死んだレギオンは一日程度で復活できる――。

　だから、防御側はなるべく本拠地のそばで敵軍を迎え撃つ。それが定じよう石せきだ。だが、この軍団は富士鎮守府を自ら離れて、郊外までしゃしゃり出てきた！

「向こうの指揮官は何を考えている……？」

　本拠地側の有利を自ら捨てる采さい配はい。小掠騎士侯はあきれた。

　何か奇策があるのか。それともまさか、目立ちたがりで考えなしのバカなのか。敵軍との距離はまだ一キロほど離れている。

　そして、やにわに。

　真紅のクルセイド軍団のなかから一〇〇騎ほどが――急加速。そのまま東海道軍に向けて猛スピードで突進をはじめる！

　神威三〇七騎は球状陣形を組み、臨戦態勢で飛行していた。

　そこに真紅のクルセイド隊がわずか一〇〇騎で突っ込んでくる。『[image: ]』の記号に似た楔くさび形がたの陣形を組んで、三倍の敵めがけて。

「やっぱりバカの方か！」

　翼竜の鞍あん上じようで、小掠騎士侯は毒づいた。バカでなかったら過か剰じような勇気の持ち主か、戦うこと自体に浪ろ漫まんを見いだす夢想家か、己おのれの将才に絶対の自信を持ちすぎる問題人物か。

　……しかし、小掠騎士侯は知らなかった。

　敵将が『バカ』をふくめて、全てに該がい当とうする怪物であるという厄やつ介かいな事実を。




「やはり騎士の突撃こそがいくさの華よな……」

　先せん鋒ぽうをまかせたエスカリブール一〇〇騎が『紅き楔』となり、直進する。

　これを見送るリチャードは白き翼竜にまたがっていた。突撃させなかった五〇騎と共に前進をやめ、空中で待機しているのだ。

　突出した先鋒部隊の前方には、東海道の神威三〇七騎が待ち受ける。

　皇国日本のレギオンは青き甲かつ冑ちゆうと衣ころもをまとい、細身だった。剛強なる英国のレギオンとくらべれば、優にひとまわりは小こ柄がらだ。

　リチャードの感性からすると、どうにも貧弱に見えてしまう……。

　その神威たちは球状に密集した陣形で銃じゆう槍そうを連射。放たれた閃光の雨がエスカリブールたちに襲いかかった。こちらは楔の陣形だ。

　三〇七対一〇〇。まず勝ち目はない。それでも獅子心王はほくそ笑む。

「くくくく。油断だな、東方の騎士たちよ」

　エスカリブールを一〇〇騎だけで突撃させたとき。

　リチャード一世は勝利を確信していた。敵の陣容を見た瞬間に感じたのだ。東海道の将たちの心に隙があると。

　たしかに陣形を組み、戦地に赴おもむく途上だが――まだ富士鎮守府には遠い。

　この距離で襲ってくる敵はいまい。そう無意識に決めつけていたサムライたちの油断、リチャードは獣けものめいた嗅きゆう覚かくでかぎとっていた。

「油断と余裕のちがいも心得ぬ輩やからなど、獅子心王の敵ではないぞ……！」

　待ち受ける神威。そこに向かって突進するエスカリブール。

　両軍がまとう防御結界の光、その強さはレギオンの数に比例する。共に銃槍を撃ち合っているが、東海道側が圧倒的に有利だ。

「ふふ。今このときだけは勝ち誇るがいい」

　神威たちのまとう光の粒子に、英国側の連射はほとんど阻はばまれる。

　対して、一〇〇騎のエスカリブールは防御結界をすり抜けてくる閃光の雨に、次々と紅あかいボディを抉えぐられる。肩を撃ち抜かれ、腹を貫つらぬかれ、頭を撃ち抜かれていく。

　それは突撃する英国軍を全滅させるはずの銃撃だった。

　だというのに、エスカリブールたちは直進をやめない。腹に大穴が開いても、手足が吹き飛んでも、兜かぶとごと頭部が消滅しても――

　英国軍は生ける屍しかばねのごとく、動きを止めなかった。

　それどころか一〇〇騎が一丸となって、一気に加速する。

　ほんの十数秒で時速にして五〇〇キロオーバーの速度域に到達。そのまま三〇七騎の神威が組んだ球状陣形にぶつかっていく。

　青く巨大な球体を、真紅の楔が鋭く抉る――。そういう情景であった。

「王の剣エスカリブールたちよ。貴公らの屍を越えて、余は必ず勝利する。倦うむことなく戦え」

　勇戦を見守るリチャードは熱く、愛いとおしげにささやく。

　一方、傷つきつつも動きを止めないエスカリブール一〇〇騎。彼らは陣形を組んだ神威たちに――勢いよく体当たりをしていった！

　銃槍をぐっと突き出して、その刃やいばで青きレギオンの肉体を貫きながら。

　刃による刺し突とつと体当たりの衝撃は一撃必殺のダメージを生んだ。受けた神威の九割以上が即死して、地上へ墜つい落らくしていった。

　今、真紅の楔は青き球体をみごと貫き、その裏側に突き抜けたところであった。

「うむ。その闘志こそ獅子心王の武ぶ勲くんである！」

　突撃の成功を見て、リチャードは心の底から満足する。

　しかも、先鋒部隊はまだ動きを止めない。一いつ糸し乱れぬ動きで『楔』と化した全エスカリブールはくるりと反転し、さっきと逆方向から神威の球状陣形へ突っ込んでいった。

　……同じ光景の繰りかえしとなった。

　銃槍の連射で押し返そうとする防御側。それで止まらず、全力でぶち当たる攻撃側。

　ふたたび日本のレギオンたちは突撃の餌え食じきとなった。大量の戦死者が生まれ、青き屍がばらばらと地上へ落ちていく。

　エスカリブールによる二度目の突撃成功に、リチャードはうなずく。

「余が授けし《獅子の魂クール・ド・リオン》、しかと見とどけたぞ！」

　Cœur de Lion。仏蘭西フランス国の言葉だ。英国では Heart of Lion となる。

　獅子の心とはすなわち勇気であり闘志。不屈の魂たましい。この雄お々おしき精神を下か賜しすることこそが武勲《獅子の魂》。リチャード一世の異能であった。

　……この武勲を使えば、指揮下のレギオンは死にも屈せぬ戦士となる――。

　たとえ死しても、突撃を最後まで完かん遂すいするのである。

　事実、今の攻撃を終えて、先鋒部隊のエスカリブール一〇〇騎はようやく力尽きた。次々と命の火を失い、墜落していく。

　彼らは神威の銃槍に幾度も撃ち抜かれて、とうの昔に絶命していたのだ。

　命とひきかえの猛攻を二度も受けて、東海道勢はもう一〇〇騎にも満たなかった。

「露つゆ払はらいは終わった。もはや勝利は目前であるが」

　今、リチャードのもとには温存していた五〇騎がひかえている。

　これだけの兵力でも勝つ自信はある。だが、もっと優先すべきことがあった。

「集つどえ、王の剣たちよ。ここからは王者にふさわしき威厳を示さねばならぬ」

　つぶやいてから、南東の方位をちらりと見やる。

　リチャードは微笑ほほえんだ。さきほど鎮守府で召集した真紅の有翼巨兵――その残りがゆっくりと近づいてくるところだった。すこし前から念を送り、呼んでいたのだ。

　数にして、八六七騎のエスカリブールだった。

　すさまじい大軍である。そして、今までひきいていた兵は一五〇騎。……そう。獅子心王リチャード一世の騎き力りよくは一〇一七に達しているのだ！

「ここより大軍の威をもって圧倒する。騎士たちよ、我に続け！」

　リチャードはおごそかに言い放った。

　そのまま翼竜を駆り、神威の残兵めがけて自ら突っ込んでいく。

　これに約九〇〇騎ものエスカリブールが付きしたがい、獅子心王を取りまくように球状陣形を作った。そのまま弾丸のごとく突撃を開始！

「鎮守府に伝令を送り、翼竜隊を出撃させよ。戦場にて日本の騎士侯を見つけ次第、生け捕りにせよと。いくさの仕上げをいたすぞ！」

　随獣の少女妖精スプライトに伝令をまかせて、送り出す。

　一方、獅子心王の大軍を前にして、東海道の残兵は撤退をはじめた。

　霊峰富士のある北をめざして、全力で。この期ごにおよんでも神威たちは陣形を崩さず、球状に密集しているのがけなげだった。

　数は一〇〇騎以下。見逃してもよいか――などと獅子は考えない。

「追撃を行う！　彼き奴やつらの尾に喰らいつけ！」

　逃げる獲え物ものを狩る肉食獣の性さがと飢え、存分に解放するリチャードだった。
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「なんてことでしょう……」

　富士市郊外の空で繰りひろげられたレギオン戦。

　その一方的な展開を目まの当たりにして、志し緒お理りが愕がく然ぜんとしている。今、おそろしいほどの速さで東海道の神威かむい三〇七騎が撃退されたのだ。

　北へ――富士山の方角へと、生きのびた神威と騎き士し侯こうは撤退していった。

　そして、八〇〇騎を超える紅あかきクルセイドがこれを追いかけ、整然と飛び去っていった。

　この一幕を見とどけて、初はつ音ねも仰ぎよう天てんしている。

「最初の攻撃のとき、敵はただまっすぐ突っ込んだだけよね？　それなのに、あんなに効いてしまうものなの？　あっ、あれが《武ぶ勲くん》って必殺技の威力なのね！」

「それもある。だが、それだけじゃない」

　答えてから征まさ継つぐは気づいた。かすかに頰ほおがゆるみそうになっている。

　友軍の敗北を前にして不謹慎も甚はなはだしいが――無意識のうちに微笑しかけていた。あそこまでバカバカしい采さい配はいで勝利を呼び込む、敵将のすさまじさゆえに。

　彼はまちがいなく、東海道側の余裕……否いな、油断を見切っていた。

　その油断ゆえ、日本人たちは力まかせに突撃を押し返そうとするだろうとも。そして、力勝負なら必ず勝てる。そう読んだうえで、無謀な突撃を仕掛けたはずだ。

「あの騎士侯、だいぶ鼻が利きくようだ」

「お鼻って、匂においをくんくん嗅かぐ？」

「ああ。ところで姫。今の指揮官の名前、おわかりになりますか？」

　不思議そうな初音にうなずいてから、征継は訊たずねた。

　あの騎き力りよくと存在感、復活者リザレクトの可能性が高い。博識な志緒理はすぐに答えてくれた。

「自らを獅し子し心しん王おうと呼ぶ御方――おそらく中世の英国王リチャード一世でしょう。あのエドワード王子から……たしか五代前の先祖だったと思います」

　征継は聞き覚えのない名を記憶に刻みこんだ。

　ちなみに、三人はいまだ富士川のほとりにいる。戦場となった郊外はここから何キロも離れている。戦闘の詳細をふつうなら目撃できる距離ではない。

　だが、それを可能とした小道具があった。

「でも姫様。上う手まく随ずい獣じゆうが作れて、よかったですね！」

「言ったではありませんか。成功率は五分五分よりマシだと」

　初音に祝福されて、志緒理はやや得意そうに言った。

　さっき仕込んだ一〇枚の符ふ。うち五枚がすこし前に随獣・八や咫た烏がらすに変化して、符を埋めた土のすぐ上で実体化を遂とげたのだ。

　八咫烏は外見も大きさも『黒いカラス』そのままだ。

　ありふれた姿形から、どこにでも潜りこめる偵てい察さつ役として重宝するらしい。

　戦闘開始の直後、この五体をさっそく戦場の空へ送りこんだ。そして、帰還した八咫烏の目が見とどけた光景を念ねん導どう術じゆつで映像イメージ化し、再生したのである。

　八咫烏たちは今、河原の砂利の上で直立し、待機中だ。

「……あら？　戦闘後に何かあったようですね」

　皇こう女じよの前には、四角いウインドウが三つ開いている。

　八咫烏五体がそれぞれ異なるアングルから視覚記憶した情景を再生していたのだが、そのうちのひとつに志緒理は注目した。

　映像のなかでは、英国軍の白い翼よく竜りゆうが四匹も飛行中だった。

　そして、この連中にかこまれて、日本の青い翼竜――それも軍人を乗せた竜が力なく飛んでいる。捕ほ縛ばくされ、連行されているのだ。

　初音が首をかしげつつもつぶやく。

「やっぱり東海道の騎士侯さん……かしらね？」

「だろうな。人質として捕らえられたのだろう」

「えっ、人質!?」

　新米騎士侯が仰ぎよう天てんしたので、征継は淡々と語った。

「使い途みちはいろいろある。……たとえば、なかなか陥おちない駿する河が鎮ちん守じゆ府ふの前で人質に拷ごう問もんを加え、なぶり殺しをはじめる。怒った俺たちが人質奪還に出たところを迎え撃つ。これなら砦とりでにこもった敵軍をかんたんに殲せん滅めつできるぞ」

「それは外げ道どうすぎるわよ、お兄さま！」

「そういう作戦、今どきは騎士道協定で禁止されています。一応、建前上は。でも、征継さまのおっしゃるとおりでしょう。騎士侯の人質なら交渉材料にもなりますし、情報だって引き出せるかもしれません。……しかも、ひとりだけではないようです」

　ため息をついて、志緒理が映像の続きを指さす。

　日本人騎士侯がさらに二名、乗騎の翼竜と共に連行されていくところだった。

「騎士を人質に取るだなんて、やっぱりリチャード一世は中世生まれですね。あの時代、いくさで身分ある騎士を捕らえることは、すばらしい功績だったのです」

「ほかの騎士侯は戦死したか、逃げのびたか……」

「あるいは、べつの場所で捕まったか。いずれにしても参りました」

　征継のつぶやきにうなずいてから、志緒理は言う。

「敗北しただけでなく、貴重な戦力である騎士侯が何人も敵の手に落ちるだなんて……。できれば救出したいところではありますが」

　その困難さを思ってか、皇女は凜り々りしく眉まゆをひそめた。

　いつもお気楽な初音もしょぼんとしている。そして、征継はすこしだけ現状について考えてみたあと、おもむろに意見した。

「では、姫。今すぐにはじめるべきです」

「えっ？　何を……でしょう、征継さま？」

「騎士侯の救出です。やるなら今すぐに取りかかるべきだ」

　突然の進言に、志緒理が「！」と驚く。初音もきょとんとする。

「この手のことは時間が経たつほどにむずかしくなる。運よく現場に立ち会えた幸運を活いかすべきだ。しかも厄やつ介かいな獅子王とやらは逃げた兵を追って、ここにいない」

　征継は熱量のすくない口調で淡々と言った。

「だから今です。できれば、やつが帰ってくる前に鎮守府を攻めたい」

「攻める――！　富士鎮守府を、ですか!?」

「待って！　それって初音とお兄さまのふたりだけで!?」

　初音が勢いよく口をはさむ。征継はうなずいた。

「そうなるな」

「絶対に無理だわっ。リチャードって人はいなくても、ほかの騎士さんがいそうだし。それにここは駿河じゃないから、お兄さまもそんなにレギオンを呼べないんでしょう？」

「ああ。いま使える兼かね定さだは二四、五というところだ」

　本拠地以外の土地では、召集できるレギオンの数は極端に落ちる。

　騎力のほぼ十分の一だ。そして征継は駿河市を本拠地とする騎士侯。今いる富士近郊は完全にアウェイだった。

「その程度じゃ無理よ。初音もまだ一騎しか呼べないし！」

「そうでもないぞ。今回は――砦を陥とすことが目的じゃないからな。やりようはいろいろある。ただ、おまえにしっかりはたらいてもらうことが大前提だが」

　征継はじっと初音を見つめた。

　昨日、騎士侯になったばかりの少女は「えっ？」ときょとんとした。




　川のほとりを離れて、征継たち三人はついに富士市内へ。

　目的地の富士鎮守府は市郊外――東のはずれの湿地帯に位置する。駿河と同じで、市街地から離れた場所に軍用地を確保して、造られたのだ。

　一行はそちらに直行せず、駿河湾に面した港までやってきた。田た子ごの浦うら港だ。

「初音。わたくし、作戦の前に征継さまと最後の打ち合わせをします」

　いきなり志緒理が言った。

　港の埠ふ頭とうにある大きな公園に入った直後だった。広い芝生があるだけでなく、園内には植物園やアスレチック遊具までそろっている。

「すこしの間、この辺で待っていてもらえますか？」

「あ、はあい」

　突然の命令に首をかしげつつも、初音はあっさりとうなずいた。

　近くにあったベンチに腰かけて、さっき『腹が減ってはいくさはできないわ！』と買いこんだ緑茶とあんパンで腹ごしらえをぱくぱくとはじめる。

　鎮守府攻撃の計画にびっくりしたのは昔話。早くも開きなおっていた。

　このあたりの度胸と単純さ、初音の長所と見るべきだろう。

「なんだかんだで富士市は安定しているようだ」

「ええ。この港までもすんなりと来られましたし」

　メガネで変装した皇女と共に、征継は公園の奥へと進んでいく。

「戦闘があったばかりなのに、もう外出されている方がいらっしゃいます」

　昼の一四時すぎ。すくないがカップルや家族連れなども見かける。

　今日は日曜日なのだ。一応、カレンダー上では。

　ふたりは駿河湾を一望できる小高い丘までやってきた。ここにもちょうどベンチがあったので、そろって腰をおろす。

「まあ、戦場になったのは市のはずれ――山間部の方ですし。市街地の住民には『鎮守府からレギオンがどこかに出撃していった』程度の印象なのかもしれませんね」

　肩をすくめて、志緒理はつぶやいた。

　しかし、安定と平和はイコールではない。バスの運行は富士市内だけに限定。電車は駿河と同様、止まったままだ。

「この安定はよくも悪くも騎士道協定のおかげでしょう」

「あれですか。戦闘中の残ざん虐ぎやく行為や民間人への非道を禁じるとかいう」

「ええ。あの協定は『市民を守るための国際戦闘法規』というのが表向きの顔ですが……代わりに、『民たみにも協定の遵じゆん守しゆを求める』という裏の顔もあります」

「裏？」

「はい。戦闘の結果、他国の制圧下に入った都市の住民は――占領軍への抵抗活動を行ってはならない・可能な範囲で協力を惜しまない・許可なく都市の外へ移動しない……そういうルールも騎士道協定にはあるのです。それを守る市民だけが協定によって保護されます」

「……なるほど」

「この富士市もまず最初に、市長をはじめとする市民代表が『協定を遵守する旨むね』の誓約書にサインを書かされているはずです」

　ここへ来るまでの間、何度か維い新しん同盟の歩兵隊を目撃した。

　市内のあちこちで哨戒活動パトロール中なのだ。ただ、市民の感情をいたずらに刺激しないための配慮だろう。この任務に当たるのは日本人――畿き内ない将しよう家けの兵たちだった。

　ことさら市民に暴力を振るったりの問題行動もなかった。

　が、カーキ色の戦闘服姿で自動小銃をたずさえ、装甲車の近くにいる兵士たちはそれなりに威圧感を放つ存在だった。

「富士市に長居していると、わたくしたちもたぶん厄介なことになります。いずれ身分証の提示をどこかで求められるはずです。移動許可証もないのに市外から来たとバレたら、そのまま拘束されて、一巻の終わりです」

「たしかに。でしたら姫、俺はそろそろはじめます」

「は、はい。御武運をお祈りいたします……」

　もう出発の時だ。征継は腰を上げた。志緒理からも見送りの言葉をもらって、あとは計画を実行するだけ――なのだが。

　なぜか皇女殿下は手をのばし、征継の上着の裾すそをつかむ。

「……まだ何か？」

「征継さまっ。わたくしだけでお見送りする意味、お察しください！」

「意味？」

「は、はい。今なら人もまわりにいませんし……」

　怒ったように叱しつ責せきしたあと、恥ずかしげにうつむくプリンセスを見れば、みなまで言われずとも理解できる。征継はベンチにすわりなおした。

「失礼いたしました」

「い、いえ。では、いたしましょう……か」

　ふたりの間には距離があった。およそ一メートル弱。だが、征継はふたたび腰をおろしたときに、それをゼロにした。志緒理のすぐ隣へ行ったのである。

　そのまま主君と仰あおぐ姫君の美貌をじっと見つめる。

　志緒理も見つめかえしてくれた。わずかに不安そうな面おも持もちだ。

「姫」

　緊張をほぐそうと、まず征継は声をかけた。

　距離が近い。すぐそばにいる志緒理の体温を感じられそうなほどだ。彼女はそっと右手をのばして、征継の頰ほおを撫なでてくれた。

「やっぱり冷たいままなのですね、征継さまのお体……」

　声が小さい。目の前の相手にだけとどけばいいという志緒理のささやきだった。

「あいかわらず氷みたいです。お寒くはないのですか？」

「特には。姫から分けていただく血のぬくもりがあれば、十分すぎるほどあたたかい」

「でしたら今日も――存分にお取りください。これから出陣なのですから、できるだけ霊液をたくわえていただかないと……」

　橘征継は記憶のない復活者リザレクト。そのため自力で霊液補給を行えない。

　しかし、〝ほかの者がたくわえた霊液を奪う〟ことはできる。それが征継の武勲――できるはずのない奇跡を可能とする異能なのである。

　ゆえに征継はぶしつけに姫君を抱きよせ、その首筋に顔を埋める。

「征継さま……」

　志緒理はぎゅっとしがみつき、身をゆだねてくれた。

　彼女のぬくもり、そして柔やわ肌はだの熱さが洋服越しに伝わってくる。また、このうえなく女性らしい起き伏ふくに富んだ肢し体たいの感触も。

　恋人同士でなければ許されないほどの密着。だが、これで終わりではない。

　征継は皇女殿下の首筋に顔を埋めたまま、白磁の肌に唇くちびるをつけた。彼女の体内を流れる聖獣・天てん龍りゆう公こうの血から神秘と霊液の源みなもとを吸い出すためだった。

「あ……ん――」

　吸われた命が征継の体と溶け合い、同化していく。

　そのことを漠ばく然ぜんと感じ取って、志緒理が陶とう然ぜんとうめいた。声は止まらない。

「んっ……ぅぅぅんんっ。ああ――っ」

　志緒理の声が高くなり、全身がほてったように紅こう潮ちようしてきた。それでも征継の女主人として、けなげに言ってくれる。

「ま、征継さま。もっと……強くされても大丈夫ですよ？」

「いや。これ以上は姫のお体が保もたない」

　ひとしきり力をもらったところで、征継は志緒理の首筋から唇を放した。

「このあとも姫にやっていただくことは山積みなのですから」

「それは――そうですけど」

　軽く息を荒げながら、志緒理はすこし不満そうに唇をとがらせた。

　しかし、吹っ切るようにかぶりを振り、つぶやく。

「でも、たしかにおっしゃるとおりです。初音のフォローをする必要もありますし、ここで力尽きるわけにはいきませんね」

「できれば、姫には街の外で俺たちの帰りを待っていて欲しいのですが」

　予想外のなりゆきではじめた今回の作戦。

　最優先で駿河に帰すべき姫君には、できるだけ安全地帯にいてもらいたい。しかし、当の志緒理は平然とうそぶく。

「いけません。征継さまの計画には初音の力が絶対に必要です。でも、あの子はまだ騎士侯として目覚めたばかり。わたくしが手助けしないと、失敗に終わるはずです」

「…………」

「前に言ったじゃありませんか。自分の才覚を試せるのが今は楽しいと」

　自分が危険を冒おかすべき理由、整然と語る志緒理だった。

　もちろん護衛役としては認めがたい言いぐさだが、征継は――うなずいた。復活者である己おのれは藤宮ふじのみや志緒理の野望を成じよう就じゆさせるため、ここにいる。

　主あるじが命を懸かけると言うのなら、過保護に拒否するなど本末転倒だ。

　いつの時代も野心を満たすためには、なにかしらの代償が必要なのだから。

　……こうして志緒理からの心づくしも受け取り、橘征継は公園を去った。

　ひとりでしばらく埠頭を歩いていると、ちょうどいい連中を見つけることができた。

　英国軍の装甲車と、哨しよう戒かい中の歩兵小隊。

　近づいていく。ここからは派手に暴れる必要がある。

　征継は《和いず泉みの守かみ兼かね定さだ》の名前を念じた。かつて土ひじ方かた歳とし三ぞうが振るった愛刀の銘めいだ。すると、今まで空だった左手に――鞘さやにおさめた日本刀が忽こつ然ぜんと顕あらわれる。

　継承者は《銘》の具現体を消したり、呼んだりもできるのだ。

　鞘入りの刀を左手に持った高校生の接近に、十数名の英国兵は硬い視線を向ける。

「悪いが」

　征継は彼らに呼びかけた。

「これから、おまえたち維新同盟とやらを相手にひと暴れさせていただく。邪魔する者は容よう赦しやなく斬きり捨てる。それでもかまわないのなら仲間の連中を呼ぶといい」

　そして、おもむろに念を解き放つ。

　一瞬にして、橘征継の精兵〝赤紫色の神威かむい〟――兼定として具現化した。

　その数は三〇体。いよいよ計画のはじまりだった。たった三人で富士鎮守府を攻めて、捕らえられた騎士侯たちを救うという……。
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　騎き士し侯こうは己の念をレギオンの軍勢として具現化できる。

　この能力を使えば、騎士侯がひとりで敵国の都市部や重要施設に潜入し、おもむろにレギオンたちを召集して、悪質な破テ壊ロ活動を行う――。

　そういう勇壮ならざる戦争を仕掛けることも可能だった。

　だが、実じつ践せんする者はほとんどいない。騎士道協定に抵触する行為であり、さらに効率のいい手段でもないからだ。

『契約を結んだ水すい霊れい殿でんのある本拠地でないと、騎き力りよくどおりのレギオンを召集できない』

　騎士侯たちはこの原則を頭に置いて、軍団を運用する。

　本拠地以外の土地では――騎力の一割しか兵を具現化できない。

　そして列強諸国では、重要都市の近郊にはテロへの抑よく止し力りよくとして鎮ちん守じゆ府ふを設けておくことが多かった。ゆえに非効率なのだ。

（こうした自爆的な任務で、特権階級の騎士侯を捨て駒ごまにできないという面もある）

　しかし今回、征まさ継つぐはあえて市中――港のそばでいきなり軍団を召集した。

　現在、征継の騎力は三〇二。志し緒お理りが毎日すこしずつ分けてくれた霊液、そして直前に授けてくれた分のおかげで、そこまでたくわえることができた。

　だが本拠地の駿する河が以外では、レギオンの召集数は一割となる――。

　それが、ここ富士市の港で呼んだ三〇騎なのである。

「まだ何もしなくていい。しばらくこのままでいろ」

　指揮下の兼かね定さだに、征継はぼそりと命じた。

　飛行はさせていない。赤紫色のレギオンたちは地上に張りついたまま円陣を組み、手にした銃じゆう槍そうを円の外へと向けていた。

　そして、円内には一騎だけ兼定がいる。その肩に征継は立っていた。

「騒がしいことだな」

　レギオンの身長はおおよそ八メートル前後。肩の上にいれば、マンション三階あたりのベランダから見わたす感覚で港の景色を見おろすことができる。

　いきなり具現化した有翼巨兵の部隊を見て、民間人が逃げまどっている。

　外出はひかえていたものの、港湾施設や商店、工場、家屋などにはすくなからぬ数の人々がいたのである。

　市内数十箇所のスピーカーから、警報も流れはじめた。

　尚なお、逃げたのは軍人も同じだった。さっき声をかけた哨しよう戒かい活動中の歩兵隊もとっくにこの場から退避していた。が、代わりに――

「来たか」

　富士鎮守府よりクルセイド八四騎が出陣していた。

　ゆっくりとした速度で飛行し、西の空から接近中だった。鎮守府は港から西へ電車一駅分ほど動いた一角にあるのだ。

　しかし、この八四騎はすぐに兼定たちを襲わない。

　人目のある場所でうかつに市街戦を行って、『民間施設の意図的な破壊』で騎士道協定に抵触するリスクを恐れているのだろう。あとで告発されたとき、すこし面倒になる。

　空中で球状陣形を保ったまま、こちらの出方を見ていた。

　八四対三〇。かなりの兵力差だった。

　だが、本当に厄やつ介かいな敵は――征継はじろりと鎮守府の方を見つめた。

　軽く四、五キロは離れている場所。だが、その上空に渦巻く念と、わだかまる眼球を目視することはかんたんだった。

　眼球があまりに巨大だからだ。直径にして六〇メートル以上はあるだろう。

　念導神格イフリート《モルガン・ル・フェイ》の影――つまり分身だという。そして、モルガンは英国の妖精伝でん承しように登場する、死の女神なのだとか。

　死を呼ぶ女神の眼球はじっと征継の軍団を見すえていた。

　必要とあらば、いつでも攻撃なり防御なりのアクションを起こせるように。

　だが、今はまだ動きを見せない。念と神秘力を無駄に消しよう耗もうしてしまうからだ。英国の念導神格からは、さすが歴戦の勇士という風格が感じられた。

　この落ち着きと余裕こそ――征継の期待したものだった。

「よし」

　英国の騎士侯と念導神格はこちらの出方をうかがっている。

　まだうかつに手出しはすまい。あとはその間に初はつ音ねが仕事をできるか否いなか。もう下駄をあずけるしかなかった。




「心の準備はいいですか、初音？」

「も、もちろんです、姫様！」

　皇こう女じよ志緒理に呼びかけられて、初音は背筋をただした。

　田た子ごの浦うら港の突端にある大きな公園にいる。駿河湾の広々とした海原を見渡せるだけでなく、富士山までも近くに望める場所だった。

　まさに抜群の景観である。が、初音にそれを楽しむ余裕はない。

　親族の橘たちばな征継は三〇分前にここを出発したという。計画どおりなら、まもなく橘初音も初うい陣じんのときを迎える。しかし、不安材料は多い。

「ただ、初音が呼べるレギオンはまだすくない――というか一体だけだし、自信たっぷりとはとても言えないんですけど……」

　現在、初音の暫ざん定てい騎力は『たった一』。

　もうすこし慣れれば数も増え、本当の騎力がわかるだろう。そう言われていたが、現時点で戦力として頼りないのは事実。だが、志緒理は言う。

「かまいません。この役目には、むしろ都合がよいはずです。一体だけの方が発見されにくいはずですから」

　こちらとは逆に、自信たっぷりな軍師役だった。

　初音を勇気づけるためか、本当に成算あっての言葉なのか。あるいは両方か。

「わたくしができるかぎり補佐します。思い切りやってみなさい」

「はいっ。……ところで、立りつ夏かさまにあとで怒られませんか？　皇女殿下がこんな危険な真ま似ねをされるわけですし」

「そのときは仕方ありません。おとなしくあやまりましょう」

「わかりましたっ。初音もお供します！」

「今度、あの方の弱みを探るのもいいかもしれませんね。あまり口うるさく言われるようなら、いつでも反撃できるように」

「…………」

　ときどき無ぶ頼らい・豪ごう傑けつの橘一族らしさを棚上げして、『姫様、もっとお姫さまらしくしなくちゃメですよー』とお説教しなくちゃダメなのかなともたまに思う初音であった。

　ともあれ、話す間にいよいよ時が来た。

「初音、あれを。征継さまが兼定を呼んだようです！」

　富士鎮守府がある西の方角――そちらの空を志緒理が指さした。

　田子の浦港をめざして、英国軍のクルセイド八〇騎ほどが飛んできた。時速五、六〇キロと低速である。スピードを出すと霊液を消耗するからだ。

　そして、鎮守府上空にいすわる巨大な眼球――。

　念導神格イフリートモルガン・ル・フェイの分身だという『目』がひときわ強烈な念を放つ。その視線は港の一隅にそそがれていた。

　まちがいない。兄貴分の征継が事を起こしたのだ。初音は叫んだ。

「我が銘めい《九く郎ろう判ほう官がん義よし経つね》のもとに――集結しなさい、軍団レギオンたち！」

　白と赤のレギオンが一体だけ具現化する。

　基本的な形は神威かむいと同じだった。しかし、甲かつ冑ちゆうの色は深い赤。その上に白い衣ころもをまとっている。なにより兜かぶとの頭頂部が『烏え帽ぼ子し』のように長かった。

　兼定と同じく、橘初音のレギオン〝九郎判官〟も神威の派生カスタム型なのだ。

「初音と姫様を連れて、鎮守府まで――一気に飛んで、九郎！」

　九郎義経の名を冠かんする配下。その反応は迅じん速そくだった。

　彼は持っていた銃槍を背にかけ、腰をかがめて、長大な両手で包みこむようにして女子ふたりを確保すると――

　やにわに飛び立ったのである。いきなり時速一〇〇キロ超を叩き出して。

　そのまま加速を続けながら、一直線に富士鎮守府をめざす。

　ただし、二階建て家屋の屋根を足裏でこすりそうなほどの低空飛行だった。
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　高度を上げて、目立つわけにはいかない。征継が街中でレギオンたちを召集したのは、囮おとりとなるためなのだ。

　己のもとへ敵の騎士侯を呼びよせ、モルガン・ル・フェイの注目も集める。

　そうやって、九郎判官の急接近をぎりぎりまで富士鎮守府に悟らせない――。そういう目もく論ろ見みだった。気づかれた時点で《念ねん障しよう壁へき》を張られてしまう。

　鎮守府のまわりに防壁ができれば、もう侵入はむずかしいだろう。

　埠頭の公園から富士鎮守府まではほんの数キロしかない。このスピードなら五分とかからずに到達できるはずだった。

　だが、あと数百メートルで鎮守府というとき。

　モルガン・ル・フェイの眼球がぎょろりと瞳を動かし、接近中の九郎判官をたしかに視認した。直後、荘そう重ちようなコーラスに似た歌声が空にひびく。

　ァァァァァァァァァアアアアアアアアアアアアアアァァァァァァ…………。

　その歌に合わせて、密度の高い念が大気中に立ちこめていく。

　富士鎮守府をすっぽり覆おおいかくす念障壁が構築されつつあるのだ。予兆を察して、すかさず初音は叫んだ。

「九郎判官！　力を――初音の血を分けてあげるから、もっと速く！」

　一瞬、初音の意識はフッと遠くなった。

　貧血のような症状だ。水すい霊れい殿でんでたくわえた霊液がごっそり体から失われたのだろう。そして、直後に九郎判官は爆発的な加速を見せた。

「きゃあああああああああっ！」

「う――ぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅっ」

　初音は絶叫マシン搭乗時さながらに悲鳴をあげた。

　志緒理も急加速のＧにうめき声をあげる。レギオンの肉体を保護する防御結界がなければ、全身の骨がバラバラになったかもしれない。

　ともあれ、念障壁が完全に展開されるコンマ数秒前。

　九郎判官は鎮守府の内部へ、ぎりぎりすべりこんでみせた。

「お体は大丈夫ですか、姫様!?」

「ど、どうにか。それより早くはじめましょう」

　富士市の鎮守府は駿河のそれと似たような造りだった。

　敷地は皇こう都とのドーム球場五、六個分。五ご芒ぼう星せいの形をした城壁で取りかこまれている。

　中央には高さ四〇メートルの護ご国こく塔とうがそびえ立つ。が、それ以外にも小さなビルや倉庫があちこちにあった。そして、塔の真上には巨大眼球が浮いている。

　その一角で、九郎判官はふたりを地上に降ろしてくれた。

「き、騎士侯を捕らえた場合、まず彼らが所持する《銘》に封印をかけます」

　志緒理はふらつきながらも言う。

　すぐに初音は女主人に駆けより、彼女を支えた。

「そのためには念ねん導どう士官が大勢集まって、封印機き巧こうを発動させないといけません。《銘》や騎士たちが放つ念ねん波ぱもありますから……強い念の集まった場所に行けば、捕らえたばかりの捕ほ虜りよがいる可能性、高いと思います」

　話すうちに息がととのったらしい。志緒理の声に力強さがもどってきた。

「ただ、敵基地のまっただなかに長くとどまるべきではないでしょう。捜索が成功しても失敗でも、一〇分以内に撤退します。あの御お札ふだを使いましょう」

「大丈夫ですっ。ばっちり持ってきてます！」

　着物のたもとから、初音は四つ折りにしたＡ３サイズの厚紙を取り出した。

　随ずい獣じゆう符ふだった。しかも二枚。落とすといけないので、すぐにしまう。それを見とどけてから、志緒理は体から――金色の光を放った。

　さらに『きぃぃぃぃん！』という甲かん高だかい音までも。

　これは強い念導波を放射したときの現象らしい。初音は目を丸くした。

「……奥の方にあるビルが怪あやしいですね。案内いたします」

「お願いしますっ。――九郎！」

　声に応こたえて、赤と白のレギオンがふたりを巨体の肩に運んでくれた。

　右肩には初音、左肩には志緒理を乗せて、優雅に跳躍。二〇〇メートルほど飛んで、皇女が指さすビルの前に降り立った。まったく震動がない。

　レギオン・九郎判官は巨体でありながら、音もなく着地を決めたのだ。

　夢でまみえた牛うし若わか丸まるバージョンの義経を彷ほう彿ふつさせる身のこなし。数十トンもの体重があるだろうに、猫さながらの軽やかさ・しなやかさだった。

　感服しつつも、初音は指示する。

「壁に穴でも開けて、なかを見えるようにして。誰がいるのか確認したいの！」

　すぐ目の前に、七階建ての黒いビルが建っている。

　街中なら洒落しやれたオフィスビルという風ふ情ぜいの建物だが、ここは鎮守府の敷地内。もちろん軍施設なので、遠慮なく破壊できる。

　九郎判官は右腕の拳こぶしを鋭く突き出し、ビル二階の壁を深々と抉えぐった。

　レギオンの腕力を前にしては、鉄筋コンクリートも障しよう子じ紙がみと大差ない。拳をひきぬくと大穴が開いていて、ビル内部のオフィスなどをのぞき見できる。

　この調子で壁にいくつも大穴を開けていったとき。

　四つめの穴のなかに、皇国日本の軍服を着た男たちの姿を見つけることができた。




　一方、田子の浦港の埠頭では。

　征継および兼定三〇騎はクルセイド八〇騎とにらみ合いを続けていた。

　兼定たちには今までどおり、円陣を組ませたままだった。銃槍を円の外へ向けているのも変わらない。

　対して、クルセイド隊はこの円陣をななめ上から見おろす位置にいる。

　数十メートル上空で横一列になり、銃槍の先を地上の兼定たちへ向けていた。

「すぐにうかつな真似はしないか……。助かるな」

　征継はつぶやいた。敵の慎重さ、むしろありがたい。

　空中のクルセイド部隊が組んだ横列――その後方で、白い翼竜に乗った英国騎士侯がひかえている。壮年の男だった。

　翼竜を繰りかえし旋回させつつ、日本勢の出方をうかがっている。

　征継が指揮するレギオンに〝一度も発砲させていない〟から、だろう。さっきから意味ありげな示じ威い行動をさせているだけなのだ。

　人口の多い市街地での激しい戦闘行為、やはり『騎士道協定に違反』する。

　だから、英国方は先に発砲することをためらっている。自分たちの側から協定違反を犯して、問題の芽を作りたくないようだ。

　結果、もう一〇分近くもにらみ合っている。

　都合よく膠こう着ちやくしなかったら、ひたすら守勢に回って十数分を乗り切る肚はらではあった。が、不要な戦いはないのがいちばんいい。

　征継が己の幸運に感謝したとき、鎮守府上空の『目』が念波と歌声を放った。

　ァァァァァァアアアアアアアアアアァァァァァァ…………。

　たちまち念障壁が展開され、鎮守府全体をすっぽりと包みこんでしまう。はたして初音たちは内部にもぐりこめたか。人質を見つけ出せるのか。

「あとはどう転んでも、生きのびるためにあがくだけだ」

　つぶやいた瞬間、征継はその大だい音おん声じようを聞いた。

　オオオオオオオォォォォォオオオオオオオオオォォォォォォンンンッ！

　富士鎮守府の方角から、咆ほう哮こうが聞こえてきた。

　郊外の湿原から港付近の市街地にまでひびきわたる音量。レギオンが仮面で隠した口より発する吠ほえ声だった。《戦場の歌ウオークライ》という。

　これは人ならざる有翼巨兵たちの歌声であり、鬨ときの声だった。

　――鎮守府から撤退するときは九郎判官の声で知らせろ。

　初音にあたえた指示だ。取り決めどおりの合図を耳にして、征継はささやく。

「総員抜ばつ刀とうしろ。突っ込むぞ」

　三〇騎の兼定たちはすぐに反応した。

　彼らが装備した銃槍――銃剣付きのライフルがたちまち日本刀に変化する。土ひじ方かた歳とし三ぞうの愛刀である和いず泉みの守かみ兼かね定さだとまったく同じ、天下の銘めい刀とうに。

　そして、三〇騎は全身に防御結界の粒子をまとう。

　結界粒子の光はふつう白色だが、兼定たちのそれは赤紫――装甲と同じ色を帯びている。そのうえ、まとうのは防御の光だけではない。

　立ちふさがる全てを斬きり伏せるという殺気まで、全身にみなぎらせていた。

　まさしく『鬼』と呼ばれた新撰組副長にふさわしい、鬼気迫る存在感だった。

「かかれ！」

　征継の号令で、全ての兼定が刀を一斉にかまえた。平ひら青せい眼がんだ。

　この刀の軍団がまとう殺気と鬼気に当てられたのだろう。空で見張っていたクルセイド八〇騎も防御結界の粒子をまとい、反射的に銃槍の引き金をひいていた。

　狙ねらいはもちろん、地上で円陣を組む兼定三〇騎。

　だが、銃口からアスファルトを蒸発させる熱線が放たれるという寸前。

　征継ひきいる軍団は地を蹴り、飛び立った。めざすは前方で待ち受ける敵クルセイド――ではない。スタートダッシュと同時にこの連中を迂回し、さらに急加速。

　富士鎮守府めざして、高速飛行を開始する！

　二秒前まで兼定三〇騎がいたあたりに、閃光の雨が降りそそぐ。

　そして、射撃をはじめてしまったがためにクルセイド隊は兼定たちに追撃の熱線をすぐには放てなかった。これを狙って、殺気まじりのフェイントを仕掛けたのだ。

　港の埠頭から富士鎮守府までは五キロもない。

　その間に横たわる市街地を飛びこえ、家屋のまばらな地域を抜けて、自然ゆたかな湿原の上空へと、わずか十数秒で到達する。

　このスピードとＧから征継を守るのは、兼定がまとう防御結界だった。

「稲妻にはかまうな。まっすぐに行け」

　途中、何度も空から電光が降ってきた。

　念導神格《モルガン・ル・フェイ》が放った天てん象しよう勅ちよく令れいだ。

　だが、兼定たちは球状に密集することで三〇騎分の防御結界を重ねて、数秒の間――どうにか電撃の連射をしのぎきった。

　もう五芒星型の城壁でかこまれた鎮守府は目の前だった。

　しかし、物理的な壁ではない念力の防壁――念障壁が立ちはだかっている。これが健在なかぎり、鎮守府に入ることも出ることもかなわない。

「今度こそ仕掛ける。――貫つらぬけ！」

　球状陣形の中心にいる兼定の肩で、征継は命じた。

　それは必殺を指示する『殺戮の言葉ワード・オブ・キル』だった。まず四騎の兼定が急加速して球状陣形から離れ、念障壁の一角に体当たりで突っ込んでいく。

　しかも四騎全てが横一線にならび、刀を両手で突き出しながら。

　四振りの刀はぐさりと念障壁に突き刺さる。しかも、この兼定四騎の背中めがけて、残りの二五騎がスピードに乗ったまま――飛びついて、力を合わせて背を押したのである。征継を肩に乗せた一騎だけが参加しなかった。

　この攻撃で、念障壁に横ならびの穴が四つも開いた。

　穴同士が近かったため、結局、ひとつの大穴に広がってしまう。そこから征継指揮下の二九騎は鎮守府内になだれこんでいった。

　難攻不落の念障壁すらも、部分的であれば容よう赦しやなく切り裂く――。

　これこそ銘刀・和泉守兼定の武勲《雁がん行こう剣けん》の威力だった。指揮するレギオンに土方歳三の剣と、集団で敵を屠ほふる剣技を授けるのだ。

　そして、大穴を穿うがった兼定たちのそばに、神威型のレギオンが飛んできた。

「約束どおり来てくれたわね、お兄さま！」

　赤き装甲の上に白き衣をまとう神威――九郎判官のレギオン。

　その右肩に初音が腰かけている。いかにも不安定そうな場所だが、騎士侯が落ちることはめったにない。レギオンとの間に神秘力の絆があるおかげだった。

　初音のたたずまいにも余裕がある。騎士侯の力に慣れてきたようだ。

　さらに青き翼よく竜りゆうも二体、飛んできた。志緒理が念のためと言って、初音に持たせていた随獣符。あれを実体化させたのだろう。

　一匹目の竜には志緒理が乗っていた。騎乗用の鞍くら付きなのだ。

　二匹目には――将校の軍服を着た日本人三名がいた。みんな覇は気きがない。表情もどんよりと暗かった。だが、命に別状はないようだ。

　こうして〝皇女とその騎士たち〟は合流をはたし、そろって念障壁の外に出た。

「姫もご無事でしたか」

「ええ、どうにか。征継さまもご苦労さまでした」

「そちらの三人は？」

　人質にされかけた騎士侯たちへ、征継は目を向けた。

　二十代から三十代の青年三名である。それぞれ羽は部ぶ奈な、真ま池いけ、田た比びだと名乗り、神妙な顔で征継に礼を述べる。しかし、三人は《銘》に封印措置を施されていた。駿河あたりで解除しないと神威を呼ぶことはできないという。

　征継はレギオンの肩から、翼竜に乗る皇女のうしろへ飛びうつった。

　同じ竜、同じ鞍にまたがり、ふたり乗り。騎行に不慣れな志緒理を助けるためだ。まさに今から脱出行――という矢先。

「お兄さま、あれ！」

　妹分の叫びを聞いて、征継は港の方を見やった。

　さっき振り切ったクルセイド八〇騎がこちらへ接近中だった。飛行速度はゆっくりだが、銃口をこちらに向けている。さて、どう逃げる――征継が考えを巡らせたとき。

　九郎判官の肩の上で、初音がいきなり言った。

「待って。ここは初音にまかせてちょうだい！」

「なに？」

「義経さんの《銘》が言ってる――気がするの。いい方法があるって」

　初音はいまだ騎士侯として覚醒しきっていない。だが順調に花開きつつあるのか。妹分が何をするつもりか察して、征継はうなずいた。

「わかった。やってみろ」

「ええ、まかせて！」

　元気よく請うけ合ってから、初音はおもむろに声のトーンを落とした。

「……敵てき人じんの空虚なる地、無人の処ところを知らば、以もつて必ず出いずべし。敵を衝つき、陣を絶たち、皆その死をいたせ。我が武勲《虎こ韜とう必ひつ出しゆつ》をとくと見よ！」

　やはり、武勲の使用だった。

　兵法書の秘伝じみた口こう訣けつのあと、初音は高らかに言う。

「お兄さま、初音のあとに続いてちょうだい！」

　強烈なほどの念をまき散らしながら、九郎判官が西の方角へ飛行をはじめる。

　その行く手には、さっき埠頭で対たい峙じしていたクルセイドの軍団八〇騎が待ちかまえているのだが――征継は「よし」とつぶやいて、あとに続けと念じた。

　先行する九郎判官を追って、その背中に指揮下の兼定三〇騎も続く。

　……直後、目の前の景色が変わった。

　いつのまにか征継たちの軍団は――富士川の上空を飛んでいた。数時間前、随獣・壬み生ぶ狼ろと共に山道を越え、たどり着いた川の流れである。

「なに？」

　さほど水量は多くない。中なか州すと砂利ばかりの岸辺が目立つ。

　鎮守府から富士川まで、約一〇キロ。この距離をわずか一瞬で移動したのか。しかも、征継たちに『猛スピードで飛んだ』という実感はまったくない。

　九郎判官のあとに続いた直後、気づいたら〝ここにいた〟のである。

　加速にともなうＧも感じず、兼定たちも霊液をまったく消耗していなかった。

「どうやら《九郎判官義経》の武勲は……」

　驚いた面おも持もちで志緒理がつぶやいた。

　その間も兼定たちと翼竜は西へ――駿河の方角へ飛んでいる。富ふ士じ川がわを越えて、大おお丸まる山やま、金かな丸まる山やま、雨あま乞ごい山やま、嵐あらし山やまといった山林の上空へとやってきた。

「それほど長くない距離なら、ほとんど一瞬で移動できる――瞬間移動のような力、みたいですね。鵯ひよどり越ごえや八はつ艘そう跳とびの伝説を再現できるかもしれませんよ」

「そ、そそ、そうみたいです、姫様……」

　ひとり肩で息をしているのが初音だった。

　短距離走を全力疾走したあとにも見える。この武勲、軍団をひきいる騎士侯にかかる負担がなかなか大きいようでもあった。

　初音が目をまわしていたので、征継は兼定たちの飛行を停止させた。

　自分と志緒理、そして三騎士侯の翼竜にもそうさせる。ホバリング――翼を羽ばたかせながら空中の一点にとどまらせるのだ。

　一方、疲れきってはいるものの、初音は意気揚よう々ようと言う。

「と、とにかく、ここまで来たら全力で逃げるだけですよ！　作戦は大成功です！」

「……いいや。まだそうとは言えない」

　瞬間移動まがいの方法で通過した富士市の方を征継は見やった。

　あちらの鎮守府上空には、《モルガン・ル・フェイ》の分身だという巨大眼球が例によって具現化している。そのまなざしは――こちらに向けられていた。

　騎士侯の超感覚が教えてくれる。

　あの眼球より放たれる念波と視線、今も征継たちにそそがれている。

「モルガンとやらは俺たちを見失ってない。こちらの居場所は把握されている」

「えっ!?」

　初音が仰ぎよう天てんした瞬間だった。この空域に『声』がひびきわたった。

（その、とおりです……日本の騎士侯たちよ。こちらは、精霊モリガン。念導神格イフリート《モルガン・ル・フェイ》を制御する者、です）

　正確には声ではなく、音声化した念ねん導どう波はである。

　可か憐れんなソプラノボイスなのだが、話し方がややぎこちない。

　発信源は上空にいた。直径七、八メートルはあろう巨大な眼球が浮遊している。しかも強い念波の渦をまとっている。

　富士鎮守府の上空に陣取る巨大眼球とそっくりだった。

（無駄な逃走は――やめる、べきです。たとえ地上に降りて、山中にまぎれこもうとも、精霊モリガンはあなたがたを、見失いません。必ず追跡して、捕ほ獲かくいたします）

　やはり、戦場ではかんたんに事が運ばない。

　征継は肩をすくめた。まあいい。どうせ死力を尽くして、逃げ切るつもりだった。しかしメッセージの続きを聞いて、わずかに眉をひそめた。

（尚、あなたがたに、不幸な報しらせがあります。モリガンは富士鎮守府の騎士侯……ガリー卿きように追撃を、要請するつもりでした。が、たった今、べつの騎士が帰還しました）

　まさか、リチャード獅し子し心しん王おうとやらか。

　征継は眉をひそめた。本もと栖す方面へ追撃に出た復活者リザレクトがついに帰陣したのか――。だが、その予想は裏切られた。もっと悪い形で。

（総司令官でありながら、やや、軽薄な傾向のある御方です。今回もきっと、あなたがたのお相手、自ら買って出るものと思われます）

「言うにことかいて『軽薄』とは聞き捨てならないぞ、モリガンくん！」

　いきなり若々しい声が割り込み、念導波のメッセージに反論した。

　今まさに英国籍の白い翼竜を駆って、ひとりの騎手がやってきたのである。彼は黒い将校の軍服をまとっている。銀髪の美男子だ。

　まちがいない。志緒理と主従の契約を結んだ日、遠目に見た騎士侯だ。

　彼こそが黒王子ブラツクプリンスエドワードであろうと――ひそかに確信していた人物だった。
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「ふふふふ。本もと栖す方面の東海道軍に出陣の兆きざしあり。そう聞いたときは、あわててもどる必要もないかと思ったのだがね」

　颯さつ爽そうと白き翼よく竜りゆうにまたがる青年は、まさに貴公子だった。

　銀髪の美男である。しかも、英国軍将校の軍服を粋いきに着こなし、仕草にも言葉にもいやみのない優雅さがあふれている。

「だが、思い直してよかったよ。輸送機と竜を乗り継いでまで、急いだ甲か斐いはあった。こうして――貴公と再会できたのだから」

　英国から来た貴公子は、まっすぐ征まさ継つぐを見つめている。

　日本側の翼竜二匹および全レギオンと同じように、彼は騎き竜りゆうを空中停止ホバリングさせた。そのうえで征継ひとりにだけ、強い視線をそそいでいるのだ。

「いつぞやは失礼した。我が名はエドワード。黒王子ブラツクプリンスと呼ぶ者も多い」

　高貴なる復活者リザレクトの美貌には、何かを確信する微笑が浮かんでいた。

「今日は是ぜ非ひ、貴公のご尊名をうかがいたいな」

「橘たちばな征継」

「聞き覚えがない名だ。いずこの地のお生まれかな？」

「すまないが、俺には答えられないことだ」

　征継は淡々と言った。冷たくあしらうつもりはないのだが、持ち前のマイペースさゆえに自然と熱量のすくない口調になってしまう。

　一方、エドワードは快活に笑い、「なるほど！」とうなずいた。

「僕は先日まで、仮の名乗りで世を忍んでいた。貴公も同じ境遇と見える」

　ちらりと征継は同行者たちを見やった。

　九く郎ろう判ほう官がんの肩に乗る初はつ音ね、二匹目の翼竜に乗る騎き士し侯こうたち三名はいぶかしそうに黒王子の言葉を聞いていた。橘征継が復活者だと、彼らは知らないのだ。

　また皇こう女じよ志し緒お理りはといえば。

　征継と同じ翼竜の鞍くらにまたがりながら、黒王子を鋭く見すえていた。

「さて。これはモリガンくん――我が守護精霊の口走った『軽薄さ』ゆえではなく、勇士との対決を望む騎士の気き概がいゆえに申し出るのだが」

　皇女の視線を気にもとめず、格調高くエドワードは言う。

「貴公らの前に僕の騎士団が立ちはだかる無礼、お許しいただけようか？」

「許されなくても、立ちはだかるつもりなのだろう？」

「ふふふふ。貴公は話のわかる御ご仁じんらしい。すばらしいな」

（……王子殿プリンス。この富士市一帯は、あなたの本ホ拠ー地ムではありません。騎き力りよくは十分の一、となります。ガリー卿きようを合流、させますか？）

　モルガン・ル・フェイの念ねん波ぱだった。

　さっき征継たちが自分たちの上空に見み出いだした巨大眼球『モルガンの目』――今もほくそ笑む総司令官を上空から見守っていたのだが、エドワードはにべもない。

「今、富士の鎮ちん守じゆ府ふに伯お父じ上うえはいないのだろう？　ガリーはそちらの守備につけろ。橘どのがこんなところにいるくらいだ。東海道軍に隙すきを突かれる可能性もゼロじゃない」

（了、解）

「では……橘どの。はじめようか」

　それはなんとも貴族的な、チェスに誘うような呼びかけだった。

　エドワードは馬首ならぬ翼竜の首をめぐらせて、征継たちから離れていく。だが軽い言葉とは裏腹に、貴公子の心身からは強い念が洩もれ出ていた。

　そのまま百メートルほど距離を取り、彼はついに膨ぼう大だいな念を解き放つ！

　ここで、志緒理の体が数秒間だけ金色の光を帯びた。

「初音。騎士侯のお三方を連れて、下へ降りなさい。今、迎えを地上に呼びました。その者の力を借りて、駿する河がまで逃げるのです」

「り、了解しましたっ。姫様とお兄さまは？」

「わたくしたちもあとから行きます。心配は無用です」

　それ以上の質問をさえぎるように、志緒理はぴしゃりと命じる。

　初音はあわてて、九郎判官のレギオンと共に降下をはじめる。もちろん、救出した三名の騎士侯が乗る翼竜もひきつれて。

　眼下には東海道の山林が広がっている。彼らはそのなかに消えていった。

　そして、征継とふたりきりになったところで――志緒理はふぅとため息をついた。

「姫。俺としては、あなたもいっしょに逃げて欲しかった」

「わたくしの力が役立たないのであれば、今からでもそういたしますが」

　足手まといになる者を先に逃がしたうえで、ツンと澄まし顔で言う。

　志緒理の反応に、征継はかすかに頰ほおをゆるめた。

　さすがというべきか、あきれるべきか。姫として城の奥で守られているつもりなど毛頭ないのだろう。彼女は征継の戦力と敵の力量をくらべてみて、『共に残る』を選んだのだ。この苦況に活路を見出いだすため、己おのれの才覚の全てを駆使するつもりで。

　神輿みこしの代わりにかつぐ主君としては御免こうむりたい気質だが、共に野心の成じよう就じゆをもくろむ相方としては――悪くない。

「では、しばらく俺におつきあいください」

「望むところです！」

　一方、主従ふたりをよそに、エドワードが戦闘準備にかかっていた。

　解き放ったばかりの念力に向かって、高らかに命じる。

「思い邪よこしまなる者に災いあれ。我が名《黒王子ブラツクプリンスエドワード》のもとに集結し、騎士の名誉を体現せよ――我が近衛このえ、ガーター騎士団よ！」

　エドワードを取りまくようにして、漆しつ黒こくの軍団が空に現れる。

　真しん紅くの騎士たちが獅し子し心しん王おうに仕つかえるように、黒きクルセイド型の上級レギオンが黒王子の配下である。その数は――きりよく一〇〇騎。

　本拠地の外では、騎力の十分の一しかレギオンを呼べない。

　つまり、百体を召集したエドワードの騎力は、実に一〇〇〇以上となる！

　対する橘征継の軍団はわずか三〇騎。三倍以上の兵力差で、しかも敵は英国史に燦さん然ぜんと名を残す軍事的天才。今までの戦闘とは、わけがちがう。

　征継は青き翼竜の胴を軽く蹴った。

　それだけで随ずい獣じゆうは意をくみとり、兼かね定さだたちの後方へ飛んでくれる。

　尚、征継に抱きかかえられるようにして、翼竜にふたり乗りしている皇女――志緒理は全身をこわばらせていた。緊張と恐怖のせいだ。

　無理もない。彼女にとっては、これが初めての戦場であるはずだ。

　しかし、聡そう明めいな姫は気丈に言う。

「征継さま。わたくしのことは気にせず、ご采さい配はいを！」

「了解しました。まあ、当たり前のことを当たり前にやるだけです」

　ある方角へ、征継はちらりと目配りした。

　そちらには直径七、八メートルの巨大眼球が浮いている。空の高みで戦場を見守る、モルガン・ル・フェイの分身だ。ぼそりとつぶやく。

「上う手まくやるのは、なかなか骨が折れそうですが」

「……では、よいタイミングがあれば、わたくしがお教えいたします」

　さらりと自然に答えた志緒理を、征継はまじまじと見つめた。

　緊急時なのでくわしいことは語っていない。だが、聡明なるプリンセスは征継の目配りと現在の状況から、思おも惑わくを読んでみせたのだ。

　あるいは、ふたりの距離が多くの意味で縮まっているからか。

　見つめられて恥ずかしいのだろう。志緒理は頰ほおを赤くして、目をそらす。

「征継さまっ。もう戦闘がはじまっていますよ！」

「失礼しました」

　征継は兼定三〇騎を球状に密集させた。

　球状陣形。面白みにはとぼしいが、全方位を隙なく守備できる形だ。ちなみに、さっき富士市で使った日本刀はすでに銃じゆう槍そうへもどっている。

　武ぶ勲くんの効果が切れたのだが――逆にエドワードは、ここでいきなり武勲を使う！

「なつかしきクレシーでの大いくさ……あの日の勝利をふたたび世に示す時が来た。ナイト・オブ・ガーターよ、英国の誇りと共に射手となれ！」

　一〇〇騎いる黒騎士たちの四割、つまり四〇騎に変化が起きる。

　装備していた銃槍が鋼はがね造づくりの長ちよう弓きゆうへと変貌を遂とげたのだ。兼定たちの武器がいきなり銘めい刀とう・和いず泉みの守かみ兼定に変わるのと同じだった。

「弓兵諸君、後ご詰づめに入れ。残りの騎士は前衛に！」

　ナイト・オブ・ガーターというらしい、黒王子のレギオンたち。

　主命に応こたえて、彼らは陣形を変えていった。

　弓兵へ変化した四〇騎の前で、残り六〇騎のナイト・オブ・ガーターが横一〇列×縦六列にならぶ。横長の長方形型に密集したのだ。

　それはさながら『空中の壁』だった。

　前衛六〇騎が造った長方形に隠されて、後方の弓兵隊を見ることができない。

「撃て！」

「撃て！」

　奇くしくも復活者ふたりの命令が重なる。

　だが、応える兵たちの行動はまったくちがっていた。

　球状に密集している兼定三〇騎は前面にいる者だけが銃槍を連射する。

　これを浴びるのは『空中の壁』となった前衛のナイト・オブ・ガーターたち。しかし、この集団は撃ち返さない。ただ防御結界をまとって、兼定の射撃を堪こらえるだけ――。

　この結界が日本側の熱線を全て中和してしまう。

　そして不動の『壁』に代わり、後詰めの弓兵隊が射撃をはじめる。

　こちらは黒き長弓に光の矢をつがえ、これをななめ上――天に向けた。そして撃つ。放たれた矢は山なりに放物線を描く形で飛んで、兼定たちの球状陣形に襲いかかった。
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　日英の両軍、どちらも連射を繰りかえす。

　兼定三〇騎が使う銃槍は、秒間一〇発のペースで熱線を吐き出す。

　対して、英国の弓兵四〇騎の連射速度は遥はるかに劣る。一本の矢をつがえ、撃ち放つまで五秒から一〇秒。手しゆ練れんの妙技だが、現代式フルオートの速さには圧倒的にかなわない。

　だが、にもかかわらず。

「う――撃ち負けているのですか!?」

「やはり、飛び道具ではあちらが上か……」

　愕がく然ぜんとする志緒理。うなずく征継。後方から兵の奮戦を見守るふたりの前で――兼定三〇騎の巨体と装甲に光の矢が次々と降りそそぐ。

　黒き英国弓兵の連射を、兼定たちの結界はまったく防御できないのだ。

　逆に、こちらの銃槍から放たれる熱線は全てとどかない。『空中の壁』六〇騎がまとう防御結界はあいかわらず堅けん牢ろう無む比ひだった。

「まあ、並の弓矢ではないと思っていたが」

　前に駿河で、同じ弓矢による狙そ撃げきを受けそうになった。

　そのときに予感した威力を今、征継は目まの当たりにしていた。

　撃ち合いをはじめてから数十秒――。兼定たちの兜や各部装甲はけなげに矢をはじき、あるいは矢の威力をそぎ落として、懸命に主を守っている。

　だが、豪雨のごとく降ってくる矢は容赦なく兼定たちに突き刺さる。

　装甲の継ぎ目にある急所をつらぬかれ、あるいは蓄積したダメージに耐えかねて、すでに七騎の兼定が絶命していた。彼らはそのまま墜落していった。

「見てくれたか、橘どの？　これこそ我がプランタジネット家の誇る英国式――モード・アングレの布陣！　どう応じてみせる!?」

「なるほど」

　宝物を披ひ露ろうするかのような黒王子に対して、征継は淡々とつぶやく。

「あの弓と、攻めと守りの役を完全に分けるのが英国流か」

　今、橘征継とエドワードの距離は百メートル以上も隔へだたっている。

　だが、それでも。相手の心を察することができた。向こうも同じだろう。一流の碁ご打ち・将しよう棋ぎ指しは同格の敵と戦うとき、盤ばん上じようのせめぎ合いだけで相手の思惑をなんとなく読める。そこに言葉は必要ない。

　同じ高みにいる用よう兵へい家か同士として、ふたりはその境地にあるのだ。

「征継さま……」

「こちらは射しやを捨てるしか手はないようです」

　不安そうな志緒理を、そっと征継はひきよせた。

　一匹の翼竜に相乗りしているふたり。姫君はかぼそい背中と体重をあずけて、さらに征継の左手をぎゅっと両手でにぎりしめた。

　信頼する騎士とふれあうことで、恐怖と不安を押し殺そうとするように。

「総員抜ばつ刀とう。剣を楯にしろ」

　たおやかな肢し体たいの感触をたしかめながら、征継は命じた。

　二三騎に減った兼定たち。彼らの銃槍がまたも日本刀に変化した。この刀を自分たちの体の前で垂直に立てて、〝正せい中ちゆう線せん〟を隠してしまう。

　すなわち、頭頂から額ひたい・鼻・喉のど・みぞおち・股こ間かんの会え陰いんにかけての縦線である。

　ここに剣を置けば、顔面や心臓、胴などの急所めがけて飛来する矢も――軽く手首を返すだけの太た刀ちさばきではじき落とせる。

　そして、防御結界を素通りする矢も、土ひじ方かた歳とし三ぞうの愛刀はみごとにはじいてみせた。

「ふふふふ。悪くない手だが、それではまだ足りないぞ」

「たしかにな」

　微笑ほほえむ黒王子ブラツクプリンスエドワード。無表情なままの橘征継。

　レギオン同士の激闘は過熱していく。黒き弓兵の連射は止まらない。兼定たちは刀で正中線近くの急所を守りつつも、無数の矢で次々と体を抉られてしまう。

　いちばんひどいのは、やはり手足だった。傷口から青い血が流れ出ていく。

　レギオンの動力源である霊液だ。失いすぎると、もちろん稼働できなくなる。傷を負いすぎた兼定が三騎、また墜落していった。

　前よりペースが落ちたとはいえ、このままでは当然負ける。

「壁役の黒騎士たちに突入しろ。急げ」

　早くも二〇騎を切った配下へ、征継は命じた。

　兼定たちは忠実だった。急加速して、『空中の壁』であるナイト・オブ・ガーター六〇騎に突撃。天てん然ねん理り心しん流りゆうの剣技で襲いかかる――。

　並のクルセイドなら、この戦力差でも不覚を取ったかもしれない。だが。

　次の瞬間、『壁』の先頭にいる黒騎士たちの手から、銃槍が消える。

　代わりにレギオンの巨体と同じほど大きい――長方形の楯たてが出現した。これを両手でかざして、ガーター騎士団は新撰組の剣を受け止める。

　幾度となくクルセイドの装甲を切り裂いた剣技が、この楯を断ち切れない！

「思い邪よこしまなる者に災いあれ……。騎士諸君、君たちにはガーター紋章の加護がある。今こそ正義の楯をかざし、悪に打ち克かて！」

　それは武勲の発動をうながす、黒王子の聖句だった。

　ガーター騎士たちの大楯に十字架と、ラテン語らしき短文『Honi soit qui mal y pense』がいつのまにか浮かびあがっていた。

「土方歳三の剣を止める力……楯の武勲、か」

　戦況を遠目に見守りながら、征継はつぶやく。

　黒騎士たちが大楯の陰に隠れているため、天然理心流といえども容易には勝てない。いかに縦じゆう横おう無む尽じんの剣技を振るおうとも、ことごとく楯ではじかれる。

　しかも、大楯を相手に攻めあぐねている隙に。

　抜刀した兼定たちのうしろへ、後詰めの位置にいた弓兵隊がまわりこんだ。

　彼らはすでに弓ではなく、武器をふたたび銃槍にもどしている。そして、赤紫色の日本勢めがけて後方から殺到し――接近戦を仕掛けてきた！

　……前後をナイト・オブ・ガーターにはさまれて、敗北は確定した。

　挟きよう撃げきを成功させた英国レギオンたち。彼らは銃槍の刃やいばを繰り出し、立てつづけに兼定たちのボディを切り裂き、刺し、貫き、抉えぐっていく。

　無慈悲な殺さつ戮りくのはじまりだった。

「征継さま……そろそろ、いいようです……」

　このとき志緒理がささやいた。

　ずっと沈黙し、征継の手にすがりつき、背中をあずけていた姫君である。今もその姿勢は変わらない。しかし、彼女の声には活路を見いだした者の張りがあった。

　生き残っている赤紫色のレギオンは九騎。

　これだけいれば、どうにかなる。征継はかすかに頰をゆるめて、微笑した。

「声を出せ。おまえたちの敵は黒騎士どもじゃない」

　征継が見つめる先には、空の高みに陣取る『モルガンの目』がいた。

　富士鎮守府を守護する超巨大眼球――あれを十分の一ほどに小さくした分身。今も戦場を広く見わたし、エドワードの戦いを見守っている。

「あの精霊を蹴散らす。やれ」

　征継の命令に応こたえて、残り九騎の兼定はやにわに咆ほう哮こうをはじめた。

　オオオオオォォォォオオオオオォォォォォォ――ッ！

　オオオオオォォォォオオオオオ――ッ！　オオオオオォォォォオオオオオ――ッ！　オオオオオォォォォオオオオオ――ッ！

　レギオンによる鬨ときの声、《戦場の歌ウオークライ》だった。

　猛たけ々だけしく、激しい咆哮が轟とどろきわたる。レギオンたちは仮面の下にある口を使って、独特の嘯しよう声せいをしぼり出すのである。

　この声には念ねん導どう攪かく乱らんの効果がある。電磁波・念波をかき消すことができる。

　以前、英国軍のクルセイド隊も駿河で同じ攻撃を行ってみせた。

（――王子殿プリンス。報告、です。敵軍、念導攪乱を開始。持ち堪え、られません……）

　そして、かすれ声で訴えながら。空に浮いていた直径七、八メートルほどの眼球――モルガン・ル・フェイの具現体がゆっくりと消滅していく。

　守護精霊の敗北を見て、エドワードは「ほう」とささやいた。

「ここまで追い込まれながら、モリガンくんを一瞬で吹き飛ばしたか！」

「ここまで追い込まれたからだ。そうでなければ、あれほどの精霊が隙を見せてくれるはずがない」

　エドワードと征継は間近で語らうように、同時につぶやきを洩らしていた。

　いきなり念導攪乱を仕掛けても、効果はうすかっただろう。

　相手は英国軍でも最強クラスだという精霊である。だが主あるじの圧勝を見とどけて、さすがの猛も者さも集中が落ちていた。

　油断というほどではない。が、たしかに集中力は落ちていた。

　そして、志緒理はずっと念導者の感覚を研ぎすまして、その隙を探っていたのである。

　尚、征継は――地上に降り立つ寸前だった。

　兼定たちに《戦場の歌》を開始させた直後、すぐさま翼竜の胴を蹴って、急降下を命じたのだ。ぐったりした志緒理を抱きかかえながら。

　ばさりばさりと翼を羽ばたかせて、翼竜はついに山林のなかへと着地した。

　地上では、白い巨きよ狼ろうが待っていてくれた。

　壬み生ぶ狼ろだった。富士川に到着したあと、山に放したなかの一匹だ。征継はすぐさま翼竜を降りて、自力で立つこともままならない志緒理を狼の背中へ運ぶ。

「やりましたね、征継さま……」

「はい。あの精霊がいなければ、念導術とやらで追いかけられる心配もない。安心して、山に逃げこめるというものです」

　弱々しく微笑む志緒理を抱きかかえて、征継は壬生狼の背にまたがる。

　ふたり乗りの再開だった。今度は地上の逃避行だ。敵の追跡を振り切るなら、空を飛ぶよりも山林にまぎれる方が絶対にいい。

　木々が林立する山中だというのに、壬生狼は風のような速さで疾走する。

　めざすはもちろん駿河市だった。

「ありがとうございます。姫のおかげで切り抜けられた」

「いえ……。征継さまの采配がなければ、もっと早くに全滅していたはずです……。わたくしの方こそ、お礼を申し上げます……」

　気丈なプリンセスがずっと征継に密着していた理由。

　不安と恐怖をまぎらわすだけではない。ああすることで霊液をすこしずつ征継に分けてくれていたのである。実際、ガーター騎士団の猛攻で兼定たちは激しく傷つき、いつも以上に霊液を失っていた。

　志緒理との二人三脚がなければ、最後の咆哮を放つ余力があったかどうか――。

　ともあれ、『当たり前のことを当たり前にやる』。すなわち『勝ち目のない戦場からはとっとと逃げる』をどうにか実じつ践せんできた征継だった。




「騎士の敢かん闘とう精神とは無縁の御ご仁じんらしいな、橘どのは。みごとな逃げっぷりだ」

　羽ばたく翼竜の鞍あん上じようで、エドワードは苦笑した。

　今、目の前で赤紫色のレギオンが全滅を遂げたばかりである。

　たった九騎の生き残りを瞬しゆん殺さつすることなど、かんたんすぎる作業だった。戦場の空にはもう黒王子の騎竜とガーター騎士団しかいない。

「山を焼き払ってもいいが……このあたりでもたもたしているはずもないか」

　眼下に広がる山林を眺めて、エドワードは肩をすくめた。

　そして思い出す。ずっと橘征継によりそっていた少女。何か理由があって同行させているのだろうと考え、気に留とめていなかったのだが――

「雰囲気がすこしエレノアに似ていたな。念導の心得があったようだが……」

　高貴な美貌とプラチナブロンドが目を惹ひく美少女だった。

　すこし調べてみても、いいのかもしれない。エドワードはうなずいた。




　橘初はつ音ねは林のなかを全力で駆けていた。

　ただし、自分の足を使っていない。壬生狼にまたがり、その脚力にまかせている。

　別れる前に皇女志緒理が言った迎えの者とは、白き中型随獣だったのだ。尚、もう一匹いる壬生狼の背には、さっき救い出した騎士侯三人が乗っている。

「姫様とお兄さま、大丈夫かしら……」

　一向に追いかけてくる気配のない女主人と親族の若者。

　ふたりの安あん否ぴに思いを馳はせたとき、初音は感じた。誰かがすぐそばで『ふん』と鼻で笑ったような――。この皮肉っぽい声、覚えがある。

　すこし前、武勲《虎こ韜とう必ひつ出しゆつ》を使う前も同じささやき声を聞いた。

　……いい手を教えてやる。そう言われた気がした。直後、初音の心にあの秘術の要よう訣けつが思い浮かんだのである。

　となると、今回も九郎判官義よし経つねのお節介かもしれない。

　初音は精神集中してみた。案の定、右手のなかに藍あい色の巻物が現れる。

「どうしたの、義経さん？」

　おまえの連れ、どうやら虎こ口こうを脱したらしいぞ……と。巻物が教えてくれた。すくなくとも初音にはそう感じられた。

「本当!?　遅いから心配しちゃったけど、よかったわ！」

　……まあ、あの死にぞこないがいるかぎり、めったなことにはそうそうなるまいよ。

「それ、お兄さまのこと？　たしかに活いき活いきとした人じゃないわよね」

　巻物を相手にぶつぶつ会話するという珍妙な一幕。

　しかし、初音にそれを面白がる余裕はなかった。いきなり衝撃的な内容を心の準備なしに伝えられたからである。

　……そうじゃない。あの男はオレの同類。過去より甦よみがえった死にぞこないのひとりだぞ。

「えっ？」

　初音はきょとんとして、今度こそ聞きまちがいかと耳を疑った。




　　　　　　　　　２




　思わぬ事態となった富士市への遠征。

　征まさ継つぐはどうにか皇こう女じよ志し緒お理りを連れて、駿する河がに帰還できた。初はつ音ねと人質になりかけた騎き士し侯こう三人とも途中で合流し、脱落者もなし。情報もいろいろ入手した――。

　が、報告を聞いたあと、さすがに秋あきヶが瀬せ立りつ夏かは眉まゆをひそめた。

「皇女殿下を送り出した私が言うのもあれですが……」

　志緒理と征継を前にして、城じよう代だい執務室でのお小言だった。

「皇こう国こくの姫君であらせられる御方に、万一のことがあってはいけません。御おん身み大事がなによりとおわきまえください」

「たいへん申し訳ございません。火急の事態ゆえと、出過ぎた真ま似ねをいたしました」

　当のプリンセスはしおらしく頭を下げ、反省の意を切々と訴えて、みごとな猫かぶりを披ひ露ろうしてみせた。さすがに手慣れている。

　しかし結局、立夏はこの件をあまり問題視しなかった。

　皇女を巻きこんだ冒険行のおかげで、騎士侯を三人も確保できたからだ。

　山梨方面の東海道州軍に所属していた羽は部ぶ奈な、真ま池いけ、田た比びの青年騎士たちだ。それぞれの騎き力りよくは五〇前後だという。

　駿河鎮ちん守じゆ府ふの念ねん導どう士官たちの手で、《銘めい》の封印もつつがなく解除できた。

「こういう形で食い扶ぶ持ちが増えるのは大歓迎です。名古屋から何か言われるまで、あの連中は駿河にとどまらせましょう」

　立夏はにやりと笑い、皇女の〝やんちゃ〟へのお小言をやめにしたのだ。

　そして、三人の新戦力は思わぬものをもたらした。彼らは駿河鎮守府の仲間たちへ、興奮気味に語ったのである。

　あの脱出行で見聞きした――黒王子ブラツクプリンスエドワードと橘たちばな征継のやりとりを。

『僕は先日まで、仮の名乗りで世を忍んでいた。貴公も同じ境遇と見える』

　英国軍をひきいる復活者リザレクトからの意味深な言葉。

　さらに、もともとあったうわさも加わる。結果、駿河の軍人たちの間で『もうまちがいない……』という話がにわかに広まった。

　そう。橘征継の正体は、まちがいなく土ひじ方かた歳とし三ぞうであると。

　富士市から帰還した翌々日――。

　皇女のお供で征継は鎮守府へ出かけて、途中で主あるじと別れた。

　ひとりでうろついていたら、兵へい卒そつも士官も今まで以上の丁重さで接してくる。羽部奈・真池・田比の三騎士侯もわざわざあいさつに来てくれた。

　そして、彼らは隙すきあらば口々に言うのである。

「やはり橘どのは……土方公でいらっしゃるのですか？」

　などと声をひそめて。そのたびに征継は淡々と応じた。

「いいや」「心当たりはないな」「特にそのようなことは」「さて？」「人ちがいじゃないのか？」「妙なうわさを真に受けないことだ」

　事情を語る気もないので、シンプルに否定を繰りかえしたのだが。

　人は自分が信じたいことを信じる生き物なのか。征継が否定しても、彼らは『やはり土方……』という顔つきで去っていくばかりだった。

　ひととおり相手をしたあと、征継は高級士官用の食堂にもぐりこんだ。

　佐官以上の将校と騎士侯しか出入りできないため、利用者はすくない。面倒な繰りかえし作業もぐっと減るはず――と、すわっていたら。

　初音がふらりとやってきた。珍しく怒ったような顔だった。

　土方歳三がらみのうわさを聞いて、与よ太た話ばなしでもしにきたのかと思いきや。

「お兄さまが本当に土方歳三かどうかは、ちょっと棚上げするわね。子供の頃、初音といっしょに遊んでいた『本当の橘征継さん』は……やっぱり、もう死んでしまったの？」

　いきなりの追及だった。




「そうですか……。では、復活者であることを初音にも明かしたのですね？」

「はい。俺の独断で全てを話しました」

　橘一族の少女と長く話しこんだ日の翌朝。

　皇女専用寮舎の黒くろ百ゆ合り寮りよう。その談話室で征継は主と向き合っていた。

「俺の本名はわからない。姫の御力でこの世に呼ばれた。本当の橘征継は何年も前に死んでいる――そのあたりをひととおり」

「仕方ありません。いつかは話さなければならないことです」

　志緒理はそっとため息をついた。

　尚、談話室ではよく紅茶を飲んでいる彼女だが、今は水のグラスしかない。

　駿河の食糧事情は日に日に厳しさを増している。コーヒー・紅茶・アルコール類などの嗜し好こう品ひんは貴重なので、皇女といえども口にするのをひかえているのだ。

「それで昨日から姿を見せないのですね……」

「親族の死と、俺が赤の他人であると知って、ショックだったらしい」

「困りましたね。そのくらいのトラブルで心ここにあらずとなるのは……。あの子にはたくさんの責任があるというのに」

　橘初音は皇女志緒理の女官であり、護衛であり、騎士侯でもある。

　当然、能力とプロ意識の双方を求められる。志緒理の発言はむしろ妥だ当とうであった。だが、麗うるわしき姫君はそっけなく付け加えた。

「まあ、しばらくの間は心の整理に専念していても、見ないふりをしてあげます。これも福利厚生の一環です。部下にはすこしいい顔も見せておかないと」

「なるほど」

「征継さま、今すこし笑いませんでしたか？」

「気のせいでしょう。俺は姫にもお甘いところがあるなどとは考えてない」

「まあっ。語るに落ちていますよ！」

　などと、主従ふたりで話しこんでいたときだった。

　バタバタという足音が近づいてきた。そしてバタンと扉が開く。勢いよく入室してきた『はいからさん』姿の初音はやにわに言った。

「姫様、お兄さま！　もしかして、お兄さまの正体って織お田だ信のぶ長ながじゃないかしら!?」

　いきなりの元気よすぎる登場＆大胆すぎる仮説発表。

　志緒理はしばらく沈黙したあと、やや遺い憾かんそうにつぶやいた。

「……たしかショックを受けていたのですよね？」

「一応、昨日はそう見えました」

　征継の方は無表情に答えた。が、何はともあれ、すっかり平常運転の初音にふたりは注目する。いつもどおり元気潑はつ剌らつな少女へ、志緒理は声をかけた。

「それで、心の整理はついたのですか？」

「あ、はい。親戚のお兄ちゃんが亡くなったのは悲しいですし、お墓参りにいかなくちゃって思いますけど、でも、これも皇女であられる姫様のためだし仕方ないかなー、なんて」

「……そう言ってもらえると、助かります」

「いえいえ。これもうちの一族のつとめですからー」

　微妙に拍ひよう子し抜ぬけしたような主君へ、けろりと語る初音であった。

　割り切りの早さも武人の資質である。むしろ感心しつつ、征継は口をはさんだ。

「俺の呼び方は今までどおりでいいのか？」

「いいんじゃないかしら。戸籍上はまちがいなく『橘征継』なわけだし、今さら変えるのも面倒だわ。それに考えてみたら」

　初音はないしょ話をするように声をひそめた。

「法事とか一族の会合でしか会わない『おじさま・おばさま』のなかには、素す性じようをよく知らない人って結構いるものね。そういう人たちよりもお兄さまとのつきあいの方がまちがいなく深いから、問題ないと思うわ。ノープロブレムよ」

　この適当さ、ある意味で英雄豪ごう傑けつの器うつわなのかもしれない。

　尚、事故で死んだ『本物の橘征継』の戸籍を謎の復活者に割り当てたのは、皇こう都と東京にいる初音の父だという。

「じゃあ、話をもどすわね。お兄さまの正体って織田信長じゃないかしら？」

「どうして、そう思う？」

「日本の英雄といえば信長・秀ひで吉よし・家いえ康やすの三人。でも、豊とよ臣とみ秀吉はおサルさんそっくりのはずだし、徳とく川がわ家康はタヌキっぽいおデブさん。お兄さまとは見た目が全然ちがうから、織田信長の一択に賭けてみたの」

「なるほど、理屈だな」

「どう、お兄さま。本ほん能のう寺じで謀む反ほんを起こされた覚えとかないかしら？」

「この二年間、考えてみたら寺にはほとんど行ってない。死に際ぎわの記憶が実はトラウマになっていて、無意識に寺を避けていたのか……」

「深層心理というやつね！」

　新説を検討中の初音と征継のそばで、志緒理がこほんとせき払いした。

「その与太話――いえ、大胆すぎる仮説をきちんと考えてみるとですね。征継さまが信長公である可能性、九九％ないと思います」

「ほう」

「そんな姫様っ。九九％は言いすぎです！」

「政治家および戦略家としての信長公は、すばらしく優秀な御方です。でも、戦場の指揮官としては未知数といいますか……すこしあやしいところもありますし」

「でも、桶おけ狭はざ間まとか長なが篠しのの戦いであざやかに勝ってますよー」

　博識な姫君の歴史語りに、初音はささやかに反論を試みたのだが。

「歴史小説やドラマで描かれるような合かつ戦せんの内容はほとんどデタラメですよ。今いま川がわ義よし元もとを撃破した桶狭間での奇襲、武田騎馬軍団を葬った鉄砲の三段撃ち、あれは江戸時代の小説家がでっちあげたフィクションですから」

「そ、そうなんですかっ」

「桶狭間ではただ闇やみ雲くもに進軍していたら、たまたま敵に遭遇して、結果として奇襲になっただけ――そういう説もありましたね」

「あんまりかっこよくないですね～」

「だから武勇談を〝盛った〟のかもしれません。それに信長公、お話ではよく型破りな天才として描かれますが……実際は世せ間けん体ていをすごく気にする、堅実な御方でした。その辺を家臣に口うるさく注意する書状も残っていますよ。意外と気配り上手でしたし」

「第だい六ろく天てん魔ま王おうのくせに!?」

「夫の浮気に怒る秀吉の正妻へ、丁てい寧ねいなねぎらいの手紙を送るほどですからね。……わかったでしょう？　征継さまはそういう配慮のできる方ではありません」

「たしかにそうですね！」

「姫。それに初音も。決めつけるのはいかがなものでしょう」

　断定口調の志緒理と賛同する初音へ、征継はむっつり意見した。

「俺はこれでも多少の気配りはできる男です。相手が女性であれば、まあ、たぶん」

「そういえば、前世では『女好きだった』とおっしゃっていましたね……」

「えっ？」

　なぜか悩ましげな志緒理のつぶやきを聞いて、初音がびっくりした。

「うそ！　お兄さまって――実はそうだったの!?」

「どうして驚く？　魅力的な女性を好ましく思うのは、男として当然のことだ」

　やましいところは何もない。征継はいつものように淡々と言う。

　すると、初音はバツが悪そうに笑った。

「ごめんなさい。いつもむっつりまじめそうだから意外で……。あ、じゃあお兄さま。実は初音のこともひそかに意識していたりとか？」

「いいや、まったく。神と天の両方に誓ってもいい」

「そ、それはそれで失礼だわ。しかも即答だし」

　橘一族の少女が憮ぶ然ぜんとしている。征継は肩をすくめた。

「なに、今まではそうだっただけだ。血のつながりはなくとも、俺を『兄』と呼ぶ以上、命を共にする義兄弟のようなもの」

「義……兄弟？」

「ああ。そして、俺はこれでも――妹萌もえにまったく抵抗のない男だ」

「お兄さまっ。それ、いい話風にまとめるときのセリフじゃないわよ！」

　結局、橘初音はいつもの調子をあっけなく取りもどした。

　皇女志緒理の身辺はひとまず安定している。しかし、駿河一帯はあいかわらず敵に囲まれたまま。そのうえ、維い新しん同盟にはリチャード一世という破格の猛獣が加わった。

　そろそろ戦況が大きく動く頃ではないか。

　漠ばく然ぜんと予感する征継だった。
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　名古屋城から飛び立ったヘリはついに現場付近へ到着した。

　東海道将しよう家けの高官・貴人を乗せるための特別輸送ヘリである。定員は七名。シートは全て革張りで、内装にも高級感がある。

　時刻は午後一時をいくらか過ぎたあたり。

　ヘリは晴天のもと、ローターの爆音をひきつれて飛行中だ。

「東ひがし三み河かわの鎮ちん守じゆ府ふが燃えております……」

　乗員のひとり、四十代後半の騎き士し侯こうが呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

　東海道地方の愛知県東部を『東三河』ともいう。この地の鎮守府は山中にあった。豊とよ橋はし市と蒲がま郡ごおり市のちょうど中間あたりだ。

　五ご稜りよう郭かく式――五ご芒ぼう星せい型の城壁に囲まれた要よう塞さいである。

　中心に立つ護ご国こく塔とうもふくめて、あちこちから火の手が上がっていた。

　そして、鎮守府上空には真しん紅くのクルセイド型レギオンが三〇〇騎以上もいた。

　静岡県最西端の鎮守府・浜はま松まつより出陣。東三河の守備隊を圧倒的な力にまかせて、またたく間に蹴散らしたのだ。

「三日前、富士鎮守府に現れたのと同じ特殊型か。立りつ夏かの報告によると、騎士侯はリチャード一世を名乗る復活者リザレクトだというが……」

　白髪の老人が眉まゆをひそめて、忌いま々いましげに言った。

　東海道総そう督とく・秋あきヶが瀬せ象しよう山ざん。それが彼の肩書きと名前だった。

　和服の上にインバネスコートを着こんでいる。鶴のように瘦やせており、眼光が鋭い。なかなかに伊だ達てな印象の六八歳だった。

　騎士侯・秋ヶ瀬立夏は遅くに生まれた、彼の長女である。

「維い新しんの騎士どもがついに三河の地まで踏み込んできた、か」

　皇こう国こく日本の軍は、小型・中型の随ずい獣じゆうを偵てい察さつ任務に当てている。

　当然、管くだ狐ぎつねや八や咫た烏がらすが持ち帰った情報を受け取ることはできた。だが、秋ヶ瀬象山は自らの目で状況を確認すべく、ここへ来たのだ。

　というのも――。

　この二日間で、愛知県東部の鎮守府が三つも陥かん落らくしていたのである。

「昨日は奥三河。今日の早朝に渥あつ美み……そして午後は東三河か。好き勝手に暴れてくれる」

　しかも、襲撃を行ったのは、全て真紅のクルセイド型。

　エスカリブールという名前らしい、リチャード一世ひきいる軍団レギオンだ。

　秋ヶ瀬象山はヘリの窓越しに、赤騎士たちの巨体をにらんだ。

　彼の本拠地である名古屋は畿き内ない地方に近い。すこし西を流れる木き曽そ川がわを渡れば、そこはもう畿内将家――維新同盟の立役者が治める土地なのだ。

　名古屋の兵力をうかつに動かせば、畿内からの侵攻を招きかねない。

　木曽川をはさんで畿内州軍と牽けん制せいし合いつつ、東とう山ざん道どう・北陸・関東といった近隣地域からの支援を呼びこむ。その態勢をととのえるため各方面へ働きかけてきた。

　しかし、どこも反応が鈍にぶい。

　あるいは、この東海道を切り捨てるつもりなのか――。




「進撃をひとまず中断せよとはどういうつもりだ、エドワードよ？」

「奥三河、渥美、東三河……陥おとした鎮守府を名古屋攻めの拠きよ点てんとして、ととのえる必要があります。近隣住民にも騎士道協定の遵じゆん守しゆを誓約させないといけません。さすがに半日じゃ作業は終わりませんよ」

　東三河の陥落から、数時間が過ぎていた。

　すでに夜。浜松鎮守府に帰陣した功労者のリチャードを、エドワードは城じよう代だいの執務室で迎え入れた。このために箱はこ根ねからやってきたのだ。

　応接テーブルをはさんでソファにすわり、ふたりは向かい合っていた。

「電光石火で陥としたのはいいとして、伯お父じ上うえは少々壊しすぎていますしね」

「む……」

「一週間ほど休暇を取られてはいかがですか？　その間、僕といっしょに箱根へ来て、温泉巡りと紅葉狩りに興きようじるのも悪くないと思いますが」

「ふん」

　獅子心王ライオン・ハーテイドの称号を持つ先祖は眉まゆをひそめた。

「先日もそうだったな。富士での勝利の余勢を駆って、本もと栖すへ攻め込んだ余を攻略も終わらぬうちに呼びもどしおって……」

「わざわざ富士山マウント・フジを越えて、山梨に踏み込む必要はありませんよ」

　不機嫌なライオンにも臆おくさず、エドワードは肩をすくめた。

「本栖や甲こう府ふ城じようを陥としても、まわりに広がる山地帯は深く、険しい。しかも、ああいう地霊の強い山々はレギオンの霊液を消しよう耗もうさせるうえに、山中には水すい霊れい殿でんもない」

　大だい菩ぼ薩さつ峠とうげ、八やつヶが岳たけ、奥おく秩ちち父ぶ、奥おく多た摩ま、丹たん沢ざわ、その他もろもろ……。

　エドワードはうろおぼえの地名をいくつか思い出した。東海道と関東の間に横たわる山地帯の広さと、山の多さにあきれて、覚える努力はとっくに放ほう棄きしている。

　地名よりも、戦略的な意味合いの方が重要なのだ。

「あえての山越えで東京へ進撃しても……まあ、関東将家の軍に疲ひ弊へいしきったところを迎え撃たれるだけです」

「なればこそ、余は西へ向かいたいのだ」

「ええ。僕が箱根で関東攻略の仕込みをしている間に、伯父上には名古屋の都を料理していただき、東海道将家にとどめを刺す――。理想的な進行だ」

　名古屋は東海道地方の州都であり、心臓部である。

　この大都市圏を中心とする愛知県エリアの人口と生産力は、ここだけで静岡・山梨の両エリアの合計を凌りよう駕がしている。

　それだけに、東海道将家も軍備を充実させている。

　愛知県内の鎮守府は合計で一〇。うち六つが名古屋周辺に集中していた。

「このエリアには一五名もの騎士侯が待機し、さらに東海道の総督どのがいらっしゃる。騎士侯ではないが、見識に富む老練な御ご仁じんだと聞きます」

　もし騎士侯なら――畿内総督と同様、手っとり早く籠ろう絡らくできたのだが。

　エドワードは今も京都にいるエレノアの魔力を思い出した。一方、リチャードは「ふん」とふたたび不機嫌そうにしかめ面つらをした。

　が、いきなり『にやり』と悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんだ。

「正直に申せ、エドワード。獲え物ものとしては歯ごたえに欠ける名古屋を余にあてがい、自分は関東――いや、あちらに駐ちゆう留りゆうするローマ軍を相手取るつもりだと」

「あてがうとは人聞きが悪い」

　否定はせず、エドワードは代わりに品よく苦笑した。

「カエサル公は今、日本におられませんが……さすがに大英雄でいらっしゃる。歯ごたえのないこと甚はなはだしい関東将家および皇こう家け近衛このえ府ふに代わり、東京を守護する仕掛け――いくつか工夫されているようだ。当の日本側にも知られぬうちに」

「ほう」

「獅し子しのごとく喰らいつくだけでは罠わなにはまる場所だ。伯父上よりも僕の方が適任と思い、関東を選んだだけです。悪く思わないでいただきたい」

「思わぬさ。だが、思わぬ代わりに要求もある」

　リチャードは単たん刀とう直ちよく入にゆうに切り込んできた。

「聞いているぞ。余が不在の間に、おまえも富士で愉たのしんでおったと。駿する河がなる地では、なかなか味わい深げな騎士たちが健闘しているらしいな」

「やあ、そう来ましたか」

　この獰どう猛もうな祖先はたしかに思し慮りよが浅い。考え方も粗雑だ。

　しかし、それだけに嗅きゆう覚かくや本能の類たぐいがしばしば異様に冴さえわたる。今回もおそらく深い考えなしに〝美お味いしそうな〟獲物を嗅かぎあてたのだろう。

　黒王子ブラツクプリンスエドワードが極上のデデザセーートルとして、取っておくつもりだった一皿に。

「仕方がない。でしたら、伯父上にふたつ要請があります」

「なんだ？」

「ひとつ目はかんたんです。駿河よりも名古屋攻略を先にしていただきたい」

「何を言う。この血のたぎり、余は今すぐ爆発させたいのだぞ？」

「わざわざ寄り道をして、落とし穴にはまったら世話がない。駿河に隠れている御仁……いまだ力の底を見せてくれないのですが、狩りの腕は悪くなさそうだ」

「根拠は？」

「逃げるのが上う手まい男は追い詰めるのも上手い。昔、そういう知ち己きがおりました」

　旧敵である仏蘭西フランス国の英雄をエドワードは思い出していた。

　橘たちばな征まさ継つぐから――あの男と同じにおいを感じるのである。一方、獅子心王は「左様か」と剛ごう毅きに笑う。浅せん慮りよではあっても器量の大きい人物なのだ。

「ならば、つまみ食いではなく、本気で嚙かみつくことにしよう」

「駿河には彼以外にも手て練だれの騎士がいる。その方がいいでしょう」

「して、ふたつ目は？」

「彼かの地を陥とした暁あかつきには、プラチナの髪が輝かしい美び姫きをお探しください。なかなか面白い切カりー札ドになりそうな少女なのです。雰囲気がエレノアに似ております。会えば、伯父上にもおわかりいただけますよ」

　騎士・橘征継をしたがえる貴婦人について、エドワードは語った。

　名は藤宮ふじのみや志し緒お理り。数奇な境遇に置かれた皇国日本の不遇なる姫君であった。
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　もう一〇月三一日だった。

　維い新しん同盟の静岡侵攻がはじまってから、半月近くが経たっている。

　今朝早く、駿する河が鎮ちん守じゆ府ふに名古屋から伝令の管くだ狐ぎつねがやってきた。昨日と一昨日、東海道領内で三箇所もの鎮守府が陥かん落らくしたという報しらせを持って。

「じゃあ、名古屋の方もこっちとたいして変わらないピンチなのかしら？」

「ある意味で放置されている駿河より、深刻かもしれないぞ」

　初はつ音ねをともなって、征まさ継つぐは墓参りをしていた。

　午後二時頃。ふたり以外に人はいない。駿河西部を流れる安あ倍べ川かわと『本当の橘たちばな征継』の実家近くにある、静かな墓地だった。

「お兄さま……お墓に来るのが遅れちゃって、ごめんなさい。一族の仕事とか姫様のことは初音と――こっちのお兄さまがしっかりやるから、安らかに眠っていてね？」

「なかなかややこしいな」

　初音といっしょに墓前で手を合わせながら、征継はつぶやいた。

　目の前には『橘たちばな家け代々之墓』の墓石があった。また、その脇わきには小さな石の墓ぼ碑ひも置かれており、納骨された人物の名が刻まれていた。

　いちばん最後が『橘征継』、その前が征継の両親、さらに前は祖父母――。

「本物の骨をこの墓に納めるとき、名前も刻んでおいたようだ。……戸籍だけでなく墓まで奪うことにならなくて、よかった」

　若くして死んだ橘少年の名を正体不明の復活者リザレクトにあたえる際に、初音の父あたりがせめてもの手た向むけとして、こっそり手配したのだろう。

　今日、ふと脇を見て、はじめて気づいた配慮であった。

　あらためて〝本物〟の冥めい福ふくを祈ったあと、征継はつぶやいた。

「初音。本物の代わりに俺の礼と詫わびを受けろ。もし可能であれば――戦場ではなるべく俺のうしろにいるようにしておけ」

「あら、お兄さま。もしかして初音を守ってくれるつもりなの？」

　すこしムッとするあたり、初音はさすが豪ごう傑けつ一族の腕自慢であった。

　しかし、征継は「いいや」と否定した。

「俺のやり方を見て、いくさのいろはを勝手に覚えろ……そういうことだ。ひとりで歩けるようになるまで、すこし手を貸す」

「そういうことならいいけど。でも、ちょっと意外だわ」

「何がだ？」

「お兄さまって戦うときも、ひとり我が道を往ゆく人かと思ってたの」

「駆け出しの兵が一人前になるまで、誰かが世話を焼くのは当たり前のことだ。そして、橘初音は俺が――橘征継が引き受ける。それだけの話だ」

　思いつくままに語ってから、征継はふと気づいた。

　ということは、当の自分にも誰かの背中に付きしたがい、いくさの仕方を学んだ頃があったのだろうか？　あった……気がする。

　剛つよく、猛たけ々だけしく、なにより不ふ撓とう不ふ屈くつな男たちと幾度も地の果てまで駆けた――。

　そういう日々があったと。なんとなく確信できた矢先。

「あら？　警報!?」

　やにわに初音が驚いた。駿河市内の各地に設置された公共のスピーカーから、いきなり警報が鳴りひびいたのだ。さらに屋内への避難をうながすアナウンスも。

　ふたりはうなずき合い、すぐに墓前から去っていく。

　もちろん避難するためではない。橘征継と初音はこの街を守護する騎き士し侯こうなのだ。

「お兄さま、早く鎮守府へ急ぎましょう！」

「ん？」

　墓地の駐車場まで来たところで初音が訴え、そして征継は――見た。

　駿河湾のある南の方角から何かが高速で飛んできた。駅周辺の中心街の方へ向かっているようだ。並の視力であれば、飛行機と見まちがえたかもしれないが。

「紅あかいクルセイド……リチャード王のレギオンか！」

　三日前も見たクルセイド型がなぜか一騎だけで飛んでいる。

　駿河市は皇こう都との都心部とはちがう。高層建築はたいしてない。だから街はずれの墓地からでも、目のいい征継は紅きクルセイドをしっかり視認できる。

　そして、気になる影がもうひとつ。

　クルセイド型をひきつれるようにして、先を飛ぶ翼よく竜りゆうがいた。

　まちがいない。騎士がひとり乗っている。征継はたしかにそれを見て取った。
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　皇都東京。

　皇こう国こく日本の女じよ皇おう陛へい下かがおわす住まいを『皇こう城じよう』と呼ぶ。

　城といっても、京都の二に条じよう城じようのごとき日本古来のそれとはまったくちがう。

　完璧に欧風建築の宮殿なのだ。第二次大戦のあと、東京青あお山やまの地に築かれた。重厚かつ華やかな、バロック建築を模した鉄骨レンガ造りである。

　広壮な宮殿には白いレンガがふんだんに使われ、実に瀟しよう洒しやな外観だ。

　この皇城の片隅に、東方ローマ帝国より来訪した武官の専用控え室がある。

　豪ごう奢しやな調度類をそろえた部屋なのだが、なにより日本国外にあるローマ関連の軍施設と直通電話できる回線がありがたい。

　今、アレクシス・ヤンもこの直通回線を使用中だった。

「危機感がない……のとは、ちょっとちがいますかね」

　受話器を片手に、深刻さに欠ける口調でヤンは言う。

　身につけるのは東方ローマの軍服。ブレザー型でカラーは青。ワイシャツの第二ボタンまではずして、ネクタイをだらしなくゆるめていた。

　あごひげを生やし、ややワイルドな風貌のヤンにはその着崩しがよく似合う。

「なんとかしなくちゃとは思っているけど、何をしたらいいのかはわからない。だからモタモタするだけで何もできない……。以上、皇城の方々のご様子です」

　皮肉っぽい内容の割に、口調はお気楽で毒がない。

　そんなヤンの肩書きは『東方ローマ帝国東アジア管区軍参さん謀ぼう部ぶ所属』の少佐。そして、電話の相手は世界一有名な男にして、建国の大英雄だった。

『いつものことさ。女皇のまわりには本当にろくな女官がいないな』

　気き障ざではないが気取った語り口。

　ローマの大だい元げん帥すい・カエサル独特の名調子である。ヤンも答える。

「無駄にえらぶったり、女同士でいじめ合ったりするのは得意みたいですけどねえ。あのばあさん――いや、お姉さま方は」

『近衛このえ府ふや関東将しよう家けの諸君はもうすこしマシだと信じたいところだな』

「ですね。あとで見にいってきますよ」

　皇国の保護者パトロヌスを名乗るカエサルだが、今は日本にいない。

　一か月前、ジャワ島で起きた大英帝国軍との衝突に対処すべく、香ホン港コンランタオ島に待機している。代わりに、参謀のヤンがまず東京へ派遣された。

　盗聴等を警戒せず、気やすく電話できるのは彼が念ねん導どう術じゆつ師しだからだ。

　念ねん波ぱ・電波を感じ取る術で盗聴の有無は確認可能である。さらに攪かく乱らん念波を発して、その手の機器の無効化もできた。

「そうそう。閣かつ下かお気に入りの姫君――志し緒お理り殿下のことは、見殺しにしそうな勢いで絶賛放置中みたいですよ。……大きな声じゃ言えませんが、この機会に行方不明になってくれとか誰かが思ってそうですね」

『ほう。それはよくないな』

「やんごとなき血筋の方が英国軍あたりにつかまると、いろいろ厄やつ介かいでしょうに。その辺もまあ、意識が甘いと言いますか』

『まったく遺い憾かんな話だ。それでヤン少佐、新しい任務の件だが』

「……はい？」

『ここ数日で情勢も変わってきただろう？　それを受けて、いくつか策を考えた。まず君は――今、話に出た志緒理のいる駿する河がへ潜入してくれ。孤軍奮闘で持ち堪こたえている向こうの鎮ちん守じゆ府ふに、軍事顧こ問もんという形で赴ふ任にんしてもらう』

「……ちょおっと待ってください。娘には一週間で帰るって約束してるんです」

　軍人にあるまじき命令拒否を反射的にヤンは口にした。年齢三四歳。一一歳のひとり娘が香港で待っている。

「日本みやげ、もう買ってあるんですよ。アイドルのライブビデオと炊飯器」

『航空便で送るといい。君の奥方にも参謀部から一報入れさせよう』

「奥方じゃなくて別れた女房ッスよ！　大体、潜入なんて情報部の仕事でしょうが。どうせとっくに潜りこんでいるんでしょう、あいつら？」

　遥はるかなる香港の地では、史上最大級の英雄がにやにやと笑っているはず。絶対にそうだと確信しつつ、アレクシス・ヤンは反撃したのだが。

　カエサルは意地悪く笑いながら告げる。

『私の意向と、向こうの事情を現実的にすりあわせて、軍略の調整を行う役目だ。私とあちらの指揮官に近い筋の誰かが望ましいのさ』

「はいはい。つまり閣下は関東サイドから箱はこ根ね奪還の兵を向けるだけじゃなくて」

　さすがに戯ざれ言ごとをやめて、ヤンは拗すねた口調で言った。

「駿河――箱根の西側からも攻撃を加えて、挟きよう撃げきの形にしたいわけですか。そりゃあ給料と退たい役えき後の年金分は仕事しますけどね。今の日本にいちばん必要な人材はまちがいなくカエサル元帥……閣下御本人ですよ」

『もちろん、そちらもなんとかしたいところだな。すこし調整してみよう』

　電話越しに聞こえる声さえも、カエサルのそれは躍動感に満ちていた。

　ともあれ、東方ローマ大元帥の意を受けて、東海道へ旅立つ者が生まれたのである。






第五章

獅子と狗の戦い（１）
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　一〇月三一日、一五時一七分。

　リチャード獅し子し心しん王おうが駿する河が市に到着した、その時刻であった。

　白き翼よく竜りゆうを自ら駆って、ゆっくりと降下してきたのである。真しん紅くの英国レギオン〝エスカリブール〟一騎も主あるじに付きしたがい、大地を『ズン！』と踏みしめる。

　場所は駿河の駅前だった。

　高速鉄道も止まるため駅舎も大きく、駅前も発展している。

　百貨店もあれば、オフィス街風の立派なビルも立ちならんでいる。ひなびた地方都市には珍しい〝都会の雰囲気〟がある区画だった。

　ここの広いバスターミナルに、いきなり翼竜とエスカリブールが現れた。

　市内に警報が鳴りひびいてから、さほど時間は経たっていなかった。かつての英国王とレギオンは流星のごときスピードで飛来し、駿河市に侵入したのだ。

　……駅周辺には、まだ避難してない人々がすくなからずいた。

　およそ一五〇名前後。そして、紅あかき巨人はやにわに銃じゆう槍そうを撃った。

　人々へ向けて、ではない。青空に浮かぶ白い雲めがけて。熱線が天に駆けあがり、雷鳴のごとき発射音もとどろく。

　付近にいる者は皆、こぞって真紅のレギオンと翼竜の乗り手に注目した。

「駿河の民たみよ。余は大英帝国の騎き士し侯こうにして、かつて英国の王なりし者。獅し子し心しん王おうリチャードである。苦しうない、面おもてを上げよ」

　英国王のレギオン・エスカリブールは全長八メートル強。

　紅き巨体の肩と同じ高さに、リチャードは騎き竜りゆうを静止させた。そのまま駅前の風景を高みから見わたし、満足げにうなずく。

　尚なお、復活者リザレクトの声に荒々しさはなく、むしろ闊かつ達たつであった。

　また朗々たる美声でもあった。聞き取りやすく、厚みと深みがある。

「ふふふふ。この場より鼠ねずみのごとく逃げ去る必要はないぞ、市民諸君。今日はいくさを仕掛けにきたのではない。余リチャードはひとりの騎士として、健闘いちじるしい駿河の民へ告知をしに参ったのだ」

　背後にひかえるエスカリブールがその仮面の奥より、リチャードと同じ声、同じ言葉を朗々と発する。正しくは声ではなく、音声化した念ねん導どう波はである。

　だからだろう。声はさざ波のように広まっていく。

　大音量でもないのに、駅から数キロ以内にいる者全ての耳に届いていた。

「さて……余は諸君の窮きゆう状じようを聞いて、胸を痛めている。ここ駿河の騎士侯たちはわれら維い新しん同盟を相手に、けなげに善戦を繰りかえしてきた。結果、静岡の地でこの街だけが――いまだ大英帝国の庇ひ護ごを受けていない。そして市民諸君！」

　リチャードは駅前の大通りに沿って、翼竜をゆっくりと進ませていく。

　ビルの三階あたりと同じくらいの高さを飛んでいる。まるで凱がい旋せんパレードのような、悠々たる飛行であった。

　お供のエスカリブールもふわりと浮きあがり、主人のあとに続く。

「そのしわよせを受けているのは誰か!?　ほかでもない、諸君らだ。駿河の騎士たちが戦いつづける代償として、諸君らはこの街にとじこめられた。満足に腹を満たすこともできず、飢えに苦しみ、恐怖と不安にさいなまれている。余はその窮きゆう境きように心より同情する！」

　我がもの顔で街を見おろしながらの熱いスピーチ。

　しかも感きわまったらしく、獅子心王の声に恍こう惚こつたる響きが加わってきた。

「約束しよう。諸君らを解放するのは余であると。必ずや駿河を攻略し、市民諸君を大英帝国の庇護下に組みいれてみせる。その暁あかつきには諸君！　余は一万の酒さか樽だるを寄贈し、祝勝の祭りを三日三晩開催しよう。余と共に勝利の美酒を酌くみ交わそうではないか！」

　リチャードは拳こぶしを振りあげ、演説の山場に力強さを加える。

　が、ここでいきなり声のトーンを落とした。

「しかし、ひとつ許して欲しい。これより余は五日間の休暇に入る。休養が開けたのち、まず撃破するのは――名古屋である。余はそこで東海道将しよう家けにとどめを刺す」

　今、情熱の獅子王は表情を曇くもらせていた。

　苦悩にまみれる悲劇役者の顔だ。そして聴衆に呼びかける。

「覚えておいてくれ。余は遅くとも一〇日後には名古屋を陥おとしているであろう。その翌日に駿河へ舞いもどってくるであろう。それまでは諸君。王の帰還を心待ちにして、おとなしく待っているのだ。さらばだ！」

　一方的に言いたいことを言い切って、リチャードは乗騎の腹を軽く蹴った。

　翼竜はばさりと羽ばたき、東――富士市の方角をめざして、飛翔をはじめた。そのうしろにエスカリブールが続く。

　尚、真紅の英国レギオンは左手に木製の樽をにぎっていた。

　この樽に飛行しながら穴を開けたらしい。なかに詰まっていた幾千枚という膨ぼう大だいな量の紙切れが続々とばらまかれていった。

　風に乗って、駿河市内のいたるところに飛んでいく。

　……これが『リチャード一世、襲来』の一部始終であった。この芝居がかった一幕の間、立ち会った人々は逃げることもかなわず、〝ぽかん〟と見守るばかりであった。

　そして、実は現場の近くで――待機している騎士侯がいた。

「あの男は一体、何を考えているんだ？」

　四輪駆動の軍用車両が駅前通りの路上でエンジンを止め、駐車されていた。

　その後部座席で、城じよう代だい・秋あきヶが瀬せ立りつ夏かが眉まゆをひそめる。

　エスカリブールが一騎だけ高速で接近中――駿河鎮ちん守じゆ府ふの念ジ導ー精ニ霊ー・咲さ久く耶やがそう警告してくれたので、いち早く出陣していたのである。

　騎士道協定破りの破壊活動がはじまったら、即座に撃破するために。

　だが、予想のななめ上をいく演説に立ち会う羽目となった。




「私は正直……あの演説の影響というものを深刻に考えていなかった」

　なんとも悩ましげに立夏が切り出した。

　リチャード一世の来訪と演説。その翌日だった。

「なにしろ、市民を救いたいと熱弁したあとで『その前に休む』『駿河より先に名古屋を攻める』とか言い出す始末だからな。発言がいいかげんすぎる」

　一一月一日。この日、征まさ継つぐは学校を休んで、駿河鎮守府の会議室にいた。

　軍議に参加して欲しいと立夏に請こわれたのである。

「騎士侯をも超える真の軍団長レガトウス・レギオニスとして甦よみがえられた英雄に、こう申し上げるのもあれだが」

　復活者を畏かしこまって賛辞するときの称号を口にしてから。

　立夏は歯に衣きぬ着きせず、きっぱりと言った。

「あの男、バカじゃないかと私は思ってしまったんだ」

「は、はっきり言いすぎですよ、立夏さまっ」

　同席している初はつ音ねが困ったように発言した。

　羽は部ぶ奈な・真ま池いけ・田た比びの三騎士侯も苦笑いしている。駿河にいる騎士を全て集めて、今後について討議するという趣しゆ旨しなのだ。

　ちなみに、いにしえの英国王のスピーチは八や咫た烏がらすたちによって監視されていた。

　それは念導術で映像イメージ化され、征継たちも確認済みだった。

「だが、そうも言ってられなくなってきた。リチャード一世が最後にばらまいていったビラを見て、一部の市民が動揺している。いっそ『維新同盟に負けた方がマシなんじゃないか』と言い出す者も出てきたらしい」

　立夏が語る。征継はビラの内容を思い出した。

　それは静岡県だけでなく名古屋まで維新同盟の前に陥かん落らく寸前だという事実をまとめた記事だった。そして、最後は『英国の獅子王がまもなく駿河市民を庇護下に入れるであろう』という予言で締めくくられていた……。

「まあ、仕方がない。われわれ東海道将家は今、事実として駿河市民に気前よく食糧をあたえられてないからな。そのうえ、明らかにこちらの方が劣勢にある」

　さばさばと言って、立夏は肩をすくめた。

「当分は大丈夫そうだが、いずれ暴動でも起きるかもしれない」

「リチャード一世という御方は――」

　不意に、この場で最も高貴な出席者が口を開いた。

　皆の注目が彼女にそそがれる。藤宮ふじのみや志し緒お理り。皇こう国こく日本の皇こう女じよ殿下その人へ。

「たしかに、非常に軽率な生き方をされた人物でした。勇猛な騎士でありながら、詩を愛する芸術家の一面もおありで……だからでしょうか。情熱と思いつきにまかせて、意見をころころ変えることもあったといいます」

　武人でもない、高官でもない志緒理がこの軍議に参加している。

　それは不遇の皇女がついに果たした〝成り上がり〟――その第一歩だった。

　橘たちばな征継と初音という騎士侯ふたりを個人的に召しかかえ、いまや駿河鎮守府にとって『最も重要な協力者』である。しかも、皇女自身もすぐれた神秘的能力と見識をそなえていると、はっきり周囲に示してみせた。だからこそ。

『軍議のご様子を拝見させていただいてもかまいませんか？』

　志緒理がやんわりと要請すれば、立夏は断らない。

　同席する三人の青年騎士侯も、鎮守府の武官たちもうやうやしく受けいれる。

　その身分と器量にふさわしい敬意をついに獲得してみせた姫君は、いつもどおりの聡そう明めいな口ぶりで語っていく。

「おそろしく好戦的だったリチャード一世は英国王となった直後、軍資金を得るために多くのものを売り払いました。財宝、国宝、城、領地、爵しやく位いや町までも」

「そんな暴挙を王自らがしたのですか？」

　あきれた面おも持もちの立夏に、志緒理はうなずきかけた。

「はい。地方の代官を解任して、同じ人間にその職を高額で買いもどさせる――これも彼の得意技でした。王都であるロンドンまで売りに出す勢いだったといいます」

「なんて無茶苦茶な男だ……」

「たぶん、英国自体に愛着がうすかったのだと思います。中世の英国を王として支配していた一族は――海を渡ってブリテン島を征服したフランス貴族だったのです」

　仏蘭西フランス。意外な国名に征継は驚いた。

「リチャード一世のプランタジュネ家はフランス国内のアキテーヌ公領、アンジュー伯領、そしてノルマンディ公領を支配する大貴族でした。また英国も――プランタジュネ家の領地のひとつでした」

　博識な志緒理はすらすらと続ける。

「プランタジュネ家の人々は基本的にフランス本土に住み、フランス貴族として暮らしていました。必要なときだけブリテン島に渡って、『プランタジネット朝の英国王室』となったのです。英語はほとんど使わず、フランスの言葉ばかり話していたそうですね」

　彼らの名前、本当は仏蘭西風にリチャードを『リシャール』、エドワードを『エドゥワール』と呼ぶべきなのかもしれない……。

　そう志緒理が付け足したところで、初音はしみじみと言った。

「会社づとめの人が副業で会社経営しているみたいですねー」

「言いえて妙ですね。はい。フランス王をもしのぐ大領主だったプランタジュネ家はあくまでフランスが本拠地、英国王はパートタイムでこなす副業でした。ただリチャード一世の死後、弟のジョン欠地王ラツクランドの失敗がもとで大陸の領土をほとんど失い、英国に逃げこんだのです」

　征継は思い出した。歴史の授業で聞いた覚えがある。

　領地を失ったがゆえに、ジョン王の異名は〝失地王〟とも訳されると。

「こうしたいざこざがのちに黒王子ブラツクプリンスエドワードとその父王の代で爆発し、英国とフランスは百年戦争に突入します。当時の両王家、実は親戚同士なのですけど……」

「それがリチャード王の人となりですか」

　立夏がため息をついた。

「問題は……その暴君がいくさ上手でもあることです。人格はどうであれ――いや、そんな人間性だからこそ、やつは途方もなく強い。常識のある人間なら絶対にやらないような手を平気で打ってくる。しかも、バカげた強引さで成功させてしまう」

　東海道将家の騎士姫は暗い面持ちでさらに言う。

「次にリチャードが駿河へ来るのは、名古屋攻略のあとか。もちろん、やつの言葉は伝令で報告してある……が、父上たちがはたして持ち堪こたえられるかは――厳しいな」

「立夏さま。怖いのはそれだけではありません」

　志緒理がふたたび意見を述べた。

「名古屋を陥おとし、東海道にとどめを刺したあとなら、維新同盟は心置きなく騎士侯のほとんどをここ駿河にぶつけられます。リチャード一世のほかに、何人もの女王騎士を相手取る状況では――もうおしまいでしょう」

「まったくです。退ひくか、降伏かの二択しかない」

　立夏は腕組みし、沈黙する。これからどうすべきか、熟慮をはじめたのだ。

　しかし、五分がすぎても言葉を発しない。妙案がないのだろう。三名の青年騎士侯、初音、さらに志緒理も無言だった。

　そんな空気のなか、ぼそりと征継は言った。

「やはり、みごとなのはエドワード王子ということか」

「お兄さま。今はリチャードさんのお話をしているところよ」

「わかっている。だが、あの暑苦しい男が厄やつ介かいなのは、エドワード王子の鎖くさりが頸くび輪わに付いているからだぞ」

「どういうこと？」

　きょとんとする初音へ、征継は淡々と言った。

「考えてもみろ。リチャードはなぜ演説だけをしに駿河へ来た？」

「ええと……気まぐれ？」

「かもしれない。だが、姫のお教えどおり、やつが支し離り滅めつ裂れつなほど短絡的な男なら……ここで我慢するとは考えにくい。むしろ演説をするついでに強襲でも仕掛けてきそうなものだ。やつが駿河を〝とっておきの獲え物もの〟として見ているのなら、なおさら」

　獲物を狩るのは獅子だけではない――。

　今、征継もまた〝狩る側〟としてリチャード王という猛獣の習性をじっくりと吟ぎん味みし、考察し、その結果を口にしていた。

「誰かがリチャードに待ったをかけた。それがやつには面白くない。鬱うつ憤ぷんもたまる。せめてもの憂うさ晴らしと駿河へ飛んできて、派手にスピーチをぶった」

　征継はそっと肩をすくめた。

「惜しいことをした。もしリチャードが全力で駿河を陥としにきていたら……やつを返り討ちにする最大のチャンスだった」

「ええっ!?　でも、あの人って騎き力りよくが一〇〇〇以上あるんでしょう!?」

　初音が大いに驚く。否いな、軍議の参加者全員がそうだった。一同を代表するようにして、橘一族の少女は続ける。

「そのうえ武ぶ勲くんの力もすごくて、レギオンを指揮するのも上う手まくて……」

「比較の問題だ。やつが単独で攻めてくるのと、名古屋攻略後に大勢の騎士といっしょに攻めてくる――どちらの方が倒しやすいかという」

「もちろん単独のときだわ。でも、ひとりでだって強い人なのよ？」

「それなんだがな。俺はどうも……ああいう男の相手が得意だったようだ」

　妹分からさとすように言われて、征継はつぶやいた。

　無駄に声を張りあげはしない。だが、確信と共にひっそりと言い切った。

「あの手の輩やからによく効く罠をいくつか知っている」

「本当、お兄さま!?」

　目をきらきらさせて、初音が身を乗り出す。

「じ、じゃあ、こっちから打って出るのはどう!?」

「それはむずかしいな。今の俺が使える兵は二〇〇か三〇〇という程度。この数でやりくりするなら……やつの方から駿河を攻めてもらう必要がある」

　征継はかぶりを振った。

「そうでなければ、自然な形で罠に誘いこめない」

　もし黒王子が〝罠わな猟りよう〟の可能性も考えて、獅子に『待て』と命じたのなら。

　やはり、みごとな男だった。自ら兵をひきいての用兵が巧たくみであるだけでなく、猛獣のような配下でさえも使いこなす器量の持ち主なのだ。

　征継は今、リチャード王すら超える雄ゆう敵てきの影をかいま見ていた。

「撒まき餌えが欲しいところだ。名古屋攻めがはじまる前に、気分屋のリチャードを駿河におびきよせるようなエサが何か。それがなかったら、俺たちも名古屋もやつひとりにいいように踏みにじられる」

「でしたら……わたくしにひとつ、考えがございます」

　おもむろに口を開いたのは――志緒理だった。

「一か八かの賭けになりますが、このままでもどうせ終わりになるんです。何か大きな花火でも打ちあげて、あの方の気を惹ひいてみせましょう」

　騎士たち全員の視線を受け止めながら、皇女殿下はてきぱきと語る。

　その声はさながら一国を預かる指導者か軍師のように――凜りんとしていた。




　　　　　　　　　２




　一一月二日の未明。夜明け前、闇やみが最も深くなる頃。

　駿する河が市の一角で火の手が上がった。市の北部――南アルプスの一角を成す竜りゆう爪そう山ざんのふもとにも程近いあたりだった。

　市の台所をまかなう中央卸おろし売うり市し場じよう、さらに物流会社の倉庫が数多く集まっている。

　火事はこの区画で起きた。

　またたく間に火は燃え広がり、倉庫がいくつも吞のみこまれた。

　どうにか消火活動が終わった頃にはほとんど燃え尽きていて、火災現場に残されたのは倉庫の骨組みばかりであったという。

　だが、最大の被害はこれらの倉庫に保管されていた――食品類だった。

　流通が止まったため、野菜や肉・魚など生鮮食品はとっくに商店から消えている。

　しかし、米、小麦粉、じゃがいも・にんじん等の根菜類、缶詰など、長期保存できる食品類はいち早く駿河市の管理下に置かれて、配給で渡される形となっていた。

　そして――。

　焼失した倉庫には、それらの配給品が備び蓄ちくされていた。

　駿河一帯に引き渡すための食糧である。量も膨ぼう大だいであり、輸送にも手がかかる。そこで流通の一大拠きよ点てんであった場所に置かれていたのだ。

　現場周辺では、駿河鎮ちん守じゆ府ふの歩兵隊が〝管理の一環〟として警備を行っていた。

　だが、何者かがその警戒網をくぐり抜け、駿河市民の生命線ともいうべき場所に火を放ったのである。放火だった。




「まあ、配給品はあの辺だけじゃなくて、市内のあちこちに保管していたから」

　あまり元気のない声で、小お此この木ぎ泰たい世せいはつぶやいた。

　征まさ継つぐに話しかけながらも、友人の目は新聞の記事に向けられている。

「焼けた食糧は全体の四割程度じゃないか……だってさ。それでも十分、とんでもないことではあるんだけどねえ」

「外から救援物資が送られてくる当てはないからな」

　男友達の慨がい嘆たんに、征継はうなずいた。

「維い新しん同盟が駿河湾の制海権をにぎっているから、船は使えない。鉄道も止められた。道路も通行止めだ。そのあたりを早くどうにかできないと、降伏以外の手がなくなるな」

「世せ知ち辛がらいよねえ、ほんと」

　例の火災があった二日後、ふたりは駿河駅の近くにいた。

　三日前、リチャード一世がやってきた界かい隈わいだ。泰世が学校の帰りにこちらへ行くと言ったので、征継も付き合うことにしたのだ。

　行き先は東海道新聞の駿河支社のビルだった。

　生徒会副会長のかたわら、泰世はここでバイトをしている。

　今日は仕事ではなく、略式発行の新聞を読みにきた。今は紙・インク等の物資を節約するため、通常の紙面は発行していない。だが、数日おきに一〇〇部だけ印刷する新聞は公民館や図書館などに配布され、誰でも読むことができる。

　泰世は受付に声をかけて、その臨時新聞をぱらぱらと読ませてもらっていた。

「アメリカの方で開発しているっていう〝インターネット〟がきちんと広まったら、こういうのも家のパソコンで読めるようになるのかなあ」

「何だ、それは？」

「ぼくもくわしくは知らないんだけど、パソコンの通信機能を強化して、世界中を情報のネットワークでつなぐもの……らしいよ。ま、電話といっしょで念ねん導どう攪かく乱らんに弱そうだから、それで開発が進まないのかも」

「いろいろむずかしいものなんだな」

「軍なんかだと、似たようなネットワークを念導術で構築してるっていうしねえ」

　ひととおり記事に目を通したあと、新聞社を出た。

　移動の足はふたりとも健康的に自転車である。だが、まだ駐輪場にはいかず、駅前をぶらぶら歩きはじめる。

「そうだ征継くん。騎士の仕事がもし空あいていたら、ボランティアしない？　明日の朝、うちの学校の男子総出で漁協にいくんだ。地引き網漁を手伝って、獲え物もののなかから現物支給でお礼をもらったりする。そのあとは有志が集まって海釣り大会。メジナとかアジを狙ねらって、食糧事情の好転をはかるのが企画趣しゆ旨し」

「今の時期ならカワハギも狙えるかもな。面白そうだ」

「あとは園芸部のコネで農協をお手伝いして、野菜関係も狙うつもりだよ」

　ふたりが下心込みのボランティア精神を高揚させる一方で。

　ここ最近では珍しく、今日の街中は大勢の人でにぎわっていた。その原因は――明らかに駅前で行われている〝活動〟だった。

　老若男女、さまざまな顔ぶれの市民がいる。

　三、四〇人くらいだろうか。子連れの主婦もすくなくない。

　彼らは駅前を通りがかった人へビラを手渡しながら、声高に訴える。「駿河鎮守府は早急に維新同盟への参加を決意するべきです！」「もう戦争に巻きこまれるのはたくさんです！」「子供たちに十分な食事をあたえてください！」等々。

　そして、「署名お願いします！」と呼びかけるのである。『駿河鎮守府は維新同盟に降伏を申し出るべき』という嘆たん願がんへ同意する旨むね、サインをしてくれと。

「この半月……駿河の封ふう鎖さがはじまってからさ。ああいう活動をこっそりやってる人たちがちょろちょろいたそうだけど」

　騒ぎを尻しり目めに、泰世がため息をついた。

「ここ何日かでいきなり目立つようになったよねえ。しかも、まんざらでもない感じで受けいれられてるし」

　活動参加者が差し出すビラは結構な頻ひん度どで受け取られていた。

　むしろ冷淡に無視するような反応の方がすくない。それどころか、用意されていたテーブルの上で同意のサインを書いていく通行人もぽつぽつといた。

「例の火事で食糧が焼けたばかりだ。みんな、不安なんだろう」

「あれって放火の可能性が高いんでしょう？　うわさだと犯人は維新同盟の諜ちよう報ほう員いん――」

「どうかな。同盟はむしろ駿河をしばらく放置しておきたいはずだ」

「じゃあ……これもうわさだけど。あっちの人たちとか」

　泰世はちらりと〝署名活動〟する人々を見やった。

「食糧事情が悪化すれば、背に腹はかえられない。ああいう意見に賛同する人も増えるはず。それを狙って――なんてね」

「根拠のない憶測だが、説得力はある」

「ところで、征継くんはああいう活動を取り締まらないの？」

「俺の職分ではないことだ。それに、どうせあちこちで似たような活動をやっている。ここだけ解散させても意味はない」

「たしかにね。でも、半月前はミスコンがどうこう言ってた征継くんなのに」

　うんうんとうなずいてから、泰世はしんみりと言った。

「すっかり騎き士し侯こうらしくなっちゃって。ちょっと感動だよ」

「べつに忘れてはいないぞ。今はそちらに専念できないから、おろそかに見えるかもしれないが……俺は一二月のミスコン開催、あきらめていない」

「うーん。あきらめたって、文句を言われないとは思うけど」

　臨りん済ざい高校は学園祭を一二月初頭に開催予定である。

　そのイベントのひとつ、ミスコンテスト。征継は実行委員として決意表明したあと、いきなり話題を変えた。

「それよりな。実はおまえに頼みがある。今日はその話をするつもりだった」

「もしかしてミスコン関係？」

「残念ながら、ちがう。あまり愉ゆ快かいではない頼み事だ」

　征継は学生カバンから駿河市内の地図を取り出した。

　いくつかの箇所に赤ペンで丸を描いている。いずれも物流関係の倉庫だった。配給で渡す食糧を保管している。

「うちの学生を生徒会の方で二、三〇人集めてくれ。丸の付いたところに火をつける。そのあとで軍か警察に逮捕され、何日か拘束される――というボランティアだ。家族への説明が面倒だから、寮生がいいだろうな」

「へっ？」

　生徒会副会長の要職にある友人はきょとんとして、首をかしげた。
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　リチャードが駿する河が市を訪れたのは一〇月最後の日であった。

　が、今日はすでに一一月六日。その間、獅し子し心しん王おうはたっぷりと休養を取り、鋭気をしっかり養っていた。次なる戦いへの備えは万全だ。

　東海道の州都へ進撃をはじめるのは――もう明日である。

　明日の正午、リチャードは壮麗なる出陣をはたし、東から名古屋をめざす。

　まず攻撃するのは岡おか崎ざき城じようだ。イエヤス・トクガワなる征せい夷い大たい将しよう軍ぐんの出生地・西にし三み河かわにそびえたつ城だった。天てん守しゆ閣かくや石垣をそなえる日本古来の建築物である。

　だが、二に条じよう城じようと同じように内部は改装されている。

　そして、騎き士し侯こうと念導神格イフリートも擁ようしており、鎮ちん守じゆ府ふとしても機能する。

　岡崎城のあとはいよいよ名古屋市の周辺だ。刈かり谷や城、清きよ洲す城といった各鎮守府が織りなす守備網を突き抜けて、ひたすらに名古屋城をめざす――。

　さらに、名古屋の西・畿き内ない地方からも維い新しん同盟の騎士たちがなだれこむのだ。

　東からは〝真しん紅くの騎士〟エスカリブール一千騎、西からは〝青きサムライ〟神威かむいという日英連合軍が『名古屋』という獲え物ものを挟み込み、叩きつぶしてしまう。

「実に勇壮な光景ではないか」

　リチャードはうっとりとつぶやいたのだが。

　寛容と慈悲に恵まれた獅子王の心を苦しめるものがある。

　……騎士侯である以上、各地の情報を集めることはたやすい。そして〝最後にいただくつもり〟の駿河市について、変化があれば報告せよと情報部に命じてあった。

　だから、耳に入ってきたのである。

「駿河の民たみがこれほど熱く余を求めているとは……」

　この間、せめてもの憂うさ晴らしにと駿河市で熱弁を振るった。

　リチャードの情熱に満ちた言葉は民の心を大いに揺さぶったらしい。獅子心王の到来を待望する動きが駿河の内側にあるという。

『駿河鎮守府は一刻も早く維新同盟に降伏を申し出るべき』

　そう唱える者たちが食糧倉庫に放火したのだ。

　無益な抗戦をつづける駿河鎮守府への抗議の一環として。

　最初は一箇所だけだった。だが、ここ数日の間に犯行はさらに繰りかえされ、追加で四箇所もの倉庫が燃え尽きる形となった。

　駿河市警は必死の捜査を行い、犯人らを捕らえたのだが。

　……皆、学生だったという。未成年であるため姓名や学校名は公表されなかった。

　しかし、彼らは二箇所目の放火に成功した翌日、東海道新聞の駿河支社に犯行声明を匿とく名めいで送りつけていた。

　その声明、号外として印刷された臨時新聞に全て掲載された。

　駿河市内に潜入した間かん諜ちようがその写しを作り、情報部に提出している。リチャードも読了済みだった。そこには切々と『駿河市の未来は維新同盟およびリチャード騎士侯と共に在り』と綴つづられていた。

　若さと情熱に満ちた文章を一読して、猛烈に感激したものだ。

　だが、駿河鎮守府はここで信じがたい愚劣さを見せた。この学生たちが『維新同盟と内通したうえで放火を行った』ものと疑い――

　静岡各地に駐ちゆう留りゆうする英国軍へ、正式な抗議文を送ってきたのである。

　これは意図的な民間施設の破壊であり、騎士道協定に反する非道ではないかと。

　もちろん英国側はこれを真っ向から否定。対して、駿河鎮守府はその反論を認めようとせず、さらなる調査を行うと宣言した。

　実行犯である学生たちにもさらなる聴取を行い、真実を明らかにすると。

「少年たちが拷ごう問もんなど受けていないとよいのだが……いや。愚ぐ昧まいかつ卑劣な駿河の騎士たちにそれは期待できぬか。不ふ憫びんなことよ」

　義ぎ俠きよう心しんあふれる騎士として、リチャードはつぶやいた。

　まあ、かつて領民にさんざん重税を強しいて、時には圧政も行ったが、それはいいのだ。領土と民は彼の所有物なのだから。

　騎士・貴族・獅子心王を慕したう義士などとは区別すべきなのである。

「なんとしても救ってやらねばなるまい。余自らの手で」

　このあたりから、リチャードの思考はある方向へ加速をはじめる。

　己おのれの為なしたいことを為すために想像力をふくらませる。激情の焰ほのおを燃えあがらせる。自分に都合のよい結論を導き出す――。

「騎士の名誉にかけて、学生らを一日でも早く救出すべきであろう。急がねば」

　ちなみに。

　リチャードは今、英国軍将校の軍服を脱いでいた。

　代わりにカーキ色の戦闘服――兵へい卒そつ用のものを着ている。変装だった。実は昔から正体を隠しての『おしのび』が大好きなのだ。

　巡礼や名もなき騎士に身をやつして、旅をするのである。

　今も駿河湾を往ゆく輸送艦のなかにこっそりとまぎれこみ、船旅の途中だった。

「くくくく。ここまで来れば、全ての用意はととのったも同然」

　艦はまもなく田た子ごの浦うら港に到着する。

　富士鎮守府を擁する富士市の港だ。また、ここは駿河に最も近い鎮守府――。

　現在時刻は一一月六日、一五時三〇分。

　この地の水すい霊れい殿でんと今から契約を結び、本拠地とする。

　それから騎き力りよくの全てをエスカリブールに変えて出撃し、駿河を陥おとす。明日の名古屋攻めがはじまるまでには、つつがなく完かん遂すいできるはずだった。

「エドワードめがつけた監視の者たち……まだまだ甘い。いくさの半日前だからといって、獅子心王ライオン・ハーテイドがおとなしくしている――そんなわけなかろう」

　最近、監視役がまわりをうろついていることには気づいていた。

　だがリチャードは昼寝する雄おすライオンばりにだらだら怠なまけつつも、機をうかがっていたのである。あの連中、一体いつなら出し抜けると。




　征まさ継つぐはふだん、臨りん済ざい高校の男子寮を住まいとしている。

　騎士侯となった今も、寮のひとり部屋で寝起きしているのだ。

　しかし、皇こう女じよ専用の寮舎にも毎日通っている。そちらで食事を済ますことも珍しくない。ただ――さすがに皇女志し緒お理りと女官の初はつ音ねが暮らす、女子だけの園だ。

　いつも夜の九時には退去して、男子寮に帰っていた。

「そろそろか」

　一一月六日の深夜二三時頃。征継は寮の部屋を出た。

　まだ学生服を着たままだ。迷いのない足取りで男子寮も出て、皇女の住まいである黒くろ百ゆ合り寮りようへとやってきた。同じ敷地内なのだ。

　この寮舎は鹿ろく鳴めい館かんもどきという風ふ情ぜいの洋館仕立てだった。

　限られた人間しか持っていない鍵かぎで玄関を開け、足音も立てずに館内を歩く。

　誰にも見つからないよう用心しつつ、二階の――とある寝室の前へ。こちらのドアに鍵はかかっていなかった。

　ドアノブをがちゃりとまわして、すばやく室内にすべりこむ。

「失礼します」

「お待ちしておりました、征継さま」

　この寝室は――皇女殿下のものだった。

　内装も、家具調度のデザインも、豪ごう奢しやというより上品な雰囲気だ。

　博識な志緒理はもちろん読書家でもあるのだが、寝室のなかに書棚はない。ほとんどの本を読書室に置いてあるためだ。おかげで本好きの部屋によくある『雑に積みあげた本の山』などはなく、よく整頓された室内だった。

「初音に見られてはおりませんよね……？」

「大丈夫です。抜かりはありません」

　就寝前ということもあり、皇女殿下はひどくラフな格好だった。

　いつものポニーテールをほどいて、プラチナの髪をまっすぐ下ろしている。身につけているのは白い浴衣ゆかただけである。

　深夜に女子の寝室でふたりきり。しかも相手は皇こう国こくの姫君。

　見つかれば、何重もの意味で征継は責められてしまう。だが、ふたりの密会はもう幾夜も続けていることだった。

　そう。獅子を呼びよせるためにエサをばらまくと決めた日の夜から。

「名古屋に向けて、そろそろリチャード王が動き出す頃ですね」

「ええ。おそらく明日か明後日に」

「でも、いまだにこの駿河へいらっしゃる気配はありません」

　志緒理は落胆のため息を『ふぅ』とこぼした。

「市内の倉庫をわたくしたち自身の手で焼き、それを『維新同盟と内通した若者の犯行』という筋書きにして、抗議文を送る。連続放火というニュース性の高い派手なイベント、犯人は暴走した若い男子学生たち……」

　犯人役を頼んだ臨済高校の生徒たちは、今も駿河鎮守府に滞在中だ。

　市内に潜入している英国諜ちよう報ほう員いんの目をごまかすため、〝捕縛される学生集団〟をひとまず用意したのだ。彼らはもちろん客人として丁てい寧ねいに扱われている。

　ちなみに、偽ぎ装そうのため食糧は一部だけ焼いた。

　が、大部分は放火前に運び出し、焼失をまぬがれている。

「あの方がお好きそうな要素をちりばめてみましたが……失敗したようです」

　全ての筋書きを考えた姫君は肩をすくめる。征継は訊たずねた。

「わざわざ学生を犯人役に使ったのも、策ですか？」

「は、はい。同……性愛をうわさされるほど、歳下の男性にやさしい面もあったとかで」

「ほう」

　意外な情報よりも、獅子心王の性せい癖へきについて語る志緒理に目をみはる征継だった。

　恥じらう姿がすばらしく可か憐れんだ。ともあれ皇女はさらに言う。

「予想どおり英国軍には相手にされませんでしたけど、リチャード王なら何か反応を起こしてくれるのではと期待したのに。結局はずれてしまいましたね」

「まだわからないでしょう。あの手の男は自分に酔いやすい分、堪こらえ性しようがない」

　征継はぼそりと応じた。

「仕込みのどれかにやつが釣られる可能性、決して低くないと思います」

「だといいのですが」

「それよりも姫。今夜もそろそろ」

「は、はい。たとえ無駄に終わるとしても準備はしておくべき、ですものね」

　騎士からの要請を受けて、女主人は恥ずかしげにつぶやいた。

　そして、愛用のベッドにおずおずと腰かける。そのすぐ隣に征継もすわる。かなり距離が近い。ふたりはほとんど密着していた。

「今回の策。俺が前に話した手を今風に応用したのですか？」

「あ……当たりです。城の前で人質を苦しめて、怒り狂った敵を城外へ招きよせる。リチャード王のような方にはよく効くのではない、か――と……」

　志緒理の声が急に小さくなった。彼女の手を征継がにぎったからだ。

「姫」

「ど、どうぞ……いらしてください」

　もう何夜も続けているというのに、いまだに志緒理は緊張気味だった。

　その初うい々ういしさがとにかく可愛かわいらしい。征継は手をつないだまま、彼女の体におおいかぶさった。やわらかなベッドの上に押し倒す形になった。

「征継さま……」

「まだ慣れませんか？」

「はい……。だって恥ずかしいですし、わ、わたくしの部屋で――ですし、こんなに薄着をしてふたりきりだなんて、やっぱり……」

　いつもはきはきと話す志緒理がしどろもどろだった。

　彼女の玉ぎよく体たいを流れる血のぬくもりこそが霊液のエッセンス。征継がそれをより効率的に奪えるよう、うすい浴衣を一枚しか着ていない。志緒理の配慮だった。

　あの軍議の日から、これを毎晩繰りかえしてきた。

　というのも。

「申し訳ありません。俺とのことが原因で、姫のお体にご負担がかかっていたとは」

「気になさらないでください。騎士に――わたくしのために命を懸かけてくださる御方のために、主のわたくしも身を削けずる。当然のことだと思います」

　この半月間、霊液の源みなもとを毎日分けてもらっていた。

　だが、やはり命の根源たる血中から〝何か〟を取り出す行為。すくなからず負担となっていたらしい。ここ数日、志緒理はひんぱんに立ちくらみを起こしていた。

　息も切れやすく、明らかに体力が落ちている。

　それでも征継に霊液をあたえねばと。決意の上での密会なのである。

「そ、それより征継さま。あまりじろじろ見ないでください……」

「そのご命令にはしたがえない。今の姫はとてもお美しい」

「もう……すぐそんなふうにおっしゃって」

　征継は押し倒した皇女の全身をしっかりと見据えていた。

　逆に、志緒理の方は征継の目をまっすぐ見られない。恥ずかしさから、微妙に視線をそらしてしまう。その姿が実に愛らしく、魅み惑わく的だった。

　また押し倒したとき、浴衣の胸元がはだけそうになっていた。

　皇女殿下のわがままにご成長あそばした乳ち房ぶさもこぼれ落ちそうだった。そして深しん窓そう育ちの姫君は羞しゆう恥ちに打ち震えつつも、けなげに征継を受けいれようとしてくれる。

「征継さま。どうかご遠慮なく、わたくしのなかにある……」

　志緒理はついに、情愛のこもったまなざしを向けてくれた。

「おじいさまの力――霊液の源を存分にお取りくださいませ」

　ふたりの顔が近い。ささやき声と共に皇女の唇から洩もれ出る吐と息いきを、征継は吸いこむことができた。ほんのすこし唇を下に突き出せば、熱い口づけを交わせるだろう。

　彼女はそれすらもおそらく受けいれる――。

　志緒理の瞳のなかにその気配を見み出いだしつつも、征継はそうしなかった。

　そんなことはふたりの関係がもっと異なる形に変わりはじめたとき、あらためて交わすべき行為なのだ。

　だから、代わりに志緒理の首筋に顔を埋め、吸いつく。

「姫」

「征継さまのお顔、やっぱり冷たいのですね……」

「かまいません。姫がくださるぬくもりがあれば、俺はそれで十分です」

「で、でしたら、もっと強くなさってくださ――んんっ」

　白い首筋に唇を押しつけ、その柔やわ肌はだの熱を強く吸った瞬間、志緒理はあえいだ。

　彼女が聖獣・天てん龍りゆう公こうより受け継いだ血のぬくもり。それこそが神秘の霊液を生み出すエッセンスであり、自力で霊液を補給できない橘たちばな征継の糧かてとなるものだ。

　奪われた熱が征継の心身に吸収されるときの一体感。

　それが志緒理を恍こう惚こつとさせ、すこしずつ忘ぼう我がの域へと誘いこんでいく。

　だが、今日は――不意に皇女殿下がくすっと微笑ほほえんだ。

「どうかされましたか、姫？」

「いえ……実は最近、すこしうれしいのです」

「何がでしょう？」

「今までさほどありがたくもなかった血筋のこと――おじいさまから受け継いだ血が征継さまの糧となり、戦うための力になると思ったら……不思議と幸せな気持ちになります。なんだか満たされている気持ちになるんです」

　ささやいてから、志緒理はふたたび幸せそうに笑った。

「ふふふふ。すこし変ですね、わたくし」

　この姫君は本当に可愛らしい。征継の口元がほころんだ。

　いつものかすかに頰ほおをゆるめる微笑とはちがう。ごく自然な形で笑うことができた。志緒理との深い交わりで心が和やわらいだおかげだろう。

「姫」

　征継はささやいた。いつも聡そう明めいかつ辛しん辣らつな女じよ傑けつであるくせに、こういうときはここぞとばかりに可か憐れんさを見せてくれる。なんとも愛いとおしい女性だった。

　その思いにまかせて、ふたたび彼女の首筋を吸う。強く吸う。舌を這はわせる。

「ま――征継さま！　んんんんんんんんっ！」

「姫」

「征継さま！」

　意味もなく呼び合う。だが、それがいい。これも交わりの一部なのだ。

　志緒理はうすい浴衣を着ているだけ。だから、彼女の体の熱いほてりを征継はまざまざと感じ取れた。こうしてベッドの上で抱き合うだけで、その熱さがこちらに移ってくる。

　そして、感極まったせいだろう。

　押し倒されながらも、志緒理は征継の体を強く抱きしめてくれた。

　さらに、その白い両足でこちらの左足をぎゅっとはさみこむ。まさに全身全霊を懸けて、征継にしがみついている――そのような体勢だった。

　そのまま志緒理は叫んだ。

「あ――んんっ！　まさつぐさま……ああああああああああああっ！」

　奪われた熱が征継に吸い取られるがゆえの一体感。

　ついに最高潮に達した。志緒理が気を失う。がくりと脱力したので、征継はつい狼ろう藉ぜきをはたらいてしまった。

　けなげにがんばってくれた皇女の頰を、やさしく撫なでたのである。




「ひ……姫様とお兄さま、こんなことをしていたの――？」

　皇女志緒理の寝室の外では、橘初音が愕がく然ぜんとしていた。

　なんとなく蜂蜜入りの生しよう姜が湯ゆを入れてみたので、お裾すそ分わけに持ってきたのだ。お体の調子が最近すぐれない様子の姫様によく眠ってもらおうと。

　そして、寝室のドアが――わずかに開いていた。

　最後に入った者が完全に締めていなかったのだろう。そのドアの隙すき間まから洩れ聞こえる会話を初音は聞いてしまったのだ。

　おろおろしている間に、室内では姫様が気を失ったようだ。

　が、直前に聞いた皇女志緒理の絶叫が耳から離れない。あまりに印象的だった。
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「ど……どどどうしちゃったのかしら？」

　初音は狼ろう狽ばいして、部屋に入ろうとしてしまった。

　だが、寸前でハッとして、どうにか思いとどまることができた。この状況で顔を出して、どう言い訳するのだと。

　しかし、姫様の調子が思わしくないのなら、見過ごすこともできない。

　やきもきした直後、初音は聞いた。

　――りん。姫様の部屋のなかで、鈴の鳴るような音がひびいた。

「伝令、か」

　室内からはお兄さまのつぶやきも聞こえる。

　緊急連絡のときに皇国軍が使う小型随ずい獣じゆう・管くだ狐ぎつね。あのモルモットのような獣けものが瞬間移動の能力を使い、やってきたのだ。姫様への伝令役をまかされて。




　　　　　　　　　４




　そして時刻は深夜零時。一一月七日の日付になった直後。

　初はつ音ねの兄貴分・橘たちばな征まさ継つぐはすこし前に飛び去っていった。皇こう女じよ志し緒お理りが念ねん導どう術じゆつで呼んだ翼よく竜りゆうに乗って、この寮の敷地内から。

　富士鎮ちん守じゆ府ふより出陣したエスカリブール一千騎を迎え撃つために。

　今こ宵よい、ついにリチャード一世が侵攻を開始したのである。

　これを駿する河が鎮守府に報告したのは八や咫た烏がらすたち――志緒理が富士川のほとりで生み出し、偵てい察さつ役として残した連中だった。

　自分も出陣かと身がまえた初音だが、今回は留守役を命じられた。

　まあ仕方ない。今までで最大規模の敵襲である。騎き士し侯こうといえども若葉マーク付きの初音が出ていっては足手まといになりかねない。ほっとしたような、残念なような、なんとも微妙な気分を味わいつつ。

「姫様、お車がもうすぐ寮の前に来ます。もうちょっと待っててくださいね！」

「は、はい……」

　初音はぐったりとした女主人によりそい、声をかけていた。

　皇女専用寮舎である洋館・黒くろ百ゆ合り寮りようの玄関を出たところだった。志緒理はもう寝間着代わりの浴衣ゆかたを脱いで、清せい楚そなブラウスとスカートに着替えている。プラチナの髪にも初音がさっきリボンを結び、ポニーテールにもどしていた。

　これから駿河鎮守府へ向かい、迎撃指揮の場に同席するのだ。

　しかし、今夜の志緒理は本当に疲れきっている。ひとりではまっすぐ立つこともかなわず、今も初音に支えられている。

　貧血でも起こしたのか、真っ青な顔色だった。息づかいも荒い。

「あのう、姫様。ねつ……何かお疲れになることでもあったんですか？」

　熱でもあるのかと訊たずねかけて、初音は言いかえた。

　リチャード襲来の伝令が来る直前にのぞき見た、志緒理と征継のふたりきりでの不可思議な密着行為。あれが忘れられなかったせいである。あのとき、神秘力のような何かをふたりから感じた気もするのだが……。

　そして、皇女の口から予想外の答えを聞いた。

「前にも話しましたが、征継さまはふつうのやり方で霊液を補給できません。でも、聖獣の血をひく姫や騎士侯たちが持つ霊液を奪い取る――そういう《武ぶ勲くん》を使えるのです。そのお相手を毎日していたのですが……」

「えっ!?」

「わたくしの体力もさすがに尽きつつあるようです……」

「ひ、姫様みたいに高貴なご身分の方がどうして、そこまで!?」

　驚く初音が見守る前で、皇国の皇女殿下は凜り々りしくかぶりを振った。

「我が片腕と恃たのむ家臣が存分に力を発揮できるよう、最大限に心を砕く。人の上に立つ主君であれば、当然の心得です。それに征継さまは――」

　志緒理は『ふふっ』という柔にゆう和わな笑みを一瞬だけ見せた。

「わたくしのために自分の命を使うと言ってくださいました。こちらも相応の覚悟でその御心に応こたえたいと思います。この身に流れる血が高貴であるというのなら、尚なお更さら……」

「姫様……」

　ここまでの覚悟を示し、実際に体を張っている皇女殿下。

　それは兄貴分――正体不明の復活者リザレクト・橘征継もいっしょだろう。彼は何度となく姫様を守り、この駿河を守ってきたのだ。あつかえるレギオンの数も十分でないなか、才覚と気力と命の全てを武器代わりにして。

　初音のなかで、ある決意が芽生えた瞬間だった。




　青き翼竜を駆り、橘征継はひとり駿河市の大気を切り裂くように飛ぶ。

　ただし、人間ならざる同行者の大軍がいる。

　赤紫色の神威かむい型レギオン〝兼かね定さだ〟。その数、実に三六〇騎――。

　皇女志緒理から授かった霊液をほとんど有翼巨兵に変えて、征継をとりかこむ形で球状陣形に密集させていた。

　時速五、六〇キロでの飛行である。行軍速度と呼ばれるスピードだ。

　このくらいの低速で飛ぶかぎり、レギオンたちはほとんど霊液を消しよう耗もうしないのだ。

「……竜もまあまあ悪くない」

　翼竜たちの体格、サラブレッドなどの二倍はある。

　その巨体に乗せた鞍くらに打ちまたがり、両足を鐙あぶみにかけて、手た綱づなをにぎる。

　前世ではよく『馬』を使っていたらしい征継には、このスタイルがしっくりくる。富士市からの脱出行のとき、気づいたことだった。

　まあ、随ずい獣じゆうは人間に仕つかえるため生み出された存在。とにかく賢い。

　騎手が素人しろうとでも振り落とさないように飛び、最低限の指示で意図を悟ってくれる。騎乗に熟練を要する馬とはそこがちがうのだが。

　ともあれ、征継の軍団は駿河湾の海岸線に沿うように飛んでいた。

　そして、駿河市の間に横たわる山道のはじまり――まもなく薩さつ堆た峠とうげの上空にさしかかるというあたりで、敵軍に気づいた。

　富士市方面から、紅あかき英国レギオンの大軍がこちらへ接近中だ。

　あちらも飛行速度は遅い。もちろん真しん紅くの精鋭・エスカリブールたちだった。

「敵はちょうど一〇〇〇……こちらの三倍か。出し惜しみはないようだな」

　騎士侯は敵味方のレギオンが放つ念を察知して、その数を一瞬で把握できる。

　総数一千騎のエスカリブールを遠目に眺めて、征継はつぶやいた。

　紅き軍勢も球状陣形だった。こちらと同じ陣形。しかし、一〇〇〇対三六〇で正面衝突すれば、勝敗はほんの数分でついてしまう。

　数で勝る方が銃じゆう槍そうの火力で上まわれるというだけでなく。

　レギオンたちは密集することで防御結界の粒子を重ね合い、防御力を高めるからだ。

　リチャード軍との間にはまだ距離がある。が、このまま飛行を続ければ、すぐに銃槍の撃ち合いとなるだろう。その前に征継は命じた。

「散れ」

　途端に、三六〇騎の兼定たちは密集陣形を解いた。

　征継指揮下のレギオンたちは今まで、大きく腕をのばせば味方にタッチできるくらいの距離感で密集し、飛行していたのだが――

　これをいきなり崩した。兼定たちが散開する。

　仲間との距離を一気に開き、数十メートル以上も間隔を開けてしまう。

　この状態でエスカリブール一千騎に接近していく。かくして、日英両軍は薩堆山の上空にて遭遇を果たしたのである。

　英国騎士たち一〇〇〇騎の密集陣形は球状――。

　遠目に見れば、空に浮かぶ『真紅色の巨大なボール』である。

　リチャードひきいるエスカリブール軍団は薩堆山の上空で静止した。格下の力士を泰たい然ぜん自じ若じやくとして迎え撃つ大横綱のごとく、ここに陣を据えたのだ。

　そんな余裕、駿河勢にはもちろん許されない。

　征継ひきいる兼定たち三六〇騎は散開したあと、『ちまちまと飛びまわる赤紫色の点』となって、真紅の球体めがけて――四方八方から群がっていった。

「撃ちはじめろ。鬱うつ陶とうしい蚊のようにまとわりつけ」

　指揮官である自分の翼竜だけは後方に残し、征継は命じた。

　日英両軍、どちらも銃槍の連射をはじめる。

　各レギオンの銃口から、熱線が切れ目なく吐き出されていく。

　だが、駿河陣営の銃撃は当然のように通じない。一千騎のエスカリブールが密集して、防御結界を重ねているのだ。兼定たちはそのまわりをぐるりと遠巻きにとりかこみ、ちくちく針で刺すように銃槍を撃ちはじめた状態だった。

　針で一万回つついたとしても、鉄球にはかすり傷しか刻めない。

　当然、『真紅の巨大なボール』のまわりにぶんぶんたかった『赤紫色の蚊』三六〇匹は一匹、また一匹と墜つい落らくしていく。

　しかし、かまわない。征継は頰ほおをゆるめて微笑した。

　密集したままの撃ち合いだったら、すぐに全滅していたところだ。

「まずは土ひじ方かた歳とし三ぞう――新撰組の流儀であいさつするか」

　広く散開した兼定を撃ち落とすには、広範囲に弾をばらまく必要がある。

　つまり『弾幕の密度が下がる』のと同じ意味だった。

　まあ、もちろん秒間一〇発のペースで吐き出される弾だん雨うである。その弾幕のなかに突っ込めば、いつかは当たって死んでしまう。

　だが、この《武勲》を使えば――すこしは生存時間がのびる。

「総員抜ばつ刀とう。おまえの出番だ」

　翼竜を駆る征継は学生服の上に、将校用の黒い外がい套とうを羽織っていた。

　そして、腰のベルトには鞘さやごとの日本刀。愛刀・和いず泉みの守かみ兼定だ。その柄つかを左手でさわった瞬間、武勲《雁がん行こう剣けん》が発動した。

　赤紫色のレギオン・兼定たちの武器が全て土方歳三の銘めい刀とうに変化する。

　この刀を正せい中ちゆう線せんの前に立てて、楯たての代わりとする。ナイト・オブ・ガーターの弓矢に対しても使った防御法だ。

「あの矢と比べれば……銃槍の弾程度、子供のおもちゃと同じだろう」

　うそぶく征継に応えるように、兼定たちは刀を操りはじめた。

　エスカリブールが弾幕として無差別にばらまく閃光の弾丸。これらが己おのれのところへ飛んでくると手首の返しだけで日本刀をわずかに動かし、あざやかに払いのけるのだ。

　なかには、銃撃をかわす兼定までいた。

　すっと体を半身にするだけの動きで、迫りくる閃光を回避してしまう。

　みごとな見切りの妙技。先に殺意の念を察知することで銃弾までもかわす――練達の騎士侯が使う技を、和泉守兼定はレギオンにも再現させたのだ。

　もはや兼定たちは『赤紫色の蚊』ではない。

　球状に密集した英国レギオンをぐるりと押しつつむ、剣の達人集団だった。

　……もちろん、たかが剣技の優劣だけで、エスカリブール一千騎との兵力差三倍という大ハンデをくつがえせるはずもなかった。敵が全方位に弾幕を張るのをやめ、火力を集中させはじめたら、もう土方歳三の剣技でもしのぎきれない。

　が、剣は駿河勢が勝っている数少ない要素のひとつであった。

　その優位をちらつかせて、まずは時間を稼ぐ。しかるのち一気に接近して、あの男の激情に火をつける。そのうえで向こうの〝全力〟を誘い出せれば――。

　考えを実行に移そうとした瞬間だった。

「なに――？」

　常にマイペースな橘征継だが、このときは大きく目をみはった。

　よくも悪くも奇抜なことをしでかす獅し子し心しん王おう。今回も例外ではなかった。




「おお。あれがうわさに聞くサムライの太た刀ち……。その輝きと強さ、我がアエースサカーリ王ブのー剣ルにも見劣りせぬではないか」

　リチャードもまた、白き翼竜を自ら駆っていた。

　陣取るのは、エスカリブール一千騎が集まった球状陣形の中心である。

「ふふふふ。駿河の曲くせ者ものとやらも剣に理想を託たくす男であったか」

　復活者リザレクトかもしれないという、駿河守護の騎士侯。

　鎮守府にひきこもるだけでなく、外に打って出ての遭遇戦にも臆おくすることがない。

　リチャード相手に籠ろう城じよう戦せんを行うのはむずかしいと英断したのか。あるいは単に野戦を好む男なのか。いずれにせよ、今までの敵とはひと味ちがう。

「よいぞ。それでこそ騎士の相手にふさわしい。余の軍勢もその魂たましいに応えよう！」

　変装のために着た一般兵士の戦闘服はとっくに脱いでいる。

　リチャードはふたたび黒い将校の制服に身をつつみ、真紅のマントを合わせて、腰には長剣を佩はいていた。その剣を翼竜の鞍あん上じようで抜き放つ。

「騎士たちよ、射撃をやめよ。ここより振るうは王の剣つるぎなり！」

　主あるじの号令に応えて、全てのエスカリブールが射撃をやめた。

　球状陣形を組んだリチャード軍のまわりでは、散り散りになった赤紫色のレギオン約三〇〇騎が抜刀している。

「われらも散開する。陣形を崩し、各おの々おのの判断で白兵戦を挑め」

　リチャードが騎士王として戦場を駆けた中世ヨーロッパ。

　当時、飛び道具は『無慈悲な武器』として貴族社会ではきらわれていた。不必要に殺しすぎるから。弓を使えば、名もなき平民でも勇猛な騎士を討ち取れるからと。

　だが、実はリチャード、飛び道具がきらいではない。

　手っとり早く戦果を上げられるところがいい。そこを直情的な獅子心王は気に入って、中世の戦場では積極的に弩いしゆみを使わせていた。

　この気質を受け継いだのか、子孫のエドワードは弓矢の武勲まで使いこなす。

　しかし――やはり、獅子心王が何より愛するのは剣であり、騎馬であり、馬上で振るうための長槍ランスなのである。

「サムライの剣ごと駿河の者どもを斬きり捨てよ、エスカリブール！」

　アーサー王伝説に登場する魔剣。かつては愛用の剣をその名で呼んでいた。

　それこそがエスカリブール。英語でいう『エクスカリバー』である。獅子心王ライオン・ハーテイドリチャードはあの伝説をこよなく愛する――騎士の鑑かがみであった。
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「向こうから陣形を解いてくれたか」

　征継はつぶやいた。眉まゆをひそめている。

　薩堆山の上空で遭遇した日英両軍。三六〇騎をひきいる征継に対して、リチャード指揮下のエスカリブールは一千騎。しかも密集陣形を組んでいた。

　ふつうは『その陣形をどうやって崩すか』が勝負の綾あやとなる。

　だが今回、リチャード王は自ら密集を崩した。そして一千騎の英国レギオンを陣形という枷かせから解き放ち、自由に――兼定たちを襲わせたのである。

「雑なくせに……あいかわらず鼻が利きく。厄やつ介かいな手を打ってくれるものだ」

　乱戦のはじまりを見て、征継は軽く舌打ちした。

　薩堆山上空のそこかしこで白兵戦が繰りひろげられている。

　銃を撃ち合うのではない。エスカリブールたちは銃槍の先端に付けた刃やいばで、そして兼定たちは日本刀で斬り合いを演じる。必殺の凶きよう刃じんを敵に突き立てようとする。

　こうなると、やはり兼定は強かった。

　天下の銘刀を思うさま振るい、土方歳三と新撰組の剣技を次々と繰り出す。

　平ひら青せい眼がんから『ヒュッ』と中段の剣を繰り出し、英国の大振りな銃槍を切り裂く――。敵の斬ざん撃げきを払いのけつつ一歩踏み込み、真紅の脇腹を存分に薙なぐ――。下段にかまえ、我が身を餌えさとして英国騎士を誘い、下からの斬撃で顎あごと顔面を断つ――。

　数々の秘剣でサムライの矜持プライド健在なりと存分に見せつける。

　対するエスカリブールに、この精妙な剣技はない。しかし、代わりに兼定よりも二まわりは大きな体格と圧倒的なパワーがある。

　そして英国騎士の剣技はやや粗雑だが、十分以上に的確で迅じん速そくだった。

　軽やかなフェンシング風の突きを連続で繰り出し、スピードで圧倒しようとする――。鍔つば迫ぜり合いになった瞬間に体当たりをして、兼定をふっとばす――。天てん然ねん理り心しん流りゆうに手を焼きつつも一瞬の隙すきを突き、装甲ごと兼定の胴を両断する――。

　……敵一騎を屠ほふるペースは兼定たちの方が明らかに早かった。

　しかし、エスカリブールたちのそれも大きく見劣りするというほどではなく、しかも、英国勢には約三倍の数的優位がある。

　このまま白兵戦が続けば、ふつうに獅子心王の軍団が勝つだろう。

「しっかり陣形を固めて、横綱相撲をしてくれる方がいろいろ小細工する余地はあったんだがな……」

　征継は肩をすくめた。

　こんな乱戦で恃たのみにできるのは、個々の兵の精強さと『数』だけだ。

　そして、リチャード一世は面倒な駆け引きを無意識に避けて、『戦力で勝る側はシンプルに力押しすればいい』という戦場の真理をあっさり本能で選んでみせた。

　妙な策を弄ろうされる余地もあたえず、最も簡潔に勝てる一手を。

「さすが獅子王というところか。雑なバカでも……いいや。とんでもなく雑な大バカだからこそ、やつは逆にとてつもなく手て強ごわい武将でもある」

　おそらくリチャード一世は『戦争の天才』なのだろう。

　もはや征継は感心していた。理屈と定じよう石せきを超えて、本能と人格だけで勝利への道筋を立ててしまえる。これを天才と呼ばずして何と呼ぶ。

「あちらにくらべたら、俺あたりはせいぜい犬というところだな」

　乱戦の渦中から距離をやや置いて、征継は戦場を見おろしていた。

　青き翼竜に高度を上げさせて、殺さつ戮りくの場を俯ふ瞰かん中なのだ。真紅の英国騎士と赤紫色のサムライたちは熱き剣風を走らせ、剣けん戟げきのひびきを騒々しく奏かなでていた。

　一瞬ごとにレギオンたちの装甲が裂け、青き霊液が飛び散っていく。

　そして、征継は見つけた。

　乱戦のまっただなかに身を置き、翼竜と共に戦場の空を往ゆく獅子心王――。

　敵将の居場所がはっきりとわかった。騎士侯は指揮するレギオンが見聞きしたものを察知できる。リチャードを目撃した兼定たちがその位置を教えてくれたのだ。

「……犬には犬の戦い方がある。いくぞ」

　翼竜の青き頸くび筋すじをたたいて、征継は突入を命じた。

　自分もあの殺戮の場に乗りこみ、〝勇壮なる一騎打ち〟を仕掛けるのだ。

　もちろん、相手は猛たけきリチャード一世である。征継は頰をかすかにゆるめて、にやりと笑った。ここからは騎士道もサムライの矜きよう持じも関係ない。

　いにしえの世で自分が最も得意とした流儀に――身をまかす番だった。

　そして、犬は犬でも橘征継は『猟犬』の類たぐいである。

　青き翼竜はぐんぐん速度を上げて、降下していく。戦場の一角、リチャード王がいるあたりにまっすぐ突入を開始した。

　これから、ついにライオン狩りがはじまる。






第六章

獅子と狗の戦い（２）
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　レギオンは『有翼巨兵』とも呼ばれる。

　が、べつに翼を生やしているわけではない。背中に『翼に見えなくもない羽根飾り』が付いているだけだ。この飾りがないタイプもなかにはいる。

　だから、レギオンたちの飛行力は翼が生み出すものではなかった。

　単純に体全体が宙に浮き、全身から推進力を放出するのである。そして、もうひとつ。足裏にも秘密があった。両足の裏から浮力を吐き出し、それを足場にして、空中の大気を踏みしめることができるのだ。母なる大地に立つときのように。

　だからこそ、空中でも剣技・格闘技といった武芸の技を繰り出せる。

　これらの技は結局、地上にいることを前提として考案され、修練するのだから。

（まあ、空中での白兵戦には〝霊液の消しよう耗もうが大きい〟というネックも実はあるのだが）

　そして今――。

　薩さつ堆た山さん上空では日英両国のレギオンがそれぞれの武芸を披ひ露ろうしている。

　この混戦を突っ切って、ついに橘たちばな征まさ継つぐはその男の前にたどりついた。こちらは皇こう国こく日本の青き翼よく竜りゆう、向こうは英国の白き翼竜にまたがっている。

「ほほう！」

　初めて対面する壮年の男は大きく目をみはった。

　獅子心王ライオン・ハーテイドリチャード一世。エスカリブール一千騎をひきいる総大将である。

「なんと――貴公の狙ねらいはこれであったか」

「これとは？」

「とぼけるな。ここで余と大将同士の一騎打ちを行い、勝利できれば、我が軍団との戦力差も一気にくつがえせる……。なんとも心憎いサムライだな、貴公は」

　リチャードは熱いまなざしで、うっとりとささやく。

「余は感動しているぞ。極東の島国で一騎打ちの美学を知る騎士に出会えるとは」

「俺には過分な誉ほめ言葉だ。恐れ入る」

　ここで征継が思い浮かべたのは、ゲーム脳という俗な言葉だった。

　リチャード一世の場合、さしずめ騎士道浪ろ漫まん脳だろう。万事を劇的に、騎士道物語ふうに解釈する思考回路の持ち主なのだ。予想どおりだった。

『彼の性格のほとんどは激しい狂乱の発作であった――』

　ある歴史家はこのように記したらしい。志し緒お理りが教えてくれた。

　これで『戦争の天才』でなければ、あっけないほど容易に勝てる相手なのだが。

　一方、征継の考えなど知るよしもない獅し子し心しん王おうは言う。

「余の名は知っているな？　サムライよ、貴公の名も教えてもらおう」

「橘征継」

「承知したぞ、タチバナ。では、はじめるか」

　リチャードは采さい配はい代わりに抜いていた長剣――その切っ先を征継に向けた。

　無言でこくりとうなずき、こちらも和いず泉みの守かみ兼かね定さだを抜ばつ刀とうする。実にあっさりとした、一騎打ちのはじまりだった。

　そう。ここからはさほど言葉は必要ないのだ。

　日本刀と西洋式片手剣のちがいはあれ、どちらも剣を武器とする。

　刀身の長さは似たようなもの。飛び道具でも長槍ランスでもない以上、思い切って接近しなければ勝負ははじまらない……。

　ふたりは同時に、騎乗する竜の腹を蹴った。

　それぞれの翼竜がばさりと羽ばたいて、ゆっくり前進をはじめる。

　徐々に距離が詰まっていく。最初は約五メートル……四、三、二、一……ついに青と白の翼竜二匹がすれちがう寸前となる。

　ちなみに、征継もリチャードも右手に剣を持っていた。

　この距離で右腕をのばせば、必殺の刃やいばが相手にとどく――次の刹せつ那なだった。

「ハッ！」

「！」

　リチャードは短いかけ声と共に。征継は無言で。

　剣を繰り出した。左手は竜の手た綱づなをにぎっているため、ふたりとも右手だけを使った斬ざん撃げきだった。日本の銘めい刀とうと西洋の長剣が『ぎん！』と激突し、火花を散らした。

「いい剣だな、獅子王」

「ふふふふ。名刀はサムライの刀カタナだけではないぞ」

　征継は短く賞賛し、リチャードはうそぶく。

　並の刀剣が和泉守兼定とぶつかり合えば、その刀身は豆腐のように切り裂かれてしまう。しかし、リチャード王の剣はみごと日本の刃やいばを押し返した。

　こちらも英国王家に伝わる名剣の類たぐいなのだろう。

　そのままふたりは四合、五合と一気に斬きり合いを行う。

　敵の斬撃を己おのれの剣で払いのけながら、自慢の刃を突き入れようという攻防だった。

　剣と剣がぶつかる剣けん戟げきの音は『きん、きん、きん、きん』と連続し、楽器の音色さながらにリズミカルですらあった。

　双方が一流以上の剣士だからこそ生まれる、戦場の調べである。

　また、ふたりが乗る翼竜同士も争いをはじめていた。獰どう猛もうな顔つきで相手をにらみつけ、乱暴に翼でたたき合う。体を密着させて、押し相撲のようにぐいぐい力を比べ合う。

　……不意にリチャードの竜が右後ろ肢あしで蹴りを放った。

　これに腰のあたりを押されて、征継の翼竜がうしろへよろめいた。

　そのまま竜同士の距離が四、五メートル離れたため、攻防は一時中断となる。どれだけ腕をのばしても、もう剣はとどかない。

「仕切り直しか」

　征継がつぶやいたとき、肩に手のひらサイズの随ずい獣じゆうが現れた。

　伝令役の管くだ狐ぎつねが瞬間移動してきたのである。準備がととのったらしい。ならば、もう時間を稼かせぐ必要もない。

　あとはどこまで、リチャードの心に火をつけられるか――。

　管狐が学ランの胸ポケットにもぐりこむのを見て、征継はうなずいた。

　一方、一騎打ちの相手と距離が離れたせいで、獅子心王も肩をすくめていた。

「ふん。飛べぬというのはもどかしいものよな」

　剛ごう毅きに笑いつつ、リチャードは小さな不満を口にする。

　だが仕方ない。征継たちはレギオンとはちがう。自力で飛べない以上、翼竜という乗騎を御ぎよしながら戦う以外の法はない――はずだったが。

「なに!?」

　征継は驚きよう嘆たんした。

　リチャードの左腕から陽炎かげろうのように念がたちのぼり、いきなり『巨大な左腕』に変化したのである。まちがいなくエスカリブールの腕だった。

　獅子心王はそのまま紅あかきレギオンの巨腕と化した左腕で、拳こぶしをかためて――

　左ストレート。真しん紅くの鉄拳が征継めがけて飛んでくる！

「隙すきありだぞ、タチバナ！」

「……兼定！」

　とっさに征継はレギオンの名を呼んでいた。

　左手をさっと前に突き出す。ほとんど無意識の動きだった。この掌てのひらなら有翼巨兵の左ストレートも止められる。そんな気がしたのだ。

　そして――征継の掌から巨大な腕がいきなり飛び出てきた。

　それは赤紫色のレギオン・兼定の左腕であった。この腕が掌を広げて、エスカリブールの鉄拳をがっちり摑つかんでみせた。

「なるほど」

　左腕が成し遂とげた荒技を見て、征継は悟った。

　駿する河が鎮ちん守じゆ府ふで初めて皇こう女じよ志緒理を救ったときも――飛んできた神威かむいの巨体を生身で受け止めて、さらに持ちあげてみせた。あれは今のように己の体内にレギオンを召集し、その力を借りたからこその超人技だったのだ。

「この術……今の世に生まれた騎き士し侯こうは、ほとんど使いこなせない」

　リチャードがにやりと笑う。

　気づけば、ふたりの騎士と騎き竜りゆうの背後にレギオンの〝幻〟が現れていた。

　ゆらゆらと陽炎のように揺れる有翼巨兵のぼやけた姿がふたつ。紅き英国騎士エスカリブールが拳をぐっと突き込み、赤紫色のサムライ・兼定が掌で受け止めている――。

　ふたりが己と一体化させたレギオンの影である。

「タチバナ。やはり貴公は余の同類……そういうことかな？」

「悪いが、俺には答えられないことだ」

「ならば余の勝利のあと、ふたたび問うとしよう。もし貴公に息があれば！」

　直後、〝巨人の幻影〟は消え失せた。

　己の体内にレギオンを召集するような荒技、やはり体に負担もかかる。必要もないのに長時間つづけるべきではなかった。

　かくして、ふたたび翼竜二匹は接近し、長剣と日本刀による斬り合いが再開する。

　しかし……そこは征継が最終的に望むところではない。

　予想どおり、リチャードはひとりの戦士としても傑けつ出しゆつしていた。

　このまま一騎打ちを続けても、かんたんに決着は付かない。その間に数でおとる兼定たちは全滅を遂げ、敗北してしまう。

　だから、リチャードが払うように繰り出してきた斬撃を――わざと受けた。

　右の脇腹をしたたかに斬られた。鮮血が飛び散る。浅い傷ではない。

「く――っ！」

「くくくく。音に聞くサムライの剣技とやらもおしまいか!?」

「……退ひくぞ。なるべく上に向かえ。巻きこまれるな」

　勝ち誇るリチャードとは対照的に、ぼそりと征継はつぶやいた。

　それだけで青き翼竜はばさりと羽ばたき、後方へと大きく退しりぞいてくれる。さらに急上昇と急加速をはじめる。

　そして、征継は学ランの胸ポケットを軽くさわった。

　なかにひそんでいた管狐が瞬間移動で消え失せた。伝令に走ったのだ。

「逃しはせぬ。最後まで余との決闘に付き合ってもらうぞ！」

　一方、リチャードは喜色満面で叫んでいる。

　征継を追撃するという意欲が全身にみなぎっていた――のだが。次の瞬間、獅子心王は大いに驚きよう愕がくする羽目となった。

「なんだと!?」

　地上から対空砲火が放たれ、空中で戦うエスカリブールと兼定たちの双方に襲いかかってきたのだ。




　実のところ、駿河鎮守府から出陣したレギオンは征継の軍だけではない。

　羽は部ぶ奈な・真ま池いけ・田た比びの三騎士侯も市外へ出ていたのだ。

　彼らの騎力はそれぞれ五〇前後。三人合わせて一五〇騎の神威を召集し、出陣したのだが……それは非常にひそやかなものだった。

　征継のように駿河の空を飛行して、あえて目立つような真ま似ねはしない。

　駿河湾に面した軍用地でひっそりとレギオンを召集し、一五〇騎全て――夜の海中を進ませたのである。沖までは出ない。沿岸部の浅瀬を潜行しつつ、征継と兼定たちがエスカリブールを迎え撃っている付近までやってきた。

　空を往ゆかなかったのは、もちろんリチャードに接近を悟らせないためだ。

　最初から決めておいたことなのだ。彼らは兼定の軍団とはべつに出陣し、海中か超低空を移動すると。あとは征継が時間を稼いでいる間に布陣を行う……。

　復活者同士が相打つ戦場は、薩堆山の上空だった。

　だから、三騎士侯のひきいる神威一五〇騎は薩堆山の山中に陣取った。

　リチャード王の軍団一千騎にまず最初の痛打をあたえて、さらに橘征継の逃走をサポートするために。




「集結せよ、我が騎士たち！　陣形を組みなおすぞ！」

　リチャードの叫びをよそに、真紅のレギオンが何騎もばたばたと墜落していく。

　空中で征継たちは一騎打ちを演じていたわけだが、眼下に広がる薩堆山――その尾根のあたりから、銃槍の斉射を加えられたのである。

　富士市で救った三名の騎士侯。彼らの神威一五〇騎がついに参戦したのだ。

　今、地上からの一斉掃射を浴びて、空中で奮戦していたエスカリブールと兼定たちが次々と屠ほふられていく。防御結界はほとんど役に立っていない。

「囮おとりになった甲か斐いがあるな」

　切られた脇腹の痛みを堪こらえながら、征継はつぶやいた。

　兼定もエスカリブールも密集陣形を崩して、敵味方いりみだれての乱戦に突入していた。味方同士で密集していないと防御結界の効果はうすいのだ。

　そして、この状況下――

　被害が大きいのは、英国軍一千騎の方だった。

　三六〇騎しかいない兼定たちの三倍も数をそろえていたのである。そこへ無差別に弾をばらまけば、当然エスカリブールに命中する可能性の方が高い。

「すこし予定は変わったが……悪くはない」

　今までさんざんリチャードの意識を惹ひきつけつつ、時間を稼いできた。

　あの男が好きそうな総員抜刀からの敵陣接近、一騎打ちといった演出を駆使して。もちろん騎士道浪漫主義につきあうつもりは皆無だった。

　全て地上に伏ふく兵へいを仕込み、勇猛すぎる獅子を罠わなに誘うためである。

　本当ならリチャード軍が無防備な側面なり背面なりをさらした瞬間に、白兵突撃をさせたかったのだが――まあ、贅ぜい沢たくは言うまい。

　予想外の対空砲火を浴びつつも、エスカリブールたちがふたたび密集していく。

　ついに球状陣形を完成させて、防御結界の白い粒子を盛大にまきちらす。これでようやく地上から吐き出される閃光の雨を遮しや断だんできた。

　それを見て、薩堆山からの一斉掃射がようやく終了となった。

　現在、紅き英国レギオンの総数は八一二騎である。

「二〇〇ほど削り取ったか……」

　抜刀した兼定との乱戦、今の対空砲火が勝ち取った戦果だった。

　対して、征継ひきいる兼定は残り二〇三騎。もとが三六〇騎だから、今までの戦闘で半数近くが戦死していた。

　さすがに正面衝突でやり合うのはもう限界だった。

「全軍撤退。俺を全力で守れ」

　ぼそりと指示して、征継はちらりと傷ついた脇腹を見る。

　臓器に達するほどの深い傷ではない。が、それでも出血は続いている。じくじくとした痛みも断続的に襲ってくる。応急処置が必要ではあった。

　しかし、そんな時間はない。征継は傷のことを無視することにした。

　手負いの軍団長の前で、生き残った兼定二〇三騎は薩堆山の上空から離れていく。征継を乗せた騎竜も続く。

　とりあえず海――駿河湾の方向へ全力で逃走するためだった。

　狩りはいよいよ第二段階を迎えていた。
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「あんな傷まで負って……お兄さま、おつらそうだわ」

　初はつ音ねは気を揉もみながら、つぶやいた。

　今、駿する河が鎮ちん守じゆ府ふの中ちゆう枢すうたる護ご国こく塔とうにいる。高さ四〇メートルの赤レンガ建築である。最上部には大時計ではなく、巨大な風ふう水すい盤ばんをはめこんでいる塔だ。

　皇こう女じよ志し緒お理りの供として、初音はここの一階ホールを訪れていたのだ。

　物見役――八や咫た烏がらすや壬み生ぶ狼ろ、翼よく竜りゆうといった随ずい獣じゆうたちが拾ってくる情報はこの場に全て集められ、分析・判断の材料とされる。

　その任に当たる駿河の軍人たち、念ねん導どう士官らもここには大勢いた。

　随獣たちが見守る戦場の様子は念導術によって映像イメージ化され、ホールのあちこちで再生されていた。いまや騎き士し侯こうとなった初音には、それらの情報を逐ちく一いち報告させて、説明を要求することもできた。

　が、みんないそがしそうなので、駆け出しとしては少々気が引ける。

　代わりに目と耳と頭を総動員して、状況の把握につとめていた。実際、それでおおよそのことは理解できるのだ。

　……橘たちばな征まさ継つぐは兼かね定さだ二〇三騎と共に転進し、駿河湾の洋上へ出た。

　……薩さつ堆た山さんに陣取った神威かむい一五〇騎がその撤退を支援すべく、英国軍を攻撃。

　……八一二騎をひきいる獅子心王ライオン・ハーテイドリチャード。彼はまず二〇〇騎を薩堆山に降ろし、三騎士侯の神威を攻撃させる。自らは残りの六一二騎を連れて追撃開始――。

「逃げるお兄さまの兵はあと二百だけ。追いかけるリチャードさんの方は六百だから、向こうの数が三倍なのは変わってないのね……」

　尚なお、征継兄が向かっているのは、ここ駿河だった。

　経路はどうであれ、最後は駿河鎮守府に来ると決まっている。

　その到着にそなえて、すでに秋あきヶが瀬せ立りつ夏かは出陣準備に入っていた。

　皇女志緒理は――念ジ導ー精ニ霊ーの咲さ久く耶やをそばに呼びよせて、嚙んで含めるように作戦の説明をし終えたところだった。

「以上です。何か不明な点はありますか？」

「問題……ない、です。皇女でんか」

　あいかわらず体調が思わしくないため、皇女は椅子にすわっていた。

　その志緒理と向き合うのは、巫み女こ装しよう束ぞくを着た少女。おかっぱ頭で八、九歳に見える。念導精霊・咲久耶の幻像イメージであった。

　実体でもないくせに、咲久耶の幻像は志緒理と目を合わせないようにしていた。

「わたくしも今から護国塔を離れます。判断に迷ったときは管くだ狐ぎつねをよこしなさい。すぐに指示を出します」

「しょうち……いたしました。おまかせ、ください」

　小さな声をしぼり出して、咲久耶は返答する。

　その姿は可か憐れんだが、英国軍のモルガン・ル・フェイと比べれば、頼りないこと甚はなはだしい。しかし、初音はそれよりも皇女の発言にびっくりした。

「ここを離れるって、どちらへ行かれるんですか!?」

「征継さまのところへ。もうすぐ駿河へもどってくるはずです。供をお願いできますか？」

「はいっ」

　足下のおぼつかない志緒理を支えながら、初音も護国塔の外へ出た。

　ついでに、ここなら精霊の耳にも聞こえないわよねと、ある想像を口にする。

「お兄さまがわざわざ外に出て、リチャードさんを迎え撃った理由……やっぱり咲久耶さんがいまいち頼りにならないから、なんでしょうか？」

　腕っぷしが強いだけでは、いい騎士侯になれない。

　用兵の手腕、戦術・戦略眼なども身につけて、早く一人前にならなくては。その思いから初音は自分の考えを口にしたのだが。

「それも理由のひとつでしょう。でも、たぶん……」

　志緒理の返答は意外なものだった。

「征継さまはきっと、籠ろう城じようとか攻城戦がお好きでないのだと思います」

「えっ？　でも、この間だって鎮守府をちゃんと守り切りましたよ。富士市のときもすぐに鎮守府を責めようとか言い出してますし」

　初音の反論に、聡そう明めいな皇女殿下はあっさりとかぶりを振る。

「お好きでなくとも、できるできないはべつということでしょう。それに攻城戦の方は……おそらく、ものすごい回数の経験があるはずです」

「そう言ってたんですか、お兄さま!?」

「いえ。きっとそうだろうという、わたくしの勝手な想像ですね」

「……もしかして姫様。お兄さまの素す性じよう、おわかりになったんですか？」

　勝手な想像と言うわりに、確信めいた何かがある。

　そこをいぶかしんだ初音の問いに、志緒理はふっと曖あい昧まいに微笑ほほえんだ。

「いくつか思い当たるところがあるのは事実です。でも確証はありませんし、これだというお名前を言えるほどでもありません。もうすこし様子を見てから、教えてあげます」

　などと話すうちに、白き巨きよ狼ろうがふたりのそばにやってきた。

　志緒理が念導術で呼びよせた壬生狼である。馬にも負けないほど大きな随獣が『伏せ』の姿勢になってくれる。

　その背中にまたがろうとして、皇女殿下の足がもつれた。

　ふらついて、うしろに倒れそうになる。とっさに支えた初音は女主人の表情を見て、すぐに理解する。真っ青な顔色で生気がない。体もひどく熱かった。

　高熱が出ているらしい。初音は専属女官として、また騎士として、決断した。

「姫様。これ以上の無理はやっぱりダメですよー」

「何を言うのですか。駄目か駄目でないかはわたくしが決めることで……」

「いいえ、お医者さまです。で、今ここにはいないから、初音が決めていいんです」

「い、いけません。わたくしには征継さまのお手伝いをするという役目が――」

「それだって大丈夫です！　何をしたらいいのか、初音が全部わかってますから！」

「え――？」

「大船に乗ったつもりでどんとまかせて、姫様は休んでいてください！」

　啞あ然ぜんとする皇女を押しのけて、初音は壬生狼の背にまたがった。

　白い頸くび筋すじをぽんと叩けば、すぐに起きあがってくれる。命じる内容は簡潔だった。

「お兄さま……橘征継の匂においを探して、そこまで連れていってね。じゃあ姫様、ひとっ走り行ってきます！」

「ち、ちょっと待ちなさい。全部わかっているって、あなた、まさか!?」

　やはり限界だったのだろう。志緒理はその場にへたりこんでしまう。

　そして、初音を乗せた壬生狼は颯さつ爽そうと駆けはじめた。




　レギオンの軍団を全速全力で飛行させ、敵部隊に突っ込ませる――。

　このときは射撃もさせない。全ての霊液を飛行と突進に注ぎこんでの全力突撃。体ごとぶつかりながら銃じゆう槍そうの刃やいばを敵レギオンに突き立てる。

　リチャード獅子心王が富士市で披ひ露ろうした、例の突撃である。

　その威力たるやすさまじく、ただの一撃で敵軍に決定的なダメージをあたえる。

　これはいにしえの戦場でいう『騎兵突撃』を再現した戦法だった。

　――騎兵突撃こそ戦場の華。そうまで言う者もいる。

　そのことに征継も異論はない。実際、かなり厄やつ介かいな戦法だった。

　鎧よろいや鎖くさり帷子かたびらを着こんだ重装備の騎士・騎兵が軍馬を走らせ、敵軍に向けて突撃する。衝突の際に長槍ランスの穂先をぐいと突き込む。

　……疾走する馬の速度と勢い、重量が突撃に加わるのである。

　突き出す槍やりはやすやすと敵兵を串刺しにしてみせる。突進する馬に蹴倒され、押しつぶされるだけでも人間はかんたんに死ぬ。何より、こんな突撃を数十・数百・数千といった大部隊で一致団結して行うのだ。

　騎兵突撃を喰らった部隊はまあ、只ただでは済まない。

　古代～中世期の重装騎兵は『近代戦における戦車』と同等の価値がある――。

　そのような見解もあるらしい。だが問題もあった。騎兵突撃は使いこなすのがなかなかむずかしい戦法なのだ。

　馬という生き物、実は全力疾走できる時間が短い。すぐバテてしまう。

　ここぞというときのために、体力を温存させる必要があった。また行く手に何か障害物があるだけで、突撃は失敗する。直進できないからだ。

　そもそも馬はおそろしく高価で大食らいだ。養うだけでもかなりの労力となる。

　が、その困難を乗り越えて、成功した騎兵突撃は――威力絶大だった。

　ここしかないというタイミングで騎兵隊を敵本陣に突入させて、その戦力を敵将ごと削そぎ取ってしまえば、あとは烏う合ごうの衆が残るだけだ。

　たとえ数倍の兵力を持つ敵軍でも、そうなれば料理することはたやすい。

　いにしえのマケドニア王にして元祖・戦争の天才、アレクサンドロス大王もこの戦法を非常に得意としていたとか……。

「リチャードのような連中が好きなわけだ」

　皮肉を込めて、征継はつぶやいた。

　右の脇腹に傷を負ったあと、ひとまず南へ――駿河湾の方角に向かった。戦場となっていた薩堆山は海のそばなので、すぐに洋上へ出た。

　今は翼竜を駆って、深夜の海上を飛んでいる。

　生き残りの兼定二〇三騎が征継のまわりを取りまき、共に飛行中だ。

　脇腹の傷は――だんだん痛みが引いてきていた。出血も止まっている。どうやら復活者リザレクトの肉体は常識が通用しないほど頑丈らしい。

「俺たちは墓場から甦よみがえった死にぞこない……考えてみれば、当然か」

　容易に死ねない体なのだろう。征継はひとりごちた。

　が、ときどき意識が遠くなるのもまた事実。そのうち無理が利きかなくなり、ころっと昏こん睡すいしてしまうかもしれない。

　そして、元気な方の〝死にぞこない〟は今まさに征継の軍団を追撃中だった。

「はははは。手負いの割になかなか粘るではないか！」

　獅し子し心しん王おうの指揮のもと、六一二騎のエスカリブールが追ってくる。

　後方から征継の軍団に全力突撃を仕掛け、このいくさを一気に終わらせるために。

「突撃せよ、王の剣つるぎたち！　東方のサムライに騎士の流儀を見せつけよ！」

　英国レギオンたちは『[image: ]』の記号に似た――楔くさび形がたの陣形を組んでいた。これはまさしく富士市でも見せた、騎兵突撃のための形だった。

　楔のとがった部分を敵軍にねじ込み、そのまま引き裂くのだ。

「あいかわらず血の気が多い男だ。逃げた途端に食いついてきたか」

　ぼそりと征継はつぶやいた。

　逃げる征継、追うリチャードの軍団。どちらも時速五〇〇キロを超す速度域だった。両軍の間には百メートルほどの距離が横たわっている。

　尚、すでに随獣である翼竜が生身で到達しうるスピードではない。

　征継とその騎竜にかぶさるように、〝レギオン・兼定の幻〟が現れていた。

　レギオンを体内に召集し、一体化を果たす――あの術をふたたび使い、兼定の飛行力で自らと翼竜を運んでいるのである。

「くくくく！　このような形でエスカリブールの突撃に同行するとは……余にとってもはじめてのことだ。愉たのしませてくれる男だな、タチバナよ！」

　リチャードも同じ方法を使い、同じ速度を叩き出している。

　伝説の英国王も紅あかきレギオンの幻影をまとい、それに騎竜を運ばせていた。

　しかし、両軍のスピードが全体的に落ちつつある。

　空中の白兵戦でたっぷり霊液を消しよう耗もうしたあと、全力の逃避行・追跡行である。さすがに日英双方とも疲ひ弊へいを隠せない。全レギオンの出力が低下しはじめていた。

「ふふふふ。自慢の逃げ足も鈍にぶってきたようだぞ」

「お互いさまだ。獅子王の追い足もたいしたことはない」

　両者の間はたっぷりと離れている。声が聞こえるはずもない。

　だが、獅子心王が何を思っているのか、なんとなく読める征継だった。ぼそりとつぶやいて、想像上の敵将に反論しつつも。

　次に放たれるであろう敵の一手にそなえて、身がまえた。

　リチャード獅子心王はこういうときに出し惜しみをする男ではないのだ。

「我が騎士たちよ、よくぞ今まで耐えてくれた。《獅子の魂クール・ド・リオン》を授かるがいい！」

「やはり、それか！」

　後方のエスカリブール六一二騎より、膨ぼう大だいな量の神秘力が放たれた。

　征継はその気配だけで、武ぶ勲くん《獅子の魂》の発動を悟った。たとえ死しても、配下のレギオンに突撃を完かん遂すいさせる――。そういう能力である。

　そして今回。エスカリブールたちは霊液の消耗でスピードが落ちていた。

　が、やにわに速度が上がる……否いな。もとどおりの速さになる。獅子心王の武勲によって、英国軍の全力突撃はもとのクオリティをとりもどしたのだ。

　対して、兼定たちの飛行速度は低下したまま。

　今までぎりぎりのところで保たれていた、追いつ追われつの均きん衡こうが崩れた。

　リチャードの軍団はすこしずつ距離を詰めていく。あと数分で追いつかれ、ここまで逃げてきた兼定二〇三騎は後方からの突撃を喰らい、全滅を遂とげるだろう。

　追いつかれたら最後、今までの仕掛けが全て無駄になる。

　征継はすかさず命じた。

「うしろに向けて、撃て！」

「ちぃっ、小こ癪しやくな真ま似ねをする！」

　今まで征継の軍団は前方に向かって、全力で飛行していた。

　その速度と進行方向は変わらないまま、二〇三騎の兼定はくるりと反転した。まっすぐ目的地めがけて飛びながら、体を真後ろに向けたのである。

　当然、銃槍とその銃口もうしろに――追いつく寸前だったリチャード軍に向けられる。

　そして、兼定たちは一斉に引き金をひいた。

　進行方向とは逆に連射を開始する。曲芸じみた射撃の技だった。

　すぐ後方まで迫っていた英国レギオン六一二騎の楔形陣形に弾だん雨うを降らせる。狙ねらうのは楔のとがった先頭と、その付近だった。

　……ダメージをあたえるための連射ではなかった。

　どのみち、敵は《獅子の魂》の恩おん寵ちようで突撃終了まで不死身と化す。

　しかし、約二〇〇騎による連射で圧力をかければ――エスカリブールたちの突進を押し止めることはできる。

　この弾幕が功を奏した。すこしの間、楔の接近が止まる。

　だが、敵軍との距離がわずかずつ、じりじりと詰まりはじめた。

　獅子心王の強大な念によって、エスカリブール全騎のパワーとスピードがついに極限まで引き出されたのだ。

　荒ぶるライオンの群れに捕捉されるまで、あと五〇メートル。

　さらに四〇、三〇、二〇メートルというとき――征継は策の成功を知った。

　駿河鎮守府の護国塔まで、もうすぐだったからだ。

　……薩堆山上空から撤退したあと、ひとまず駿河湾の洋上に出た。

　その後、リチャードが《獅子の魂》を使ったところで、駿河鎮守府のある日に本ほん平だいらに向けて針路を変えていたのである。そろそろいい頃合いだと。

　軍用地でもある丘きゆう陵りよう地帯を飛びこえて、ついに鎮守府までもどってきた。

「散れ！」

「なに!?」

　征継の号令一下、二〇三騎の兼定はバラバラの方向に散開していった。

　だが全力で、一心不乱に突撃中だったエスカリブールたちは――急に止まれない。止まる気もない。まっすぐ直進を続けた先には、巨大な竜が待ちかまえていた。

　駿河鎮守府を守護する念導神格イフリート《青せい龍りゆう》である。
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　鎮ちん守じゆ府ふの上空に、直径七〇メートルはあろう魔方陣が具現化している。

　複雑怪奇な紋様と梵ぼん字じでいろどられた、東洋呪術の産物だった。これと見劣りしないほどに巨大な〝竜の幻〟が念導神格イフリート《青せい龍りゆう》である。

　青玉色サフアイアブルーの鱗うろこでおおわれた胴体は大蛇さながら。鹿に似た二本の角、短い四し肢しを持つ。

　この巨竜の幻影が空に雄お々おしく陣取っていた。

　本来であれば、念導神格はその強大な念力をドーム状に展開して、『念ねん障しよう壁へき』を造る。それで鎮守府全体をおおいかくしてしまう。

　だが今、《青龍》はそのために念力を使っていない。

　代わりに猛たけ々だけしく咆ほう哮こうし、英国レギオンの軍勢に――喰らいついた。

　青き竜の幻影は巨大な顎あごを『くわっ』と開けて、嚙みつきにいったのである。楔くさび形がたの陣形にならんで、全力で突っ込んでくるエスカリブール六一二騎に。

　ァァァァァァァァァアアアアアアアアアッ！

　結局、念導神格は念のかたまりにすぎない。巨大であっても実体はない。

　だから、《青龍》は開いた顎の前に念力を放出した。本来、念障壁を展開するために使うはずだった力である。

　みなぎる念力は巨大な魔法円となり、神こう々ごうしい輝きを放つ。

　英国レギオンたちはそこに突っ込んでいった。当然、正面衝突となる。

　魔法円は念力――それも、鎮守府の城壁代わりとなるほど強大かつ膨ぼう大だいな念力が注ぎこまれたものだ。いわば円形に圧縮した念障壁である。

　そんな代しろ物ものにぶち当たるのだから、突撃側のダメージは甚じん大だいだった。

　楔形陣形の先端および、先端から三分の一ほどまで――そのあたりにいたエスカリブールたちは皆、装甲が割れるほどの激しい衝撃で打ちのめされた。胴体から頸くびや手足がちぎれてしまう者も珍しくなかった。

　これが人間なら、脳や内臓に深刻なダメージを負い、即死しているだろう。

　リチャード軍の突進力があまりにすさまじいため、その威力が自分たちの身にも跳ね返ってきたのである。しかし、この甚大な被害にもかかわらず。

「なかなかの趣向だったが――」

　リチャード獅子心王ライオン・ハーテイドは傲ごう然ぜんと笑う。

　彼はエスカリブールの幻影をひきつれて、楔と化した自軍の最後尾にいた。

「伝説は言う。我がプランタジュネ家は悪魔の血をひく呪われし一族だと！　地上の悪魔が竜ごときに……ひるむわけがない！」

　紅あかき楔の先頭から三分の一ほどは、なかば砕け散った状態である。

　だというのに、この陣形を構成していたエスカリブール六一二騎は直進と突撃をやめず、そのままあっさりと魔法円型の念障壁を突き破っていった。

　さらに、青き竜の巨大な幻影までもほとんど無造作に蹴散らしてしまう。

　ァァァァァァァァアアアアアアアァァァァアア――――！

　駿河の夜空に《青龍》の叫びがこだまする。

　リチャードの軍勢はついに鎮守府の上空まで到達し、敵の本拠地に王手をかけた。

　あとの仕事は単純だった。この勢いに乗って赤紫色のサムライ軍団を駆く逐ちくし、城兵を降伏させ、〝詰みチエツクメイト〟に持ちこむ。それだけだった。

　だが、ここで獅子王は眉まゆをひそめた。

「むっ？」

　全力突撃で巨竜をつらぬいたばかりの紅き軍団、六一二騎。彼らの飛行速度がいきなり『がくん』と落ちた。武ぶ勲くんの効果が切れたのだ。

　指揮下のレギオンがたとえ死んだとしても、最後まで突撃を完かん遂すいさせる――。

　武勲《獅子の魂クール・ド・リオン》。あの驚異的な霊れい験げんが。

　今まで全力全速で直進を続けていた楔形陣形だが、どんどん失速していく。結局、街中をゆっくり走る自動車と同程度のスピードになってしまった。

　しかし、それよりも深刻なことがあった。

　念導神格に衝突したときのダメージで、三分の一以上の兵が傷ついていた。

　なかでも頸が折れ曲がる、内臓器官が破裂するなどの致命傷を負っていたエスカリブールが次々と――墜つい落らくしていく。彼らはとっくに死んでいたのである。

　リチャードは肩をすくめた。

「まあよい。四〇〇も残っていれば、どうとでもなる」

　現在、生き残っているエスカリブールは四三二騎だった。

　さっき蜘く蛛もの子を散らすように逃げていった赤紫色のサムライたち、そして駿する河がの城兵を薙なぎ倒すには十分すぎる数だろう。

「陣形を組みなおす。余のもとに集まれ」

　すっかり速度の落ちた配下たちの中心へと、リチャードは翼よく竜りゆうを進ませた。

　エスカリブール四三二騎がひとまず球状に集まりはじめた、その矢先。横合いから銃じゆう槍そうの集中砲火に襲われた。

　皇こう国こく日本の青きレギオン・神威かむいが一五〇騎、空へ駆けあがってきたのだ。

　この一隊が放つ一斉掃射にさらされて、運悪く急所に当たったエスカリブールがまたしてもばたばたと墜落していく。

「新あら手てか。結界を張れ、騎士諸君！」

　リチャードは悠ゆう然ぜんと命じた。そして、すぐに驚きよう愕がくした。

　四三二騎の球状陣形がまとう防御結界の白い粒子――その輝きがひどく弱い。いつもの半分ほどだろう。霊液を消しよう耗もうしすぎているのだ。

　愕然としてから、すぐにリチャードは原因を悟った。

「貴公の仕掛けだな、タチバナ！」

　赤紫色のレギオン二〇三騎が友軍に加勢すべく、舞いもどってきたところだった。

　神威とまったく同じ形状・サイズだが、色だけちがう。特徴的な武装である日本刀もすでに銃槍にもどっていた。エスカリブールやクルセイド――剛強なる英国レギオンとくらべれば、ひとまわり以上は小こ柄がらだろう。

　獅し子し心しん王おうの審美眼には、貧相にすら見える兵たちだった。

　その軍勢を鋭くにらみつけ、リチャードはぎりっと歯ぎしりをした。




「上う手まいこと罠わなにはまってくれたか……」

　翼竜を滑空させながら、秋あきヶが瀬せ立りつ夏かはつぶやいた。

　駿河鎮守府からすこし離れたあたりをひとりだけで飛んでいる。念導神格《青龍》が打ち破られ、エスカリブール数百騎の侵入を許した直後だった。

　だが、その紅き英国の軍団から、次々と脱落者が生まれつつあった。

　あちらの霊液が尽きかけているところを狙ねらって、立夏が召集したばかりの神威一五〇騎に銃撃を仕掛けさせたからである。

　しかも、立夏たちの逆側には、橘たちばな征まさ継つぐひきいる兼かね定さだ二〇三騎が集結していた。

　かくして、リチャード軍の約四三〇騎を左右から挟みこむ形が完成した。そして立夏の部隊は左から、征継の部隊は右から銃槍の一斉掃射をはじめる。

　駿河勢は向かい合う三日月の形『（　）』に陣形をととのえていた。

　リチャードの軍団をその間にサンドイッチした格好だ。

「ここでやつらの息の根を断つ。攻めつづけろ！」

　挟みこまれた獅子心王の軍は球状陣形を組み、防御結界を展開していた。

〝球〟の左側にいる者は立夏ひきいる神威軍団へ、〝球〟の右側にいる者は征継ひきいる兼定軍団へと銃槍を懸けん命めいに撃ち返していた。

　物量では勝っているのに、英国側は必死に抵抗中だった。

　駿河側は立夏・征継の両軍を合わせても、まだ三五〇騎である。

　エスカリブールの防御結界は約四三〇騎分。ふつうなら駿河側の一斉掃射をそれなり以上の割合で打ち消すはず。しかし、霊液不足のせいで効力が弱い――。

　掃射の半分ほどが結界粒子の乱舞をすり抜けて、リチャード軍に降りかかる。

　結果、次々とエスカリブールが斃たおれていく。墜落していく。

「ようやく勝ちの目が見えてきたな」

　戦場を見まわしながら、立夏は安あん堵どのため息をついた。

　橘征継が考案したライオン狩りの罠、実はかなり単純な理屈だった。

『まず俺が外に出て、あの男の軍勢と戦う。霊液をさんざん消耗させながら駿河まで引っぱってくるから、最後はみんなの力を借りて袋だたきにする』

　そのために、橘征継は巧妙なフェイントというべき数々の演出を仕掛けた。

　サムライの剣技や一騎打ちで標的の闘争心を刺激し、激情の発作を誘う。さらにわざと負傷して、偽装退却――。これで最高潮に心を昂ぶらせた騎士王はこちらの退く動きに合わせて、ついに全軍突撃の号令をかけた。

　何の仕込みもなかったら、獅子の嗅覚で罠の存在を見破られたかもしれない。

　また仕掛けの間、敵の攻撃はもちろん絶望的なほど激しくなる。それをいなしながら、ようやく全軍突撃――最も兵の疲弊が大きい戦法を誘い出したのだ。

　そして、最後の追いかけっこ。あれも罠だった。

　兼定と神威の体格は、エスカリブールよりもひとまわり小さい。

　その分、軽い。同じスピードで飛行すれば、大おお柄がらな方がより力を使う＝霊液を消耗するに決まっている。立夏は大きくうなずいた。

「神威は体が小さい。いつもそれでクルセイドに力負けするからな」

　体格の不利を逆手に取る戦法で、勇猛すぎる騎士王をみごと出し抜いてみせた。胸のすく思いだった。しかし、まだ気を抜けない。

　英国側にくらべればマシとはいえ、兼定たちもだいぶ霊液を消耗している。

　自分がリチャード一世なら、おそらく――。
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「く……っ。さすがに無理がたたったか」

　征まさ継つぐを乗せた翼よく竜りゆうは、いつのまにか兼かね定さだの軍勢から離れていた。

　今、赤紫色のレギオンたちは秋あきヶが瀬せ立りつ夏かの神威かむいと連携して、獅し子し心しん王おうの軍団を左右から挟きよう撃げきしている。圧倒的にこちらが優勢だ。

　しかし、脇腹の傷から血を失いすぎたようだ。

　ふっと意識が遠のいて、翼竜のコントロールが甘くなったのだろう。

　気づけば、征継は戦場から遠ざかっていた。早くもどろうと手た綱づなをにぎりなおしたとき、肩の上に伝令の管くだ狐ぎつねが瞬間移動してきた。

『お兄さま、下を見て。こっちに来てちょうだい！』

「なに？」

　管狐はあずかったメッセージを念ねん波ぱで伝えてきた。

　下は――有う度ど山やまである。駿する河が鎮ちん守じゆ府ふは久く能のう山さん・有度山というふたつの低山がならぶ丘きゆう陵りよう地帯に位置しているのだ。頂上でも標高三〇〇メートル程度だ。

　空から山中を見おろして、すぐに気づいた。

　深夜である。標高の低い里山といえども闇やみは深い。しかし、そのなかに光る点がある。左右にせわしなく動いている。征継は降りてみることにした。

　やはり、初はつ音ねだった。

　地上では『はいからさん』姿の妹分が懐中電灯を振りまわしていた。

　軍用道路の上だった。すぐそばでは白い巨きよ狼ろう――壬み生ぶ狼ろが伏せの体勢で待機中だ。路上に翼竜が降り立っても、ぴくりとも動かない。さすがによくしつけられている。

　征継は竜に乗ったまま、声をかけた。

「何の用だ？　今はすこしいそがしい……というより、もうすぐいそがしくなる」

「もうすぐリチャードさんが兼定のいる方を狙ねらってくるから？」

「ああ。おまえにもわかったか」

「当たり前じゃない。初音だってそうするわ。エスカリブールってレギオンたちよりは疲れてないようだけど……兼定もさんざん暴れたあとだし」

　初音は胸を張って、自信たっぷりに言う。

　着物の上からでもその部分のボリュームがよくわかる。

「最悪、元気いっぱいな立夏さまの隊は無視したっていいから、兼定たちを思い切って攻撃するべきだわ。そっちの方が絶対にやっつけやすいもの」

「そんなところだ。いい勘かんをしている」

　征継は頰ほうをかすかにゆるめて笑った。

　この少女が機き略りやく縦じゆう横おうの智将になるとは想像しづらい。だが、嗅きゆう覚かくと思い切りのよさにまかせて抜群の戦果をあげる類たぐいの武将には――いずれなりうるような気がしてきた。

　それこそ、リチャード獅し子し心しん王おうのように。

「そこまで吞のみこめているなら……何をすればいいのかもわかるか？」

「もちろんだわ！　我が銘めい《九く郎ろう判ほう官がん義よし経つね》のもとに――」

　試しに問うと、初音はすぐさま召集の言葉を唱えた。

　和装の少女の体から念力の波動が立ちのぼる。その強さと洗練度をエドワード王子などとくらべれば、もちろん未熟であろう。しかし、征継は瞠どう目もくした。

　今までとは明らかに、念の強きよう靱じんさがちがう。

「集結しなさい、我が軍団レギオン！」

　高らかに初音は呼びかける。

　彼女が空に解き放った念はたちまち――七二騎のレギオンとなった。

　神威に似て神威にあらず。兜かぶとの頭頂部が『烏え帽ぼ子し』のように長い。そして甲かつ冑ちゆうは深い赤色であり、さらに白い衣ころもをまとう。

　橘たちばな初音によって〝九郎判官〟の名をあたえられた、白と赤の神威型である。

　その数、七二騎。ついに騎き士し侯こうとしての覚醒が完了したのだ。日本の騎士侯はのきなみ騎き力りよく三〇から五〇あたりだという。

　九郎判官義経を継いだ少女の『騎力七二』は十分すぎる力量だろう。

　しかも、初音はまだ若い。成長の余地がたっぷりとある。

「行きなさい、九郎たち。お兄さまの軍団を助けてあげて！」

　頭上に具現化した兵たちへ、さっそくの指示。

　神威と兼定の連合部隊がエスカリブールを挟撃している空域へ、七二騎の九郎判官は軽やかに飛行を開始する。

「俺たちはここから指揮を執とるか」

　もう最前線で一騎打ちをする必要もない。征継はこのまま地上にいることにして、翼竜の鞍くらから降りようとしたのだが。

　地に足をつけた途端、よろめいてしまった。

「お兄さま、大丈夫!?」

「なんとかな。まだしばらく無理は利きくだろう。心配するな」

　結局、初音の肩を借りて、軍用道路の端まで運んでもらった。

　腰をおろして、ガードレールにも寄りかかり、征継は手負いの身をようやく休ませることができた。翼竜の上は揺れるので、体にやさしくはなかったのだ。

　幸いにも、初音は救急医療キットを持参していた。

　てきぱきと征継の外がい套とうと学ランを脱がして、上半身を裸にしてしまう。

　脇腹の傷を消毒用アルコールできれいに拭ぬぐい、ガーゼを当てて、腹全体にぐるぐると包帯を巻いてくれた。すばらしく作業が速い。

「手て際ぎわがいいな。慣れているのか？」

「ええ。いろんなお稽けい古こ事ごとで、まわりも初音も生傷が絶えなかったもの」

　さすが無ぶ頼らい一族という回答のあと、初音は軽くため息をついた。

「出陣する前、『リチャードの前でわざと手負いになるのもいい』とか言ってたけど、本当にやっちゃったのね……」

「必要だったからな。これがなかったら、やつは俺の退却をあやしんだかもしれない」

　主あるじが死ねば、指揮下のレギオンは全て烏う合ごうの衆と化す。

　負傷した騎士侯が戦死を避けるため後方へ下がるのは、自然な行動だった。

「それに、もらったのはなるべく後腐れのなさそうな一ひと太た刀ちだ。すこし血が流れすぎたとは思うが、まあ、問題ないだろう。あとでもう一度酒でもかけて、傷を縫ぬっておくか」

「あっ。そういうの、昔の戦国武将みたいでちょっと素敵かも」

「みたいも何も、そうらしいからな」

「そうだったわね。と、ところで、お兄さま」

　征継は今、車道のガードレールに寄りかかっている。

　そのすぐそばで初音も足を崩して、『ぺたん』とすわりこんでいたのだが――急にうつむいた。珍しく恥ずかしそうにして、もじもじと口ごもってしまう。

「実はね……姫様にお約束してきたの」

「何をだ？」

「姫様はお兄さまのお手伝い……れ、霊液を分けてあげるおつもりで、ここに来たがっていたの。でも、お体が限界だったから、初音が代わりをしてきますって――」

「ほう」

　いつも明朗快活な初音が言いにくそうに申告している。

　彼女が見せた新しい一面をひどく可か憐れんに感じて、征継は身を乗り出そうとした。が、脇腹の傷がずきんと痛み、眉まゆをひそめる。

「だ、大丈夫、お兄さま……？」

「問題ない。それより初音」

　征継は腕だけのばして、妹分の手をそっとにぎった。

　和装の少女がびくっと肩をふるわせる。愛らしく、初うい々ういしい。そして、この反応でおおよそのところは読めた。

「俺に霊液を授けるため姫が何をされていたか、知っているのか？」

「う、うん……。ぐ、偶然なんだけど見ちゃったし、聞いちゃったから……」

　初音はいつのまにか羞しゆう恥ちで耳たぶまで真っ赤にしていた。

　こうした艶つやっぽい方面の会話は苦手なのだろう。初音の天てん真しん爛らん漫まんさを思えば、今日までそういう方面にはまったくの無接触だった……そんな可能性まである。

「そうだな。たしかにおまえはもう騎士侯だ」

　征継がすぐそばでささやくだけで、初音は体をこわばらせる。

　身も心も緊張しているのだ。これがほぐれるまで何をするつもりもない。妹分の手に己おのれの冷たい手をそっと重ねたまま、征継は淡々と続けた。

「おまえに助けてもらうという手を思いつかなかったのは、俺の不覚だった。だが、女性相手に無理強じいをするつもりもない」

「そ、そのつもりで来たんだから、無理強いなんかにならないわっ」

　力強く宣言したものの、すぐに初音はおどおどと言う。

「ただ……その、ね。初音がなかなか思い切れないだけというか。今まではこんなこと一度だってなかったのに、今回はちょっと変なの……」

「乙女であれば当然のことだ。気にするな」

「な、なんだかね。やっぱり男の人と……抱き合ったりするのって、初音にはすこし早いのかもなーって今さら思えてきちゃって。そういうことはやっぱり、初音と正式におつきあいをしてくれたり、お嫁さんにもらってくれる人とじゃないと――みたいに思うところもなきにしもあらずなの！」

「嫁か」

「で、でも安心して、お兄さま！」

　ぐっと拳こぶしをにぎって、初音は空から元気を出した。

「男と女で抱き合うくらい、ダンサーとかバレリーナの人たちだってさんざんやってるわけだしっ。大丈夫、もう覚悟はバッチリよ。本当にだいじょ――」

「おまえを嫁にもらえばいいのか？」

「えっ？」

　きょとんとする妹分へ、征継は淡々と言った。

「俺の目から見て、おまえは結婚の相手として何の問題もない……どころか、非常に望ましい女性に思える。そういう関係をもし望むのなら、真剣に検討するぞ」

「なな、何を言っているの、お兄さま!?」

「おまえは腕っぷしだけじゃなくて、心の方も強い。やたらと元気なところも、跳ねっ返りなところも、突とつ拍ぴよう子しもないところも、俺あたりにはなんだかんだで可愛かわいらしく思える」

「全然意識してなかった、みたいに前は言ったじゃない!?」

「当たり前だ。今はじめて結婚の話が出たからな」

　狼ろう狽ばいする少女に向かって、征継は淡々と告げた。

「だが、おまえをきちんと花嫁候補として考えるのなら……橘初音を生涯の伴はん侶りよとできる男は相当な幸せ者だと、俺には思えるな」

「も、もう！　お兄さまったら、調子のいいことばかり言って！」

　いつのまにか初音の体から硬さが抜けていた。

　今までのやりとりですこし心がほぐれたのかもしれない。肩に力が入ってない。ずっと手をつないでいた征継にはそれがよくわかった。

　そして、初音はその重なり合った自分たちの手を見て、またうつむいた。

　やはり恥ずかしそうだ。しかし、こんなことをささやいてくれる。

「どう……したらいいの？　お、教えて、お兄さま」

「俺は今、こんな体だ。おまえの方から近くに来てくれ」

「じ、十分近いわよ。すぐそばにいるじゃない……」

「もっと近くに、という意味だ」

　すこしだけ初音の手を引っぱった。それで意味を察してくれたのか、彼女はこくりとうなずいて、ゆっくりと近づいてきた。

　そのまま征継の目をそっとのぞきこんでくれる。

　ほんの一〇センチほど顔が近づけば、初音の唇を奪うこともできるだろう。

　それほどの近さだった。もう一度、今度は強めにぐっと引っぱる。初音はいよいよ覚悟を決めたらしく、おずおずと……抱きついてきた。

「あ――」

「あたたかいな、初音の体は」

　ガードレールにもたれているので、征継は上半身だけ起こしている体勢だった。

　その上に初音がおおいかぶさる形になった。銘めい仙せんの和服越しだが、妹分の肉付きゆたかな肢し体たいのあたたかさ、感触がはっきりと伝わってくる。

「お、お兄さまの方はこんなに冷たいのね……」

　治療のために上着を脱いでいたので、そのことがよくわかるのだろう。

　また多量の出血、兼定たちへの霊液供給などで、いつも以上に冷え切っていた。

「姫様はずいぶんと薄着をしてらっしゃったけど……あれにも意味があるの？」

「もちろんだ。その方が肌の――体のなかを流れる血のぬくもりを感じやすくなる。俺に必要なのは、おまえたちの血肉に溶けこんだ霊液なのだから」

「そう……なのね」

　すこし考えこんでから、初音は身を起こした。

　征継の前でなんとも恥ずかしそうに、『はいからさん』の上着である銘仙の着物を脱ぎ、袴はかまも脱いで、麻あさの肌はだ襦じゆ袢ばんだけという格好になる。

　白いうえに生き地じのうすい襦袢なので、初音の肌が透けて見える。

　さらに腰こし紐ひもまでほどいてしまう。結果、肌襦袢の前がはだけて、その下のあられもない下着姿まで見えるようになった。丈たけの短いタンクトップという風ふ情ぜいの和装用ブラジャーで隠された胸まわりやすっきりとしたウェスト、白すぎる太ももまで開示されている。

「あ、あまり見ちゃイヤよ、お兄さま」

　と言って、征継の目を見ないようにしながら。

　初音は真っ赤な顔でふたたび身を寄せ、おおいかぶさってくれる。このような薄着になったおかげで、すばらしい胸の谷間を間近からのぞきこむことができた。

「こ、これでどうかしら？」

「十分すぎる。おまえにも迷惑をかけるな」

「ううん、いいの。お兄さまも姫様も体を張って、がんばってるんだから、初音だって負けてられないわ」

　脱いだことで、さっきよりも体中のぬくもりが感じやすくなった。

　初音はこの格好でおおいかぶさったまま、征継の肩や二の腕を何度もさすって、あたためようとしてくれた。が、冷たさは変わらない。
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　すると初音は意を決して、ぎゅっと征継の首っ玉にしがみつく。

　密着をさらに強くしたのだ。当然、彼女のすばらしく肉感的な胸のふくらみが征継の胸に押しつけられる形になった。

　やわらかなくせにみっしりと質感があり、しかも弾むような反発力までそなえている。

　今までもぐいっと押しつけられていた感触だ。

　それをさらにぐいぐいと強く実感できるようになり、征継はなんともいえない心地よさと共に、彼女のぬくもりを受け取れるようになった。

　しかし、初音は悲しそうにささやく。

「な、慣れてなくて、ごめんなさい。初音、上う手まくできていないわね」

「そんなことはない。どうして、そんなふうに思う？」

「だって、お兄さまのお体、全然冷たいままだし……」

「その辺はあまり気にするな。すこし時間がかかるのはいつものことだ」

「そう……なのね。でも、もっといいやり方があったら、本当にいろいろ教えてね？　明日からのことだってあるし。ちゃんとできるようにがんばるわ」

「明日から？」

　初音はまだ騎士侯となってまもない。

　霊液を取り込んだ回数自体がすくないので、心と体の奥底に蓄積されている神秘力はまだまだ少量であった。どのみち今日はあまり無理をさせないつもりだったのだが――。

　今後を見据えた学習意欲に、征継は首をかしげた。

「だって、姫様はあんなにお体の具合がすぐれないのよ？　これが原因だっていうのなら、明日からも初音がやらなくちゃ駄目じゃない」

「たしかにそうだな。言われるまで気づかなかったぞ」

「あっ」

「どうした？」

「お兄さまのお体、すこしだけあったかくなってきたわ」

「全部、おまえのおかげだ」

「ふふふふ。なんだかうれしいものなのね。不思議な感じだわ」

　初音が微笑ほほえんだ拍子に、また『ぎゅっ』と胸が押しつけられる。

　その感触には、血のぬくもりを分けてもらうのとはまた別種の心地よさがあった。また、やや子供っぽい初音にじゃれつかれているようで、それもなかなかに楽しい。

「あ。そうだ、お兄さま。さっきのお話だけど」

　いきなり初音が話を変えた。

「結婚を前提にしたおつきあい……をするかどうか、これから当分の間、じっくり考えさせてちょうだいね。初音との約束よ？」

「おまえが受けるというなら、明日役所に行っても俺はかまわないぞ」

「ば、バカ言わないでっ。こういうのは一生の問題なんだから、じっくりと検討しなくちゃいけないの！　大体、お兄さまは肝心なことを忘れているわ！」

「何をだ？」

「橘征継の戸籍年齢は満一八歳じゃないから、まだ結婚できないの！」

「そういえば、日本の法律ではそうだったな」

　初音と抱き合いながら話すうちに――。

　いつしか征継の体は火ほ照てったように熱くなっていた。

　新米騎士侯として初音の心身がたくわえていた霊液を分けてもらい、それなりに補給することがかなったのだ。

　橘征継の念から誕生した兼定たちは、激戦続きでだいぶ疲ひ弊へいしきっている。

　だが、これですこしは余力をあたえられたはず。征継は大きくうなずき、そして、けなげにがんばってくれた妹分に感謝した。




　そして同じ頃、リチャード獅子心王は――

「ふうむ」

　一秒ごとに激しさを増す戦場で、あえて肩の力を抜くことにした。

　翼竜の手た綱づなも放り出し、コキコキと頸くびを鳴らす。しかるのち、持ち前の激情をほんのすこし棚上げして、今の状況を整理してみる。

　……駿河鎮守府へ突入後、挟きよう撃げきを受け、エスカリブールは残り二五〇騎を切った。

　……やけに頭の長い神威型が七〇騎ほど敵方に加わり、少々こうるさい。

　……陣形を組んでの攻防はすでに放ほう棄きし、日英いりみだれる白兵戦に突入している。

　……そして、最も腹立たしいのは赤紫色のレギオンたちだ。

　マサツグ・タチバナに仕つかえる刀カタナ使いどもはエスカリブールよりマシとはいえ、今まで青あお息いき吐と息いきで戦っていた。だが、どんな魔術を使ったものか――。

　すこし前にいきなり活力を回復させたのだ。

　今も視界の隅で〝赤紫〟が一騎、例の日本刀を抜いた。あざやかな袈け裟さ切ぎりでエスカリブールをさっそく斬きり倒している。

　――赤紫どもが疲弊したままなら、まだ逆転の目はあったというのに……。

　この調子では、全滅覚悟で大暴れしても無駄に終わるだけだ。

「そろそろ潮時か。ふん」

　それ見たことかとあきれる黒王子ブラツクプリンスの顔を想像して、リチャードは憤ふん慨がいした。

　が、その不愉快さもここを生きのびればこそだ。

「王の剣つるぎたちに命ずる。余のために命を捨て、ここ駿河の地で最さい期ごまで奮戦せよ。供として七騎だけ余についてくるがいい」

　生き残った兵たちに時間を稼かせがせ、その間に戦場を離脱する。

　そうと決めて、リチャードは七騎のエスカリブールをともない、眼下の丘陵地帯へ翼竜を降下させた。夜闇にまぎれて山へ入り、駿河湾に出るつもりだ。あとは海面ぎりぎりをひそやかに飛行なり潜水なりして、富士鎮守府をめざす。

「まあいい。今日は余のための日ではなかった。それだけのことだ」

　ぎりっと歯ぎしりをしつつ、ささやく。

　獅子心王ライオン・ハーテイドリチャードは情熱と激情の申し子である。だが、戦場では冷静さが必要なときもある。そういうときの忍耐は決してできない方ではない。

　我慢すればするほど、のちに爆発するとき、焰ほのおは激しく燃えさかる――。

　己にそう言い聞かせて、一時的に心の平穏を保つのである。

「今日のところは勝利を貸しておくぞ、タチバナよ」

　捨て台詞ぜりふをひっそりと残して、戦場を去るリチャード一世であった。
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　一一月七日に日付が変わった直後の深夜。

　リチャード一世がついに駿する河がめざして強襲を仕掛けてきた。駿河鎮ちん守じゆ府ふの面々はそれをどうにか乗り切ったわけだが。

　ようやく長い一夜が明けて、朝日が昇りつつある。

「まったく……とんでもない夜になったものだ」

　秋あきヶが瀬せ立りつ夏かは今、駿河鎮守府の護ご国こく塔とうにいた。

　しかも屋上だ。塔の高さは四〇メートル。そのうえ、鎮守府はこのあたりではいちばんの高台・日に本ほん平だいらに位置する。

　駿河市で最も見晴らしのいい場所だった。

　朝焼けに染まる富士山、駿河湾という絶景をただひとりで堪たん能のうしていた。

　こんな贅ぜい沢たくを気まぐれに満喫できるのは、徹夜明けの駿河城じよう代だいという役職の数少ない特権だろう。立夏は大きくのびをした。

「それにしても……征まさ継つぐどのの采さい配はい、どこかで見た気もするな」

　橘たちばな征継の指揮にしたがい、昨晩の戦闘ではどうにか勝ちを拾った。

　勇猛すぎる騎士王の暴発をさまざまな手て管くだで誘い、こちらの用意した戦場に引きずりこみ、包囲殲せん滅めつする――。

　似たような采配のことを戦術の教本、もしくは戦史の教科書で読んだ気もする。

　しかし、立夏は深く気にせず、「まあいいか」と肩をすくめた。

　それだけ『征継どの』の采配が合理的だったのだろう。

　昨夜の要点はただひとつ。リチャード一世の激情と突撃をどのようにして引き出すかという一点だった。それを橘征継は巧たくみにやってのけた。賞賛すべきはそこにあり、作戦の理屈はむしろシンプルだった。

「彼が土ひじ方かたどのかは置くとして、みごとなものだ」

　そもそも書物に書いてある戦術にたいした意味はない。

　それを『戦場という極限状況』で実現できる、応用力こそが重要なのだ。

　知識だけで勝てるのなら武将はいらない。その辺の学生にでも兵法書を読ませて、指揮官に据えればいい。そういうことだった。

「征継どの……と、皇こう女じよ殿下にも、あいさつをしないとダメだな」

　最初につぶやいた名前が不思議と立夏の心を浮き立たせる。

　なぜか鼻歌でも歌いたくなってきた。が、兵がひとりやってきたので、その衝動はきちんと抑えこんだ。澄まし顔で声をかける。

「どうした？」

　兵の返答を聞いて、立夏は首をかしげた。

「私との面会を希望する男がいる……こんな明け方にか？」




「まったく」

　三〇分後、城代執務室で立夏はあきれ顔になった。

「アレクシス・ヤンとか名乗るから、誰かわからなかったんだ。楊よう家か将しよう一族の楊仲ちゆう達たつと言われれば、すぐにわかったぞ」

「そっちの名乗り、好きじゃないんスよねえ……」

　三十代半ばの東方ローマ人がやや軽薄に受け答えをする。

　重厚な執務机の奥にすわる立夏に対して、立ったままあいさつした直後だ。濃紺のジャケットにベージュ色のスラックスという平服だが、現役の軍人だった。

　アレクシス・ヤン。中国名・楊仲達。

　秋ヶ瀬立夏が同盟国である東方ローマに派遣されていた頃の、旧知だった。

「うちは軍人一族のくせに、女の方がやたら強いし、軍でも出世しますからね。楊よう家けの男だって知られると、肩身がせまくなるんですよ。いや、ほんと」

「そういえば奥方……じゃない、元奥方も遠縁の親戚だったか」

「士官学校では同期だったんですけどね。今じゃ、あっちが上官です」

　リチャード軍との戦闘が終結したあと――。

　妙な男が駿河鎮守府の門前にやってきて、城代との面会を求めたという。どう見ても軽薄な民間人なのだが『東方ローマ帝国・東アジア管区軍に所属する者』だと申告し、城代に会わせてもらえればわかると要求した……。

「よく駿河まで来られたものだ。東京からか？」

「ええ。箱はこ根ねの関せきを越えて、どうにか。あれこれ苦労しましたがね」

　なるほどと、立夏はうなずいた。

　昔から参さん謀ぼう部ぶに所属しているが、参謀としての能力はまあ平凡な男だ。しかし、念ねん導どう術じゆつの心得があり、民間の識しき者しやや胡う散さんくさい輩やからなどとの〝コネ〟を作るのが異様に上う手まかった。

　今回も自力と他力を駆使して、ここまでやってきたのだろう。

「それでヤン少佐。駿河に来た目的は？」

「一応、軍事顧こ問もんになってこいって御おん大たい将しようからのご達しですが、まあ、連絡係と思ってくださいよ。こちらの方々と我がローマ軍をつなぐ」

　現在、アレクシス・ヤンが参謀として誰に仕つかえているか、うわさで聞いている。

　立夏は肩をすくめた。御大将。もちろん、あの人物である。

「カエサル公はなぜ、父――東海道総そう督とくを飛びこえて、私におまえを付ける？」

「名古屋の陥かん落らくが近いと踏んでいる……のかもしれませんねえ。その事態にそなえて、前もって仕込みを済ませておく気なのかも」

「『皇こう国こくの保護者』を名乗る公がもっと早くに動いて」

　愚ぐ痴ちではなく皮肉の意味合いで、立夏は言った。

「この東海道から英国軍を駆く逐ちくしていたら、仕込みも必要なかっただろうにな」

「そりゃあ、いろいろむずかしい。皇国日本はあくまで同盟国、ローマの属州じゃありませんからねえ。あまり勝手はできませんって」

「たしかにな。まあ、このまま内乱が長期化すれば」

　とぼけ顔でやりすごすヤンを眺めながら、立夏はつぶやいた。

「ローマとのつながりが強い東日本はそちらの属国に、西日本はこのまま大英帝国に取り込まれて英国領になり、東西分裂……という展開もありえそうな気もするが」

「東西のちょうど中間・東海道は日本のアルザスロレーヌになる、ですか？」

「たしか、フランスとドイツで何度も取り合った国境の土地だったな。なるほど、そしてローマと英国は東海道に進攻を繰りかえすわけだ」

「仮定に仮定を重ねた最悪の未来予想図なので、オレの口からはノーコメントですが」

　ヤンは苦笑してから、わずかに顔をひきしめた。

「孤立無援の駿河市に救いの手をさしのべ、その未来を避けるためのプラン、いくつか言ことづかってきてますよ」
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「まだまだ問題は山積みですけど……」

　病室のベッドに横たわりながら、志し緒お理りは言った。

　入院患者用の青い病院着を身につけて、上半身だけ起こしている。駿する河が鎮ちん守じゆ府ふの衛生課内にある特別個室だった。

「征まさ継つぐさまと初はつ音ねの無事、そして、ひとまずの勝利を今はよろこびましょう」

　昨夜、体力の限界を迎えて、志緒理は倒れこんでしまった。

　そのため、ここに運ばれて休養していたのである。

　一一月七日の早朝、まだ六時前だった。日付が変わる前から徹夜で奮闘してくれた騎士ふたりがベッドのそばにいる。橘たちばな征継と橘初音の両名だ。

「もちろん、亡くなられた方のご冥めい福ふくを祈らなければいけませんが……」

　勝利とはべつに残念な報しらせもあった。

　薩さつ堆た山さんにひそみ、兼かね定さだ三六〇騎の支援に入った神威かむい一五〇騎。

　羽は部ぶ奈な・真ま池いけ・田た比びの三騎き士し侯こうがひきいて、出陣した兵たちだ。彼らに後方から追撃されることを獅し子し心しん王おうはきらい、エスカリブール二〇〇騎を薩堆山に残していった。

　指揮官不在とはいえ数で勝る英国側を相手に、三人の騎士侯は善戦した。

　おかげで、この局地戦はほぼ痛み分けという結果だったのだが。田比騎士侯が戦死を遂とげてしまったのである。

　ともあれ、志緒理は無事だった直属の騎士侯に声をかけた。

「それで征継さま。お怪け我がの具合は？」

「特に問題はなさそうです。多少、体に力が入らないところはありますが」

　橘征継の答えは実にあっさりとしていた。

　昨晩、リチャード一世と一騎打ちまでして、わざと負傷した復活者リザレクトも鎮守府に帰還後、この衛生課で治療を受けたという。

「おかしいんですよ、姫様」

　兄貴分のそばでもうひとりの騎士・初音が笑っている。

「お兄さま、軍医さんに『たいした傷じゃないから酒でもかけて、さっさと縫ぬってくれ』とか言ったら、すごく怒られちゃって」

「局部麻酔のあと、割としっかり脇腹を縫われました」

「全然痛がらないお兄さまを見て、お医者さんたちも最後はあきれてましたけど」

「そ、そうでしたか……」

　朗ほがらかな少女騎士侯が屈くつ託たくなく『兄』のことを語る。

　当の本人は隣でのほほんと聞いている。勝利のあとならではの和なごやかな一幕だろう。しかし、志緒理の心にはある不安があった。

　最前線に向かう前、初音は言っていなかったか。

『何をしたらいいのか、全部わかってますから！』と。

　そして、あの激戦。橘征継は戦いのなかばで霊液補給を必要としたのではないか。

　だとしたら、補給源となったのは、やはり……になるはずで。そのあたりを訊きこうと思いつつも、なぜか訊けない志緒理だった。

　もしイエスと答えられたら、自分は――

「ねえ、お兄さま。あとで兵へい站たん部ぶに行って、あの人たちが隠しているレバーの缶詰をわけてもらいましょう？　たっぷり出血したんだから、鉄分補給しなくちゃ」

「それはいいかもな」

「特別に、初音がお料理してさしあげるわね♪」

「どうせレバー煮の缶詰とかだろう。調理の必要はないと思うが」

「ああいうのだって一手間かければ、もっと美お味いしくなるんだから。がんばったお兄さまへのごほうびとして、初音が自慢の腕を振るってあげるわ」

「自慢なのか？」

「ええ。これでも缶詰使っちゃう系ズボラ料理の腕はたいしたものなんだから」

「……ズボラじゃない方は？」

「まだ向上の余地ありっていう自覚はあるわね――あっ。も、もしかして……将来のこととかもあるから、やっぱり心配？」

「いいや。料理の味はそれほど気にしない方だ」

「そ、そう。でも、そっちの勉強もすこし必要なのかしら……」

　直属の騎士侯ふたりがいつもの調子で与よ太た話ばなしをしている。

　だが、志緒理はどきりとした。初音の調子がいつもとちがうように感じる。『将来』という言葉を口にした途端、原因不明の恥じらいと、初うい々ういしい少女の色いろ香かめいた何かを振りまくようになった――そんな気さえした。

　やはり、例の件を追及すべきか。意を決した瞬間だった。


キィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィンンンンッ！



　金属を引き裂くような怪音をいきなり聞いた。

　正確には音ではなく、念ねん導どう波はだった。志緒理だけでなく、征継と初音もいぶかしそうな顔をして、まわりをきょろきょろ見まわしている。

「今のは一体……？」

「ひ、姫様、何が起きたんでしょう？」

「何か大がかりな念導術をこの一帯、もしかしたら駿河市全体にかけた……いいえ。逆に、すでにかけられていた術を破は棄きした――？」

　つぶやいてから、志緒理は騎士たちに告げた。

「立りつ夏かさまのところへ参りましょう。かなりの一大事かもしれません」




　一〇月のなかば頃、はじめてクルセイドが襲来した日から。

　駿河市とその近郊には、維い新しん同盟による《念導攪かく乱らん》がかけられていた。影響範囲内では電波・無線の使用がままならなくなるという結界の念導術だ。






[image: ]







　これのせいで、市内ではもう半月以上もテレビや電話を利用できなくなっていた。

　志緒理や騎士侯、念導術師たちが耳にした怪音は――この広範囲におよぶ念導術が解除されたときの念ねん波ぱだったのである。

「第三者が強制的に破ったものではないようです」

　怪音の発生から三時間後。鎮守府内の会議室で立夏は語った。

　緊急調査を行い、その結果が出たのである。志緒理のほかにも、橘征継と橘初音、羽部奈・真池の騎士侯ふたり、そして東方ローマの軍人だという平服の青年がいる。

「仕掛けた側の英国軍――やつら自身の手で破棄された模様です」

「もうこの辺に攪乱を仕掛ける必要はないって、判断されたのか……。あるいは、もっと重要な任務ができて、そちらにまわされたのか。どっちかでしょう」

　あまり緊張感のない口調で、ローマ軍人も口添えする。

「で、それと関係しそうな悪い報せです。念導攪乱が切れたおかげで、〝外〟の無線を傍ぼう受じゆできたんですがね。維新同盟の連中、リチャード一世抜きでも名古屋攻めをはじめるみたいですよ。予定どおり、今日の正午にスタートで……」




　　　　　　　　　３




「どのみち、伯お父じ上うえがいなくとも同じ計画で名古屋を攻める予定だった」

　箱はこ根ねの名所として有名な芦あしノの湖このほとりを、エドワードは歩いていた。

　供として、精霊モリガンの憑ひよう依いした人形を連れている。

　まだ朝早く、しかも、標高七〇〇メートルを超す山中である。たまらないほどに空気はきれいに澄み、湖水も青く冴さえわたっている。

「伯父上が暴れている間、手すきになった女王騎士を名古屋の牽けん制せいに使えたし、彼らは制海権も十分かためてくれた。そろそろ本来の任務にもどしてもいい頃だ。騎士たちも皆、暴れたがっているしね。まあ……」

　エドワードは温泉旅館の浴衣ゆかたに茶羽織という姿だった。朝風呂の帰りなのだ。

　箱根の環境をもろもろ堪たん能のう中の黒王子は羽織の袂たもとに両手を入れて、下駄の音をカランコロンとさせながら、しみじみとつぶやく。

「また悪い虫が出たか、とか。なんだかんだであの突破力は結構当てにしていたとか、いろいろ言いたいことはあるんだが。その辺はひとまず棚上げだ」

「王子殿プリンス。駿する河がの刀カタナ使い、ですが」

　こちらはベレー帽に海兵セーラー服のモリガンがささやく。

「あの地に潜入した諜ちよう者じやの報告書に、『土ひじ方かた歳とし三ぞう』……なる名前がありました」

「あとで確認してみよう。それにしても興味深いな。あの土地には僕ら英国騎士の興味を引いてやまないサムライがいて、皇こう国こくの美しき姫君までいるという」

　フッと美貌に笑みをひらめかせて、プランタジネット家の貴公子は言った。

「どうやら、僕が直じき々じきに手をくだす日も近いようだよ」

「総司令官がそのような行動をする必然性はない……そう、モリガンは考えますが」

　箱根の関せきと駿河の間で、すこしずつ緊張が高まりつつあった。

　が、それを感じ取っているのは今のところ、ふたりだけだろう。大英帝国の黒王子ブラツクプリンスと謎めいた駿河のサムライ――この両名だけが。

　それを確信して、深くうなずくエドワードであった。












　　　あ と が き









　みなさま、おひさしぶりです。

『架空の二〇世紀を舞台にした三国志プラス巨人兵団』、二巻目とあいなります。

　これもみなさまのご愛あい顧こがあればこそ。そして、編集・印刷・販売にかかわる方々のご協力があればこそ。この場を借りて、厚く御礼申し上げます。

　……さて。

　当シリーズには〝そのうち登場させたいあの人〟リストが一応ありまして、何人か世界史上の人物がピックアップされております。

　今回、リスト上位から英国代表リチャード氏にご登場いただきました。

　真しん偽ぎはさだかではありませんが、歴代英国王で最も人気がある……との評判もあるそうで、それだけにキャラも逸いつ話わも濃いめです。

　尚なお、『アーサー王が好きすぎて、剣にエクスカリバーと名づけちゃう』エピソードには、あの伝説を広めた詩人たちのパトロンが彼の一族だった……という歴史浪漫あふれる背景が実はございまして、いつかネタにしたいところです。ここを知っているとアーサー王伝説に対する見方が結構変わってくるという、意外な重要知識なのです。

　また、今回も用語集がついておりますが。

　これには『ファ●ブスター●語の〝年表〟まで読むような方へ向けた巻末おまけ』という面もあり、面倒であれば読み飛ばしていただいてかまわないものです。

　で、それをいいことに《天てん然ねん理り心しん流りゆう》とか《弩いしゆみ（クロスボウ）》といった、脱線気味の解説もたまに混ぜております。お好きな方はよろしければご確認ください。前述のエクスカリバー関係の話も、さわりだけ書いております。




　さてさて。イラスト付き登場人物の〝男性率〟が上昇傾向にあります。

　この路線を維持して業界のトレンドに逆らうべきか、リーダビリティ向上のため女子率アップに努めるか。妙なところで悩む今日この頃です。

　が、実は『サービスするのは女性キャラだけじゃないんだぜ！』という裏テーマを一巻に続いて二巻でも踏とう襲しゆうし、どさくさにまぎれて男キャラが脱いでおります。

　三巻ではいっそ『さしむかいで露天風呂につかるエドワード王子と主人公』というシーンを書いて、BUNBUN 様によるイラスト化を是ぜ非ひにと要望すべきかとも構想中です。

　みなさま、よろしければ三巻にて結果をご確認ください。

　ではでは。





用語辞典





共通


[image: ]維新同盟




　皇国日本の畿内将家と大英帝国軍が『日本を改革するため』締結した同盟。

　東京の中央政府に反旗をひるがえした。







[image: ]和いず泉みの守かみ兼かね定さだ




　幕末の英傑・土方歳三が愛用した日本刀の銘。橘征継が継承した。

　その武勲《雁行剣》は指揮下の全レギオンに日本刀と天然理心流の剣技を授け、土方歳三が新撰組の隊士にたたき込んだ〝集団戦闘の手際〟までも再現させる。







[image: ]念導神格イフリート




　精霊のなかでも最上位の存在。きわめて強力な念導力を保有する。

　鎮守府や軍艦などに配置され、『守護神』として多くの異能を駆使する。







[image: ]戦場の歌ウォークライ




　レギオンたちが仮面の下より放つ咆哮、鬨の声。念導攪乱の効果があるほか、随獣や精霊たちを萎縮させることもできる。







[image: ]鬼おに切きり安やす綱つな




　源氏の宝刀の銘。日本刀の姿で具現する。秋ヶ瀬立夏が継承者。







[image: ]球状陣形




　レギオンの軍勢を飛行させるときに組む。球状に集まることで三六〇度、さらに上方・下方をまんべんなく警戒・防御できる。

　反面、火力を集中させにくいという短所もある。







[image: ]兼かね定さだ




　橘征継に仕えるレギオン。基本形は神威だが、その上級種である。

　カラーリングは赤紫。名前は土方歳三の銘刀・和泉守兼定にあやかった。







[image: ]神かむ威い




　皇国日本の主力レギオン。細身かつ機敏。レギオンのなかでも特に忠誠心が高く、主人である騎士侯にできるかぎり忠実たらんとする。別名『青きサムライ』。







[image: ]騎士道協定




　国際戦闘法規。戦時下の残虐行為、民間人への意図的な暴行などを戒める。







[image: ]管くだ狐ぎつね




　日本の軍で使用される小型随獣。伝令・偵察などに用いられる。短距離であれば瞬間移動を行うこともできる。







[image: ]クルセイド




　大英帝国軍の主力レギオン。大柄でパワーとスピードにすぐれる。レギオンのなかでも身体能力にすぐれている種と言える。神威よりもひとまわり大きい。







[image: ]十二将家




　北海道、奥州、北陸、関東、東山道、東海道、畿内、大阪、中国、四国、九州、沖縄の十二州を女皇より預かり、統治する地方政府。







[image: ]念ジ導ー精ニ霊ー




　女性人格保有型の精霊。念導術に長けており、さまざまな神秘現象を引き起こす。

　実は念導神格の分身であり、人間たちの要請を聞き入れて、『本体』をコントロールする。







[image: ]随獣




　神に等しき聖獣たちが遣わしてくれた使役獣。神秘の力を持ち、人間のために奉仕してくれる。主に軍や警察機構などで使用される。







[image: ]水霊殿




　人造霊液の貯水池。鎮守府の地下には必ず造られる。







[image: ]聖獣




　神に等しき存在として国家を守護する。世界にいにしえの英雄たちを甦らせ、レギオンをはじめとする神秘的存在を授けた。







[image: ]天象勅令




　最上位の精霊や随獣のみが使用できる気象操作の神秘力。主に攻撃に使う。雷、風、雨、雪など、さまざまなタイプがある。







[image: ]天てん龍りゅう公こう




　皇国日本を守護する龍神。







[image: ]念障壁




　念導神格が造り出す念力の壁。鎮守府、軍艦などの周囲に張りめぐらされる。

　その崩壊は念導神格に大きなダメージをあたえる。







[image: ]念導攪乱




　電波や無線、念導波などを無効化してしまう大規模な念導術の総称。







[image: ]武ぶ勲くん




　復活者と《銘》の継承者が使用する。かつてなしとげた戦闘にまつわる偉業を再現する特殊能力。奇跡的な現象を引き起こせる。







[image: ]防御結界




　レギオンたちがまとう光の粒子。砲火の威力を弱める効果がある。

　密集陣形を組むことで自分と仲間の防御結界を重ね合わせて、防御力を高める。

　接近戦になった場合、敵味方の防御結界はたがいに中和し合い、効力がなくなる。そのため、レギオン戦は次第に白兵戦へ移行していくことが多い。







[image: ]壬み生ぶ狼ろ




　皇国日本の中型随獣。馬と同じほどに巨大な狼。毛皮は銀色。

　戦闘・警備・哨戒など、地上でのさまざまな任務に用いられる。







[image: ]銘めい




　武勲のシンボルとなる名前や称号。この《銘》を継承した人間が騎士侯となり、レギオンを召集できるようになる。







[image: ]翼竜




　世界各国の軍で標準的に用いる種の中型随獣。人間を騎乗させて飛行するほか、偵察、監視、対人戦闘など、多くの任務に従事する。







[image: ]霊液




　さまざまな奇跡の源となる青い液体。レギオンたちの動力源でもあり、彼らの体内を血液のように流れている。

　聖獣の力を借りて大量生産したものを『人造霊液』と呼ぶ。







[image: ]レガトゥス・レギオニス




　過去の世より甦った武人たち――復活者をかしこまって呼ぶときの称号。

　ラテン語で『軍団長』という意味。格式ばった表現であるため、使われる頻度は比較的すくない。









１章


[image: ]エドワーード黒王子（1330-1376）Edward,the Black Prince




　十三歳の若さで英国の王太子となり、武将として、騎士として勇名を馳せた。

　のちにフランスのアキテーヌ公領を継承し、自らの宮廷を作りあげた。父よりも先に夭よう折せつし、英国王となることはなかった。







[image: ]ガーター騎士団




　黒王子の父・英国王エドワード三世によって創設された騎士団。

　アーサー王に仕える円卓の騎士たちを再現すべく、選抜されたという。

　国王自身と息子の黒王子エドワードもその構成員であった。







[image: ]青せい龍りゅう・朱す雀ざく・白びゃっ虎こ・玄げん武ぶ




　皇国日本の軍で使用される念導神格は基本的に四タイプあり、それが《青龍》《朱雀》《白虎》《玄武》である。まとめて『四神』と総称される。







[image: ]霊れい血けつ奪だっ取しゅ




　橘征継の武勲。その心身に霊液を宿している者たち――聖獣の血をひく姫や騎士侯などから霊液を奪い、自らの糧にする。

　行使の際には肌を接触させなければならない。









２章


[image: ]写真集




　雑誌、コミック、ゲーム、ポスター、映像、画像などに置き換わるときもある。







[image: ]姫、聖獣の血をひく娘たち




　国家の守護神である聖獣。その配偶者たる巫女はときに女児を産む。

　この聖なる血筋につらなる姫たちは寿命とひきかえに聖獣へ直訴し、奇跡を起こしてもらえる。まれに神秘的能力にすぐれた者も誕生する。







[image: ]松まつ林ばやし左さ馬まの助すけ




　江戸時代初期の剣豪。天狗に学んだと称した兵法・夢想願流の開祖。

　『柳の枝が落ちるまでに十三片に切り刻んだ』『飛んでいる蠅の頸を切り落とした』などの伝説を持つ。将軍・徳川家光にコウモリのようだと身軽さを賞賛され、以後は蝙也斎と号した。







[image: ]武む蔵さし坊ぼう弁べん慶けい




　その伝説の多くは源義経を題材とするフィクション『義経記』に記されたもの。

　武蔵坊弁慶と呼ばれる者が義経の郎党にいたことは事実らしいが、実像は定かではない。







[image: ]リチャード一世（1157-1199）Richard the Lionheart




　一二世紀の英国王。プランタジネット朝の創始者ヘンリーニ世とアキテーヌ女公アリエノール・ダキテーヌの息子。一一八九年、英国王位に就く。が、それ以外にもアキテーヌ公領、ポワティエ伯領、アンジュー伯領などを所有するフランスの大領主であった。その勇猛さと武勇ゆえに獅子心王の異名を得た。またラテン語に堪能な詩人であり、美食家であり、音楽にも精通していた。実は文武両道の才人である。









３章


[image: ]騎士道協定の〝裏の顔〟




　ヤクザ者の親切ともいわれる。すなわち、俺たちにおとなしくしたがっている間はそれなりに安全を確保してやるから、妙な真似をするんじゃないぞ……ということである。







[image: ]九く郎ろう判ほう官がん義よし経つね




　橘一族が秘蔵してきた《銘》。言うまでもないが源平時代の英雄・源義経の名前である。







[image: ]獅し子し心しん王おう




　たびたびリチャード一世は自身を『獅子心王』と呼んでいる。

　中世の貴族社会において、異名とは他者から贈られるものであった。

　その名を誇りに思い、自ら口にする者も多かったであろう。

　決して現代日本でいう中二病的自尊心から自称しているわけではない……はずだが、彼の場合、ちがうと断言することもむずかしい。







[image: ]武勲《虎こ韜とう必ひっ出しゅつ》




　九郎判官義経の武勲。短距離であれば、ひきいる軍団ごと瞬間的に移動する。

　使用後、継承者はたっぷりと疲労する。移動距離の限界等はまだ不明。







[image: ]八や咫た鳥がらす




　皇国日本の小型随獣。姿形はカラスとうりふたつ。偵察・監視などに用いられる。









４章


[image: ]織田信長




　旧時代を打破した改革者と呼ばれることの多い彼だが、天皇家にも将軍・足利義昭にも十分な敬意を払い、たびたび譲歩もしていた。革新性の表れとされる楽市楽座や兵農分離といった政策は彼の専売特許ではなく、実はほかの大名家でも採用していた。いくさについては正攻法を得意とした。つまり敵国を財力・兵力・軍備で上まわり、確実に勝てるという大兵力を動かすのである。桶狭間のような〝大バクチを打っての勝利〟は数少ない例外であった。

　むしろ堅実というべき彼に〝天才的革新者〟のイメージを定着させたのは、その人物像を定番キャラ化した多くのフィクションなのかもしれない。







[image: ]思い邪よこしまなる者に災いあれ（Honi soit qui mal y pense）




　ガーター騎士団の創設者、エドワード三世がとある貴婦人を助けるときに唱えたという。騎士道精神を体現する言葉とされる。







[image: ]水霊殿の立地




　霊格の高い深山などには、あまり水霊殿は造られない。

　そうしたところの土地神たちの霊気を水霊殿にひきこむことがむずかしいのと、人里離れた山奥での建築作業や物資の輸送などが単純にたいへんで、コストもかかりすぎるからである。







[image: ]先鋒




　敵国の鎮守府に何騎のレギオンがひそんでいるか、前もって把握することはむずかしい。他所から騎士侯が移動してくるだけで、レギオンの数は増えるからである。攻撃側の先鋒は『敵戦力を探る』という役割も担う形となる。

　そのためリチャード一世のように、不測の事態にも対応しうる武力や武運をそなえた者がやはりふさわしい。







[image: ]本拠地と騎力の関係




　鎮守の契約を結んだ水霊殿から、おおよそ一〇キロ以内が本拠地となる。

　その範囲外では、騎士侯は騎力の一割しかレギオンを召集できない。

　軍艦などに使用される流体炉は水霊殿の代替品になり、騎力の半分ほどを召集させてくれる。
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[image: ]弩いしゆみ（クロスボウ）




　バネ仕掛けを利用した弓。引っぱった弦を金具にかけて、太く短い専用の矢を装塡する。引き金をひいて発射。通常の弓より装塡に時間がかかるものの、金属鎧をつらぬくほど威力は大きかった。本文中、弓使いの子孫をリチャード一世は『自分に似た』と考えているがそれはあやまり。実は彼の死後、黒王子の曾祖父が長弓隊を重用しはじめ、それが英国の伝統となったのである。







[image: ]エクスカリバー




　アーサー王の剣をカリブルヌスと最初に記したのは、史書という名目の文学作品『ブリタニア列王史』である。この名は一二世紀なかばに『ブリュ物語』でカリブールと仏訳され、アーサー王物語の今日に残る体裁を生み出したフランスの詩人クレティアン・ド・トロワによって、エスカリブールと書きかえられた（誤字という説もある）。この名が英語に翻訳される際、エクスカリバーの訳語が誕生した。

　エクスカリバーとはフランスで誕生した剣なのである。尚、詩人クレティアンのパトロンはリチャード一世の異父姉であり、英国王となる弟とは深い親交があった。







[image: ]おしのび




　異国からの撤退時、巡礼に身をやつして逃亡を図ったというエピソードがリチャード一世にはある。またロビンフッドの伝説では、彼はしばしば正体不明の騎士として現れ、ロビン一党に助太刀する。







[image: ]無慈悲な武器




　中世ヨーロッパのキリスト教世界では、弓・弩といった『無慈悲な武器』の使用を教皇が禁じたほどである。……が、その裏には『飛び道具で殺してしまったら身代金が取れない』という経済事情も関係していた。
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[image: ]高速飛行




　レギオンが全ての霊液を高速飛行に注ぎこんだ結果、音速の壁を破った記録はいくつも存在する。が、それはサーキットのように飛行にのみ専念できる状況下であり、その速度域で戦闘できるというわけではない。







[image: ]霊液の枯こ渇かつ




　機械とちがい、レギオンは霊液の消耗が進んでもそこで停止するわけではない。霊液補給なしで一か月以上も戦いつづけた騎士侯の逸話などもあり、パフォーマンスは低下するものの稼働を続けることができる。

　しかし、そのような状態で未消耗のレギオンと戦闘すれば、勝利は当然むずかしい。だから騎士侯たちは霊液補給をおこたらない。

　アスリートが己の体調を管理するように。
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